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第１章 計画の体系 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

分野 基本方針 施策 主要事業 

1

学

習

活

動

①だれもが、いつでも、どこで

も学べる環境づくり

多様なニーズに応じた学

習機会の充実

文京アカデミア講座

文京いきいきアカデミア講座

だれもが学びを実践でき

る支援の充実

夜間・休日の講座開設

生涯学習の相談

電子図書館機能の充実【再掲】

ウ 身近な学習環境の充実

視聴覚資料等の貸出

文京e-ラーニング

電子図書館機能の充実

地域の学習拠点としての

図書館づくり

図書館サービスの充実

子どもの読書活動の推進

②学び続けるための活動の支援

区民の主体的な学習活動

の支援

資格取得キャリアアップ講座

社会教育関係団体のアカデミー施設利

用者数

社会教育関係団体登録制度による活動

支援

活動の成果を披露できる

場の充実

生涯学習フェア

体験教室ウィーク

文化・芸術に親しむ発表会、大会等の

実施【再掲】

学びを通じた交流・仲間

づくりの推進
ふれあいサロン

③学びの循環による地域づくり

地域の学びを促進する人

材育成の推進

人材育成のための講座

学習支援者スキルアップ講座

イ 人材活用の仕組みの構築

区民プロデュース講座

各種講座・展示会の企画への起用

地域の資源を活かして学

びを深める取組の推進

大学連携による各種事業

文京お届け講座

「文京学」講座

ア 

イ 

エ 

ア 

イ 

ウ 

ア 

ウ 
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分野 基本方針 施策 主要事業 

2

ス

ポ

❘

ツ

①だれもがスポーツを身近に

感じる機会の拡充

アスポーツの楽しさを知る機会

の創出

初心者向けスポーツ教室

スポーツ交流ひろばの充実

Bunkyo Sports Park

イユニバーサルスポーツの普及

振興

ニュースポーツ教室・大会

障害者スポーツ体験教室

Bunkyo Sports Park【再掲】

ウスポーツ観戦の場と機会の拡

充
地域のスポーツ団体等との連携による事業展開

エスポーツボランティア等の活

動支援
スポーツボランティアの養成

②いつでも、どこでも、いつ

までもスポーツに親しむこと

ができる環境づくり

ア気軽にスポーツを楽しめる環

境の整備

スポーツ交流ひろばの充実【再掲】

まるごと子育て応援未就学児童の遊び場開放事業

イスポーツに関する情報の発信

と相談体制の整備

スポーツ交流ひろば通信の発行

スポーツボランティア情報の提供

ウスポーツを楽しむ人を増やす

事業の展開

地域スポーツ団体の支援・育成

個人利用のためのスポーツ施設の開放と指導員によるア

ドバイス

スポーツの日事業

エスポーツ指導者等の育成と確

保、技術の強化
スポーツ指導者の育成

オ心身の健康づくり

小・中学生向けスポーツ教室

親子向けスポーツ教室

スポーツ交流ひろばの充実【再掲】

③スポーツの力を活用した地

域づくり

アスポーツを通じた仲間づくり

と地域づくり

親子向けスポーツ教室【再掲】

スポ・レクひろば

イプロスポーツ団体等との連

携・協働

地域のスポーツ団体等との連携による事業展開【再掲】

Bunkyo Sports Park【再掲】

ウ東京2020大会におけるレガシ

ーの継承と活用

障害者スポーツ体験教室

Bunkyo Sports Park【再掲】

エ人材・組織（町会・地域クラ

ブ）との連携・協働

地域スポーツ団体の支援・育成【再掲】

スポーツ指導者地域派遣

Bunkyo Sports Park【再掲】

オスポーツの魅力を体感する機

会の充実

初心者向けスポーツ教室【再掲】

小・中学生向けスポーツ教室【再掲】
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分野 基本方針 施策 主要事業 

3

文

化

芸

術

①だれもが、いつでも、どこでも文

化芸術を鑑賞できる環境づくり

【みる（鑑賞・観覧等）】

だれもが文化芸術を身近に

鑑賞できる機会の充実

文化・芸術に親しむ発表会、大会等の実施

事業提携楽団によるコンサート

多様な手法による文化芸術

の鑑賞機会の提供

小・中学生のための出前コンサート

文の京コミュニティコンサート

朗読コンテスト

シビックコンサート

夜能動画配信事業

活動につながる契機として

の鑑賞機会の提供

文化・芸術に親しむ発表会、大会等の実施【再

掲】

②だれもが文化芸術活動を楽しむこ

とができる機会の創出

【する（活動・参加等）】

文化芸術活動を楽しむこと

のできる機会の充実

かるたの街文京を発信！【再掲】

記念日イベント

朗読コンテスト【再掲】

市民団体等の活動に対する

支援の充実

社会教育関係団体登録制度による活動支援【再

掲】

ウ 文化芸術活動の場の提供

舞台芸術創造事業（大ホール）

舞台芸術創造事業（小ホール）

③文化芸術を支える人材の育成支援

の充実

【ささえる (普及・継承・指導等) 】

次代を担う層が文化芸術へ

の関心をもつきっかけとなる

機会の充実

親子向けコンサート

観客参加型公演

かるたの街文京を発信！【再掲】

文化芸術を支え、継承し、

伝える担い手の育成

子ども俳句大会

楽器演奏指導

文京ふるさと歴史館収蔵品展

文化・芸術に親しむ発表会、大会等の実施【再

掲】

I don't know（能）…NO（能）problem!〜みんな

で親しむ「能（Noh）プロジェクト〜

多様な主体との連携・協力

による文化資源の継承

文化・芸術に親しむ発表会、大会等の実施【再

掲】

かるたの街文京を発信！

吹奏楽アンサンブルコンテスト

④地域の資源を活かしたまちづくり

の推進

文化資源を活用した事業の

推進
「文の京文化発信プロジェクト」

特色ある文化資源の魅力の

確認や再発見とその発信

文の京ミュージアムネットワーク

文京ふるさと歴史館特別展

森鷗外記念館特別展・コレクション企画

文の京ゆかりの文化人顕彰事業

地域団体や他分野の団体

等、多様な主体と連携したま

ちづくりの推進

文京ふるさと歴史館友の会の支援

「文の京文化発信プロジェクト」【再掲】

ア 

イ 

ウ 

ア 

イ 

ア 

イ 

ウ 

ア 

イ 

ウ 
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分野 基本方針 施策 主要事業 

4

観

光

①区内まるごと周遊の促進

観光資源の磨き上げと新たな

魅力の創出

観光写真コンクール

花の五大まつり等助成

マイクロツーリズムの推進に

よる周遊性の向上
観光ガイド事業

②いつでも、どこでも世界をつな

ぐ観光情報・魅力の収集・発信・

共有

観光情報の収集・発信力の充

実と共有促進

観光インフォメーション

観光ガイドマップ、グルメマップ

の作成・多言語化【再掲】

イ 情報発信環境の整備

観光インフォメーション【再掲】

観光ガイドマップ、グルメマップ

の作成・多言語化

③つながりから生まれる観光の推

進

他分野（スポーツ、文化芸術

等）との融合

文の京ミュージアムネットワーク

【再掲】

文京博覧会（ぶんぱく）【再掲】

国内外の協定等締結自治体や

近隣自治体等との連携・協力

友好都市交流フェスタ【再掲】

文京博覧会（ぶんぱく）【再掲】

④何度でも訪れたくなるおもてな

しの環境整備

ア 観光客の受入基盤整備

観光ガイドマップ、グルメマップ

の作成・多言語化【再掲】

文の京ミュージアムネットワーク

【再掲】

イ 多様な人材の育成・活用 観光ガイド事業【再掲】

ア 

イ 

ア 

ア 

イ 
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分野 基本方針 施策 主要事業 

5

国

内

・

国

際

交

流

①国内交流自治体との交流促進

と相互発展

国内交流自治体の魅力発信

とPR の充実

国内交流自治体食材購入費補助事業

友好都市交流フェスタ【再掲】

国内交流自治体との交流の

活性化

交流自治体主催の区民向け事業への協力

区事業における物産展等の出店

ウ 横断的な交流事業の展開

文京博覧会（ぶんぱく）【再掲】

「文の京文化発信プロジェクト」【再

掲】

②国際理解を育み定着に向けた

機会づくり

ア 海外都市との交流の活性化

海外都市との交流の活性化

ホームステイ生徒交換事業

国際理解に向けた情報の収

集・発信・共有

生涯学習講座での国際理解推進

友好都市交流フェスタ

国際理解促進事業

ウ 横断的な交流事業の展開 国際理解促進事業【再掲】

③外国人が活躍できる環境づく

り

多言語及びやさしい日本語

を活用した情報発信の充実

外国人の日常生活支援のための多言語化

国際理解促進事業【再掲】

外国人の活躍できる場の提

供支援

区内大学、ボランティア団体等との協

働・連携

ア 

イ 

イ 

ア 

イ 
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第２章 事業の点検・評価の考え方 

１．概要 

評価の枠組み 

令和３年度に策定したアカデミー推進計画の点検・評価は、策定時に構築した以下のロジックモデルを

踏まえて、毎年度行う評価と、計画の見直し時に行う評価とを組み合わせて実施する。毎年度行う評価は、

あらかじめ各分野の事業の中から選定しておいた主要事業の実施結果を取りまとめ、施策ごとに評価を行

うものとする。計画の見直し時に行う評価は、毎年度行う評価に加えて、基本方針ごとに掲げた指標に基づ

いて評価を行い、分野としての総合評価を行うものとする。 

アカデミー推進計画の評価フレーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（用語解説） 

主要事業 ............ 施策を評価する上でより重要度の高い事業、所管課が任意で選定 

            （分野別基本方針を支える主な事業、各施策の主な取り組みに基づく） 

インプット ............ 予算、人員など行政活動を実施するために投入する資源 

活動 .................. モノ、サービスを提供するために行う行政活動 

アウトプット .......... 行政活動の結果、産み出されたモノ、サービス 

 （例）アカデミア講座の実施回数 

アウトカム ............ 政策（施策、事業）が目指す成果（初期、中期、長期と段階あり） 

 （例）アカデミア講座の参加者数（初期）、 

 １年間に学習活動を行った人の割合（中期）、基本理念の実現（長期）   

毎年度行う評価        計画の見直し時に行う評価 

分野としての

総合評価 
施策の評価 

       

 

 

基本方針の 

         評価 

 

事業 

事業 

事業 

事業 

主要事業の 

実施結果 

 インプット 活動 アウトプット アウトカム 

ロジックモデル 



8 

２．体制と手法 

（１）点検・評価の体制 

点検・評価は、学識経験者、関係団体及び区民等で構成する協議会にて実施した。 
 

■令和６年度 文京区アカデミー推進協議会経過 

会議名 開催日 主な検討内容 

第１回アカデミー推進協議会 令和６年 ７月17日 アカデミー推進計画の点検・評価について 

第１回分科会（学習活動） 令和６年 ８月 ２日 学習活動分野の点検・評価について 

第１回分科会（スポーツ） 令和６年 ８月 ６日 スポーツ分野の点検・評価について 

第１回分科会（文化芸術） 令和６年 ７月24日 文化芸術分野の点検・評価について 

第１回分科会（観光） 令和６年 ７月22日 観光分野の点検・評価について 

第１回分科会（国内・国際交流） 令和６年 ７月31日 国内・国際交流分野の点検・評価について 

第２回アカデミー推進協議会 令和６年 ９月18日 アカデミー推進計画の点検・評価について（ま

とめ） 

 

（２）点検・評価手法 

協議会に５つの分科会を設置し、各分野別基本方針ごとに点検・評価を行った。 

評価は、令和５年度実施した主要事業（分野別基本方針を支える主な事業、各施策の主な取り組みに

基づく）の実績調査結果及び事務局が作成した点検・評価を資料配付し、主要事業の成果に対する評

価について意見を聴取した。 

分野別基本方針に対する事業を通じた達成状況については、分科会での協議内容を踏まえ、各分

科会の座長が総括して点検・評価を行った。 

各分科会の委員から出された意見・要望及び座長の意見等について、第２回協議会で報告し、審議

を行った後、令和５年度事業の点検・評価とした。 
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（３）主要な事業の選定と指標・目標の設定について 

５分野における主要事業の選定と指標・目標の設定は以下により行った。 

また、社会情勢の変化に応じた区民ニーズに柔軟に対応するため、主要事業の選定と指標・目標の

設定は、毎年度確認・見直しを行いながら進めることとする。 

 

①指標の設定と毎年度の目標・実績を把握できる事業 

分野ごとに評価・点検を行うには、基本方針毎に設定した指標の現状を把握することが重要であるが、

アンケート調査に拠らなくては確認できない指標もある。しかし、アンケート調査は、計画策定に向けて

実施してきた経緯があり、毎年度実施することは現実的ではない。そこで現状評価の基礎となる事業とし

て、指標を設定し、年度ごとの目標と実績を確認できる事業を選定することが望ましい。一方で短期的な

数値の変動で評価することが馴染まない事業や、天候等により変動の大きい事業があることも考慮する

必要がある。 

②定量的目標を設定できる事業 

目標の設定にあたっては、客観的に評価しやすい定量的な方法を採用できる事業が望ましい。事業

の性質により、定性的な目標を掲げる場合には、評価主体により評価内容に大きな差が生じないように、

目標として掲げる状態を具体的にすることが重要である。 

③基本方針、施策の実現に向けた重要性が高い事業 

基本方針や施策に掲げた事項の充実が計画の推進おいて重要な事項である。事業の選定にあたっ

ては、基本方針、施策の実現に向けた重要性が高い指標・目標を設定できるものであることを考慮する

ものとする。 

④計画の推進にあたって重視する３つの視点 

計画の推進にあたって「人」「環境づくり」「資源活用」の３つの視点を重視しているため、これらの視点

を加味して指標を設定することが望ましい。 

⑤継続的に実績を評価できる事業 

目標は過去から未来への実績を踏まえ、継続的に評価することで、信頼性や妥当性を確保することが

できる。一方で、新規事業や社会情勢の変化に等により、評価の優先順位が経年により変化する可能

性にも留意する必要がある。 

 

（４）事業の目標数値の考え方について 

各事業の目標数値は、計画期間中に10％増を達成することを基準とする。（10％は「文の京」総合戦略

（令和２年度～令和５年度）における将来人口推計による令和６年度までの直近５年の人口増加率9.2％を

上回るもの）なお、新型コロナウイルス感染症の影響により、実際の人口の増加は推計を下回っていること

に留意する必要がある。 

また、事業の性質や目標の設定方法により、現状の維持継続が望ましい事業や、さらに高度な目標設

定が望ましい事業も想定できる。 
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３．新型コロナウイルス感染症の影響について 

全世界的に人々の生活や社会経済活動に大きな影響を及ぼした新型コロナウイルス感染症は、日本国

内では令和２年４月以降「緊急事態宣言」の発出や「まん延等重点措置」の適用が度々行われましたが、

令和５年５月に感染症法上の位置付けが５類へと移行されると、様々な分野の事業が再開されました。 

コロナ禍において軒並み中止、延期、規模縮小を余儀なくされた文化芸術・観光・交流・スポーツ関連の

イベントは、制約等のある一方で、生活様式の変化により、文化芸術・学習面においてリモートコンサートや

オンライン講座など、デジタル・トランスフォーメーションが急速に進みました。 

しかし、現在も変異株の流行等による事業中止や縮小等の可能性が、完全に払拭されたわけではありま

せん。今後は、本アカデミー推進計画を着実に前へと進められるよう、普段から迅速かつ的確な対応に努

め、感染症等で事業に影響が出た場合でも、これまでの経験を踏まえ、可能な範囲で事業を継続し、その

際には、本計画における適切な点検・評価方法を検討していきます。 

そして、これからも文京区では、文化芸術・スポーツ等を楽しむ機会を通じ、暮らしの中に安心と豊かさを

感じることができるような様々な施策を推進してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＊感染症法とは、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」の略である。 
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第３章 学習活動分野の点検・評価 

１．学習活動分野の評価                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文京区アカデミー推進協議会委員（学識経験者） 

学習活動分科会座長 田中 雅文 

 学習活動分野の評価を、三つの基本方針ごとに記述する。 

基本方針①「だれもが、いつでも、どこでも学べる環境づくり」 

多様な講座や学習支援の事業を継続的に提供していることは評価できる。受講者数・利用者数を

みても、多くの区民の学習活動に貢献しているといえる。ただし、令和４年度から５年度にかけて受講

者数・利用者数が増加した事業がある一方で、減少した事業も目立つ。新型コロナウイルス感染症の

５類感染症への移行をふまえると、対面型の事業の参加者数がもう少し増加してもよいと思われるの

で、今後に向けた改善策の検討が必要である。個別の事業をみると、ｅ‐ラーニングが大幅に減少し

ている。内閣府の「生涯学習に関する世論調査」では、今後希望する学習形態としてインターネット利

用の学習へのニーズが最も高い回答率になっており、今後に向けたｅ‐ラーニングへの潜在需要は高

い。そのため、多くの区民に利用されるｅ‐ラーニングのあり方を追究していくことが期待される。 

基本方針②「学び続けるための活動の支援」 

区民の学習の継続性を高めるためには、主体的な学習活動、学習成果の発表、学習を通じた交

流などの支援が重要である。令和５年度においては、それぞれに関して着実に事業実施に取り組んで

きたことが評価できる。とくに学びあいの「装置」としての社会教育関係団体がアカデミー施設使用者

数を増加させたことは重要である。ただし、全国的にみるとNPO法人の約半数が社会教育の分野で活

動しており（内閣府調査）、これを踏まえると区内の多様な市民活動団体にも積極的に社会教育関

係団体として登録してもらい、学習活動と市民活動の相乗効果を高めていくことが期待される。一方、

資格取得キャリアアップ講座の受講者数は減少した。区の事業として資格やキャリアに焦点化した事

業を行うにあたり、どのような受講者層を想定するのかを明確にしたうえで実施していくことが必要と思

われる。 

基本方針③「学びの循環による地域づくり」 

学びの循環による地域づくりを進めるためには、区民自身が区民の学びを支え促進すること、地域

資源を活かした学習事業を通じて区民の視野を地域に広げていくことが重要である。令和５年度はこ

れらの事業を上手に展開し、前年度に比べてほとんどの事業で参加者が増加していることが高く評価

できる。とくに、文京お届け講座と「文京学」講座は、まさに文京区を題材にした学びの機会の提供で

ある。これらの事業で実施講座数と受講者数が増加しているのは大変好ましい状況であり、地域活性

化へとつなげていきたいものである。一方、区民による区民の学習支援を行うために大きく寄与してき

た「文の京生涯学習司」「文の京地域文化インタープリター」「文京アカデミアサポーター」の養成講座

の受講者数は減少している。これまでの実績を大切にしながらも、新たな展開を追究していくことが重

要と思われる。 
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２．主要事業一覧 

分野別基本方針①だれもが、いつでも、どこでも学べる環境づくり アカデミー推進計画 総合戦略 

ア 多様なニーズに応じた学習機会の充実 

1 文京アカデミア講座 ○  

2 文京いきいきアカデミア講座 ○  

イ だれもが学びを実践できる支援の充実 

3 夜間・休日の講座開設 ○  

4 生涯学習の相談 ○  

5 電子図書館機能の充実 【再掲】 ○ ○ 

ウ 身近な学習環境の充実 

6 視聴覚資料等の貸出 ○  

7 文京e-ラーニング ○  

8 電子図書館機能の充実 ○ ○ 

エ 地域の学習拠点としての図書館づくり 

9 図書館サービスの充実 ○  

10 子どもの読書活動の推進 ○  

分野別基本方針➁学び続けるための活動の支援 アカデミー推進計画 総合戦略 

ア 区民の主体的な学習活動の支援 

11 資格取得キャリアアップ講座 ○  

12 社会教育関係団体のアカデミー施設利用者数   

13 社会教育関係団体登録制度による活動支援 ○  

イ 活動の成果を披露できる場の充実 

14 生涯学習フェア ○  

15 体験教室ウィーク   

16 文化・芸術に親しむ発表会、大会等の実施【再掲】 ○  

ウ 学びを通じた交流・仲間づくり 

17 ふれあいサロン ○ 〇 

分野別基本方針③学びの循環による地域づくり アカデミー推進計画 総合戦略 

ア 地域の学びを促進する人材育成の推進 

18 人材育成のための講座 ○  

19 学習支援者スキルアップ講座 ○  

イ 人材活用の仕組みの構築 

20 区民プロデュース講座 ○  

21 各種講座・展示会の企画への起用 ○  

ウ 地域の資源を活かして学びを深める取組の推進 

22 大学連携による各種事業 ○  

23 文京お届け講座 ○  

24 「文京学」講座 ○  

※総合戦略の欄は、「文の京」総合戦略（令和２年度～令和５年度）に掲載されている事業。 
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３．分野別基本方針に対する事業を通じた達成状況 

（1）分野別基本方針① だれもが、いつでも、どこでも学べる環境づくり 

指標 現状値 目標値 

1年間に学習活動を行った人の割合 
67.2％ 

（令和元年度調査） 
70.0％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アカデミー推進協議会の意見】 

◎全ての分野に共通して言えることだが、令和５年度はコロナの５類移行という特殊なファクターがあるの

で、それを踏まえた評価をすべきである。 

◎ｅ‐ラーニングについては、既存のアプリケーションにも有用なものも多くあるため、区が優れた言語学習

ツールのライセンスを所有し、活用することが可能ではないか。 

◎様々なことが携帯電話できる現代において、図書館に足を運ぶことのハードルは高いが、その流れは

関心事により生まれるため、きっかけづくりに取り組むと良いのではないか。 

◎北欧の生涯学習施策では、成人への学習サポートが充実しており、移民に対する学習支援も同様に

行われているため、外国人への支援が進められたら良いと考える。 

【分野別基本方針①だれもが、いつでも、どこでも学べる環境づくりの状況】 

 多様なニーズに応じた学習機会の充実では、文京アカデミア講座の生涯学習支援者等による企画提

案のほか、大学からの新たな提案も踏まえて、幅広い分野で講座を実施しました。アンケートでは、高い

満足度を得ており、今後もこれまでのメニューを継続しつつ、新たな主体との協働を進め、講座メニュー

の更なる充実を図ります。 

 だれもが学びを実践できる支援の充実では、講座や講演会の夜間及び休日開講により、新たな参加者

層の確保とニーズの把握に繋がりました。文の京生涯学習司による生涯学習相談は、年間を通して提案

や相談を受けられる体制を継続しました。これからも、一層充実した企画提案を行える環境等の醸成に

ついて、支援者団体等と課題や情報共有に努めます。 

 身近な学習環境の充実では、図書館の電子書籍の計画的な購入により、蔵書数を増やすとともに８月

を「電子図書館周知強化期間」とし、ポスター掲示、利用者案内の作成と配布、ジャンルごとの２次元コ

ードを印字したカードの作成及び配布等に取り組んだ結果、貸出数の増加に繋がりました。更なる貸出数

等の増加を図るため、周知活動の強化や魅力ある書籍の選定等を行うとともに、読書バリアフリー化に取

り組みます。 

 地域の学習拠点としての図書館づくりでは、区民の読書活動の推進を図るため、図書館資料の充実を

図るとともに、全館で「藩校サミット」等、区の事業に関連した取組を実施したほか、各館が様々な行事や

時節に応じた特集展示を実施しました。引き続き、図書館資料の充実や、利用者の興味関心を引き出

す様々なテーマの行事や特集展示を実施するほか、区民の身近な学習拠点として、閲覧環境の整備を

図ります。 

 これらの取組を引き続き進めていくことにより、様々な状況に応じた学習を実践できるよう、ICTの特性を

有効に活用し、だれもが、いつでも、どこでも学べる環境づくりを推進します。 
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（２）分野別基本方針➁ 学び続けるための活動の支援 

指標 現状値 目標値 
令和４年度 

実績値 

令和５年度 

実績値 

社会教育関係団体のアカ

デミー施設利用者数 

161,731人 

（令和元年度） 
167,000人 102,057人 113,394人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アカデミー推進協議会の意見】 

◎施設の利用を増やすのに一番簡単な方法は、魅力度をあげることと考えるが、メセナ的な区内企業に

対し協力を仰ぐことはしているか。 

◎キャリアアップ講座について、目標があって資格取得を目指す場合が多いので、その資格の活用方法

を見せると良いのではないか。 

◎学びを継続することへの取組に関しては、そのモチベーション維持を応援する形を見せられたら良い。 

◎区民の社会教育関係団体への参加を促す方法については、具体的な活動内容を例示したり、見る場

を提供するとともに、アカデミア講座の受講をきっかけに新たなサークルの立ち上げなどを支援する取組

を進めていくべきと考える。 

【分野別基本方針➁ 学び続けるための活動の支援の状況】 

区民の主体的な学習活動の支援では、学び続けるための活動支援の指標である社会教育関係団体

のアカデミー施設利用者数について、令和５年度は前年度と比較して１万人強増えましたが、現目標値

の８割強の達成という結果でした。社会教育関係団体が多くのアカデミー施設を利用することは、区民の

自主的なサークル及び団体活動支援になることから、引き続き、区民に活動の場を提供するとともに、社

会教育関係団体への参加を促していきます。 

活動成果を披露できる場の充実では、シビックセンター改修工事に伴い、サークル展示や活動紹介が

１会場のみとなった結果、来場者も減少しましたが、小ホールでの舞台発表により、学習意欲の向上と学

習活動へ一歩踏み出す契機の提供に繋がりました。今後は通常の２会場開催となる予定のため、講座

等での周知を積極的に行い、参加サークルの増加と区内大学及びその関係団体の参加を促進します。 

学びを通じた交流・仲間づくりの推進では、地域活動センターにおけるふれあいサロン事業について、

令和５年度は昨年度実績を上回る講座を実施し、また、社会福祉協議会と連携し、新たな内容の講座

を行うことができました。これからも、事業内容について検討を行い、地域活動を担う人材発掘につながる

講座を充実していくとともに、様々な世代の参加を促進していきます。 

学習活動の継続には、ともに学ぶ仲間づくりや活動の成果を披露する場が必要であり、効果的な気づ

きの場でもあります。自らの学習を振り返り、やりがいと達成感を得ながら、生涯に亘り学び続けられる取

組を支援していきます。 
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（３）分野別基本方針③ 学びの循環による地域づくり 

指標 現状値 目標値 

これまでに学んだ内容を他人や地域のために活か

した人の割合 

19.1％ 

（令和元年度） 
25.0％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アカデミー推進協議会の意見】 

◎学びの循環に関わる活動を支えている方が高齢化していることに加え、新たな人材が育っていかない

状況にあり、働き続けたい方が増える中で、持続可能なずっと続けていける環境ではないと感じる。 

◎公共のために働く人材の確保は難しく、生活の中において優遇する等の対価を与えられるとよいのでは

ないか。 

◎文京学講座については、区外に向ける視点があると良いと考える。 

◎夜間の講座開設について、地域資源を生かす意味では、公共施設がどのように活用されているかを把

握し、可能な範囲で使うことを検討してはどうか。 

【分野別基本方針③ 学びの循環による地域づくりの状況】 

地域の学びを促進する人材育成の推進では、区内大学との協働により、「文の京地域文化インタープリ

ター養成講座」について、幅広い年代の受講を見込み開催時間を変更して実施しました。定員には満た

なかったものの、受講者全員が認定され、新たな人材の育成につながりました。また、文京アカデミアサポ

ーターの会の協力を得て「サポーター養成講座」を実施し、受講修了者が新規会員となり、アカデミア講

座に従事しました。今後、文の京生涯学習司養成講座の実施にあたり、魅力的かつ実践的なメニュー等

を協議し選定することにより、幅広い年代の地域人材の掘り起こしと、新たな認定者による生涯学習の活

性に繋げます。 

人材活用の仕組みの構築では、アカデミア講座の提案、特別公開講座の企画、受託による実施など、

幅広い領域のコーディネートにより、区民と生涯学習を結びつける大きな要素となりました。これからも、各

種人材育成講座を継続し、新たな認定者を確保するとともに、区民の学びの促進につながるよう、各団

体の主体性を尊重しつつ、その専門的な知見を活かした活動機会を提供していきます。 

地域の資源を活かして学びを深める取組の推進では、大学と連携し、アカデミア講座、学長講演会、

資格取得キャリアアップ講座等を継続したほか、大学との意見交換や情報の共有を通し、新たな講座メ

ニューの提供に繋がりました。大学の主体性を尊重しつつ、課題や認識の共有を図るとともに、双方の長

所を活かし、一層充実した企画提案が叶う体制と環境の醸成に努めます。 

学習活動を通じて知識やスキルを習得した区民が担い手となって様々な地域活動を行い、地域がつ

ながっていく仕組みを構築することで、地域コミュニティの活性化につなげていきます。 



1.学習活動（№1～24）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

４．主要事業の成果に対する評価

（１）分野別基本方針①　だれもが、いつでも、どこでも学べる環境づくり
ア　多様なニーズに応じた学習機会の充実

1-①-ア　文京アカデミア講座

事業概要

 　区民の学習を支援するため、地域、文学、歴史・社会、自然科学、芸術、くらし、語学、健康・スポーツ

など、バラエティに富んだ講座を提供します。

指標：受講者数（人）

実績（D） 1,646 1,998

目標（P） 1,802 2,000 2,250 2,500 2,500

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　年間を通じ、幅広い分野の講座の提供が叶ったほ

か、文京アカデミアサポーターの協力により、充実

した講座運営に繋がりました。一方で定員割れの講

座については、設定時期や時間の関係、或いはコロ

ナ禍による影響もあったものと思われます。

　一部、定員に満たない講座もあったことから、講

座内容や周知方法の工夫により、受講者の増加を図

ります。

R5

　生涯学習支援者等による企画提案のほか、大学か

らの新たな提案もあり、幅広い分野かつ、アンケー

トによる満足度の高い講座を提供しました。

　これまでのメニューを継続しつつ、新たな主体と

の協働にも注力し、講座メニューの充実を図りま

す。

　高齢者を対象とした２年制講座。１年次は教養課程で共通科目を履修し、２年次の専門課程に進みます。専

門課程は、共通科目と選択科目を受講し、所定の受講回数（単位）をもって卒業認定とします。

指標：受講者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

１－①－ア　文京いきいきアカデミア講座

事業概要

実績（D） 40 37

目標（P） 40 40 60 60 60

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　第８期の初年度として40名が教養課程を受講し、

履修により、広く基礎を学んだ37名が進級しまし

た。様々な事業がある中でも単位を修得し、進級・

卒業できるようサポートする必要があります。

　受講生同士のコミュニケーションを密にするほ

か、モチベーションの維持・向上について工夫して

いきます。

R5

　進級した37名が専門課程で学び、そのうち必要単

位を取得した33名が卒業しました。全体的に出席率

が高く、講座科目も好評であり、学習のみならず、

仲間づくりにも繋がりました。

　教養課程の魅力ある講座科目の工夫により、進級

のサポートとモチベーション維持に努めます。
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　平日の昼間に講座を受講することが困難な方のために、平日夜間や休日にも講座を開設します。

指標：受講者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

イ　だれもが学びを実践できる支援の充実

１－①－イ　夜間・休日の講座開設

事業概要

実績（D） 370 405

目標（P） 439 500 500 500 500

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　文京アカデミア講座において19講座を平日の夜間

や休日に実施し、アンケートで高い評価を得ること

ができました。一方で、社会情勢などを的確に捉え

た講座選定等を行う必要があります。

　アカデミア講座全体のバランスを考慮しつつ、ア

ンケート結果を分析し、ニーズに合わせた講座を検

討・企画していきます。

R5

　アカデミア講座において全16講座を夜間・休日に

開講したほか、メセナ講演会、特別公開講座につい

ても休日に開講したことで、新たな参加者層の確保

とニーズの把握に繋がりました。

　大学構内における休日・夜間開講について検討す

るほか、幅広い年代の受講となるよう、より学びや

すい学習環境の提供について検討してます。

　区民がそれぞれのニーズや目的に応じて生涯学習に取組めるよう総合的に紹介等を行います。

指標：相談件数（件）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

１－①－イ　生涯学習の相談

事業概要

実績（D） 171 140

目標（P） 180 180 190 200 200

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　原則、週3回、文の京生涯学習司による「生涯学

習相談」を通年で実施し、広く相談を受け付けたほ

か、区内の生涯学習サークルの活動や情報も紹介し

ました。また、コロナ禍で外出を自粛したことと合

わせ、生涯学習活動の不活性があったものと推測さ

れる一方で、区民プロデュースに関しては多くの相

談があり、魅力ある講座が提案されました。

　令和５年度より週２回に変更となりましたが、現

在の体系を維持するとともに、より本事業の周知に

注力し、事業周知の範囲とアプローチの手法につい

ても検討していきます。

R5

　実施日数が週2回となった期間もありましたが、

年間を通して提案・相談を受けられる体制の強化と

して相談員の増員を行い、環境を再構築したうえで

継続しました。

　本体制を継続しつつ、一層充実した企画提案が叶

う体制・環境の醸成について、支援者団体等と課題

や情報共有にも努めます。
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　電子書籍やオーディオブックといった電子媒体資料や、デジタル化した地域資料を提供することにより、図

書館に来館することが困難な方も含め、様々な利用者の読書活動を推進します。

指標：電子書籍の貸出数（点）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

１－①－イ　電子図書館機能の充実【再掲】

事業概要

実績（D） 28,120 33,991

目標（P） 28,120 28,500 29,000 29,500 30,000

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　電子書籍については、資料の特性や利用動向を考

慮した選定を行い、提供しました。文の京デジタル

文庫に、大正期の小石川植物園の図版、人口統計資

料など、郷土資料及び行政資料を追加しました。

　電子書籍等については、魅力ある蔵書とするた

め、計画的に選定・収集するとともに、特集を組む

など周知を強化し、一層の利用促進を図ります。ま

た、地域資料のデジタル化を進め、広報に努めま

す。

R5

　計画的な購入により、蔵書数を増やすとともに、

８月を「電子図書館周知強化月間」とし、ポスター

掲示、利用案内の作成・配布、「健康」「料理」等

ジャンルごとのQRコードを印字したカードの作

成・配布等に取り組んだ結果、貸出数の増加につな

がりました。

　更なる貸出数や予約数の増加を図るため、令和5

年度に行った取組内容に加え、周知活動の強化や魅

力ある書籍の選定等を行うとともに、読書バリアフ

リー化に取り組みます。

　学習や地域活動に必要な視聴覚学習資料を地域の幼稚園、小・中学校、社会教育登録団体、個人等に貸出し

を行います。

指標：貸出件数（件）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

ウ　身近な学習環境の充実

１－①－ウ　視聴覚資料等の貸出

事業概要

実績（D） 200 180

目標（P） 160 160 160 160 160

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　各団体等に対し、広く貸出に対応したほか、ニー

ズに合わせて新規に資料を購入しました。また、視

聴覚ライブラリー目録の改訂版を発行しました。個

人利用が増加したこととともに、町内会組織等によ

る利用については、コロナの一定の収束に伴い、活

動が再開されたことに起因するものと推測されま

す。

　18ミリをはじめ、フィルムの適正な保存環境の整

備と映写技術者の確保・育成について、検討を進め

ます。

R5

　各団体等に対する貸出を継続したほか、支援者団

体の意見も取り入れた新規資料を購入をしました。

また、適正な保管環境整備のため、除湿器を設置し

ました。

　より広い貸出と並行して、貴重な資料であるフィ

ルムの現況確認と適正な保存環境の整備について、

検討を継続します。
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　外出困難な人や時間に制約のある人などを対象に、時間や場所に関係なく各種講座等を受講できるように、

インターネットを活用した講座を配信します。

指標：アクセス数（件）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

１－①－ウ　文京e-ラーニング

事業概要

実績（D） 6,649 2,563

目標（P） 7,000 8,000 9,000 10,000 10,000

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　新たに、特別公開講座を含めて27番組収録・配信

したほか、これまでに実施した講座も継続して配信

し、ライフスタイルに応じた視聴環境の提供につな

げました。しかし、掲載していたメニューが著作権

の承認期間の経過により、公開を終了したことが、

目標値に達しなかった大きな要因の一つと思われま

す。

　配信する主体や講座内容の拡充と並行し、イン

ターネット配信に適した講座について検討します。

また、アカデミア講座「十八の町物語」をアーカイ

ブ化し公開することで、新たな視聴者層の獲得に努

めます。

R5

　新たに学長講演会、特別公開講座の２番組を掲載

ました。一定のＩＴリテラシーや環境が必要なほ

か、依然として掲載メニュー減少の影響が大きく、

前年度より実績が減っていますが、時間と場所を選

ばない学習機会を提供しました。

　スマートフォンやタブレットなどのIT機器が普及

している中、e-ラーニングの重要性を強く認識して

いることから、ＳＮＳの活用をはじめ、一層の事業

周知とあわせ、大学講座のオンライン・オンデマン

ド配信等の協力を求めるなど、番組数の増とコンテ

ンツの充実を図ることにより視聴数増と視聴者層拡

充を図ります。
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　電子書籍やオーディオブックといった電子媒体資料や、デジタル化した地域資料を提供することにより、図

書館に来館することが困難な方も含め、様々な利用者の読書活動を推進します。

指標：電子書籍の貸出数（点）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

１－①－ウ　電子図書館機能の充実

事業概要

実績（D） 28,120 33,991

目標（P） 28,120 28,500 29,000 29,500 30,000

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　電子書籍については、資料の特性や利用動向を考

慮した選定を行い、提供しました。文の京デジタル

文庫に、大正期の小石川植物園の図版、人口統計資

料など、郷土資料及び行政資料を追加しました。

　電子書籍等については、魅力ある蔵書とするた

め、計画的に選定・収集するとともに、特集を組む

など周知を強化し、一層の利用促進を図ります。ま

た、地域資料のデジタル化を進め、広報に努めま

す。

R5

　計画的な購入により、蔵書数を増やすとともに、

８月を「電子図書館周知強化月間」とし、ポスター

掲示、利用案内の作成・配布、「健康」「料理」等

ジャンルごとのQRコードを印字したカードの作

成・配布等に取り組んだ結果、貸出数の増加につな

がりました。

　令和5年度に行った取組内容を踏まえ、更なる貸

出数や予約数の増加を図るため、周知活動の強化や

魅力ある書籍の選定等を行うとともに、読書バリア

フリー化に取り組みます。

20



　図書館資料やレファレンスサービス等の充実を図るほか、各種行事や資料の特集展示などを行い、図書館の

利用促進と区民の読書活動の推進を図ります。

指標：総貸出数（冊・点）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

エ　地域の学習拠点としての図書館づくり

１－①－エ　図書館サービスの充実

事業概要

実績（D） 3,846,252 3,723,216

目標（P） 3,846,252 3,911,000 3,977,000 4,045,000 4,114,000

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　図書館資料の充実を図るとともに、時節に応じた

特集展示を区立図書館全体で年間1,200回実施しま

した。また、森鷗外没後100年、樋口一葉生誕150

年記念事業を含む様々な行事にも取り組み、区民の

読書活動の推進を図りました。

　図書館資料の充実を進め、利用者の興味関心を引

き出す様々なテーマの行事や特集展示を実施するほ

か、令和５年度においては「藩校サミット」関連事

業などにも取り組むことにより、区民の身近な学習

拠点として多様なニーズに対応した資料提供と情報

発信を図ります。

R5

　区民の読書活動の推進を図るため、図書館資料の

充実を図るとともに、全館で「藩校サミット」「関

東大震災100年」等、区の事業に関連した取組を実

施したほか、各館が様々な行事や時節に応じた特集

展示を実施しました。

　引き続き、図書館資料の充実や、利用者の興味関

心を引き出す様々なテーマの行事や特集展示を実施

します。また、令和６年度においては石川県金沢市

及び熊本県玉名市との協定締結5周年に関する事業

等に取り組むほか、区民の身近な学習拠点として、

閲覧環境の整備を図ります。
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　子どもたちが生涯にわたり読書習慣を身につけられるよう、発達段階に応じた行事や読書支援を行います。

また、保護者への啓発や地域団体等との連携により、子どもの読書環境の整備に取り組みます。

指標：児童図書貸出数（冊）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

１－①－エ　子どもの読書活動の推進

事業概要

実績（D） 1,252,301 1,215,183

目標（P） 1,252,301 1,273,000 1,295,000 1,317,000 1,339,000

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　「子ども読書活動推進計画」に基づく読書環境の整

備と読書活動の充実を図るため、ブックリストの作成

や、図書の充実、保護者や子どもへの啓発を行い、区

立図書館の利用促進を図りました。読み聞かせやおは

なし会などの行事を実施し、親子や子どもが本に親し

む機会を提供しました。

　引き続き、「子ども読書活動推進計画」に掲げる

37の事業について、関係機関との連携のもと、着実

に実施します。図書館においては、子どもの発達段

階に応じたブックリストの作成・紹介や各種行事を

実施し、子どもたちに多くの読書機会を提供すると

ともに保護者向け講演会等を行い、啓発を行いま

す。さらに、地域の保育園、幼稚園、小・中学校へ

の図書の貸出や出張おはなし会等を実施し、地域の

読書活動を支援します。

R5

　「子ども読書活動推進計画」に基づく読書環境の

整備と読書活動の充実を図るため、ブックリストの

作成や、図書の充実、保護者や子どもへの啓発を行

い、区立図書館の利用促進を図りました。読み聞か

せやおはなし会などの行事を実施し、親子や子ども

が本に親しむ機会を提供しました。令和5年度より

保健サービスセンターからの依頼に基づき、「あつ

まれ！フレッシュママ」へ図書館員が出張し読み聞

かせをする取り組みを新たに始め、一層の子どもの

読書環境の整備に取り組みました。

　引き続き、「子ども読書活動推進計画」に掲げる

37事業について、関係機関との連携のもと、着実に

実施します。図書館においては、子どもの発達段階

に応じたブックリストの作成・紹介や各種行事を実

施し、子どもたちに多くの読書機会を提供するとと

もに保護者向け講演会等を行い、啓発を行います。

さらに、地域の保育園、幼稚園、小・中学校への図

書の貸出や出張おはなし会等を実施し、地域の読書

活動を支援します。子どもが過ごしやすい図書館を

目指し、職員一人ひとりのスキルアップを目指しま

す。
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　区民の資格取得やキャリアアップを支援するため、区内大学と連携し、大学で開講する講座を区民が受講す

る際に一部補助を行い、区民の資格取得やキャリアアップを支援します。

指標：受講者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

（２）分野別基本方針②　学び続けるための活動の支援
ア　区民の主体的な学習活動の支援

１－②－ア　資格取得キャリアアップ講座

事業概要

実績（D） 31 33

目標（P） 70 70 70 70 70

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　平時から連携している区内大学による資格取得に

直結した講座により、能力の習熟に繋がりました。

しかし、定員に満たない講座があったことから、受

講者数を増やすための取組が必要です。

　ラインナップの充実と合わせ、内容や日時のほ

か、タイトルや導入文にも工夫を重ねるなど、広報

にも工夫し受講者の増加につなげます。

R5

　区内大学との協働により、主としてオンデマンド

により５講座を実施しました。学習時間の確保やモ

チベーション維持にも課題があると思われ、定員に

は達しませんでしたが、一人ひとりのライフスタイ

ルに応じたキャリア選択や、新たなステージで求め

られるスキルアップに繋がりました。

　時事に即したメニューや、技術・技能等のスキル

向上に関する専門的、実践的な講座提案について依

頼するとともに、区報やＳＮＳも活用するなど、一

層の事業周知に努めます。

　区民の自主的な文化・スポーツ・学習活動を促進するため、一定の要件を満たす団体を社会教育関係団体と

して登録し、その団体の施設利用を支援します。

指標：社会教育関係団体のアカデミー施設利用者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

１－②－ア　社会教育関係団体のアカデミー施設利用者数

事業概要

実績（D） 102,057 113,394

目標（P） 102,057 135,000 150,000 160,000 167,000

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　多くの社会教育関係団体によるアカデミー施設の

利用があり、学習活動を通じて交流できる場を提供

することで、区民の主体的な活動を支援することが

できました。

　新型コロナ感染症の影響で活動を控える団体が多

かったですが、令和8年度の167,000人の利用を目

標に、引続き社会教育関係団体登録制度と並行し

て、活動の場を提供します。

R5

　令和5年度は感染症による制限が全面的に撤廃さ

れた結果、多くの施設利用があり、区民の自主的な

サークル・団体活動を支援することができました。

　区民に活動の場を提供するとともに、社会教育関

係団体への参加も促していきます。
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　区民の自主的な文化・スポーツ・学習活動を促進するため、一定の要件を満たす団体を社会教育関係団体と

して登録し、施設の優先利用や利用料金の減額などを行い、その活動を支援します。

令和8年度に向けた目標（P）

　登録団体の活動内容を正確に把握し、広く区民に周知することで、団体活動の活性化と区民に各種活動への

参加機会を提供し、区民の自主的な文化・スポーツ・学習活動を支援します。

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　登録団体名簿の関連施設への配架及びホームペー

ジへの掲載により、登録団体を広く周知し、区民の

自主的な活動の促進につながりました。

　また、3年に一度の更新を実施し、活動している

団体をより正確に把握することができました。

　引続き、区民の自主的な活動促進のため、登録団

体名簿を更新し、関連施設へ配架の上、ホームペー

ジへ掲載します。登録団体の活動内容を正確に把握

し、区民へ活動実績の周知を図ります。

１－②－ア　社会教育関係団体登録制度による活動支援

事業概要

R5

　関連施設への登録団体名簿の配架やホームページ

の更新により、正確な情報を周知することで、区民

へ活動への参加を促すことができました。

　また、実績報告書の提出を求めることで、団体の

活動内容を把握をすることができました。

　登録団体名簿やホームページの更新に加え、登録

団体からの実績報告書の提出により、活動内容を正

確に把握していきます。その上で、引き続き、区民

の自主的な活動促進を図ります。

イ　活動の成果を披露できる場の充実

１－②－イ　生涯学習フェア

事業概要
　文京アカデミア講座や区内大学生涯学習センターの紹介、講座受講相談を実施し、区民に対し生涯学習活動

への参加を促す機会をつくるとともに、区内サークルの活動紹介や体験コーナー、ステージでの活動発表等を

行うことにより、学習成果披露の場や区民同士の交流の機会を提供します。

指標：来場者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

実績（D） 590 500

令和8年度

目標（P） 590 1,100 1,200 1,300 1,400

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　アカデミア講座や区内大学生涯学習センター、区

内で活動する生涯学習サークルの活動紹介のほか、

ステージ発表等により、区民の学びを表現する場を

設けることで、学習意欲の向上を図りました。

　引き続き、学習成果の発表機会提供と団体間の交

流を図るとともに、活動意欲向上、及び新たな一歩

を踏み出す契機に繋がるよう、団体との連携や広報

に工夫をします。

R5

　シビックセンター改修工事に伴い、サークルの展

示や活動紹介の会場が、例年と異なりアートサロン

1会場のみでの実施となりました。展示団体や展示

作品数が大きく減少したことに伴い来場者も減少し

ましたが、アカデミア講座や区内大学が実施する生

涯学習講座とあわせ、小ホールでは舞台発表によ

り、学習意欲の向上と学習活動へ一歩踏み出す契機

の提供に繋がりました。

　通常の２会場開催となる予定であることから、参

加サークルの増強と区内大学の直接的な参加につい

て能動的に誘起するほか、各種講座等での開催周知

を図ります。

24



　地域におけるコミュニティの育成と生涯学習活動の支援を目的として、各地域アカデミーで活動する生涯学

習団体を区民に紹介するとともに、生涯学習団体の活動に区民が参加する機会を創出し、団体活動を支援しま

す。

指標：参加団体数（団体）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

１－②－イ　体験教室ウィーク

事業概要

実績（D） 47 62

目標（P） 47 49 50 51 52

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　年2回開催する体験教室ウィークについては、コ

ロナ禍による参加団体の低減が予想された中、想定

以上の団体の参加がありました。

　なお、アカデミー湯島の1回目は、開催期間が改

修工事と重なり、止む無く中止しました。

　（公財）文京アカデミーのホームページや広報紙

による周知に加え、各館において、各団体への案内

を積極的に行うことで、参加団体の増加に努めま

す。

R5

　新型コロナウイルス感染症の行動制限がなくな

り、参加団体数もコロナ禍以前の数を上回る結果と

なりました。

　従来の広報や各館での積極的な声掛けに加え、生

涯学習フェア等、他事業との連携を深め、参加団体

の増加に努めます。
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　文京区秋の文化祭（華道展、茶会、書道展、絵画展）、各種つどい・大会事業（民謡、謡曲、吟剣詩舞道、

合唱、日本舞踊、三曲、民踊）、企画展等の展示や能楽及びかるた関係事業等を実施します。

指標：事業参加者数の合計（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

１－②－イ　文化・芸術に親しむ発表会、大会等の実施【再掲】

事業概要

実績（D） 29,680 20,556

目標（P） 14,340 19,120 23,900 23,900 25,000

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　各事業の参加者数の合計を成果指標としていま

す。コロナ禍で再開できない事業もありましたが、

コロナ禍前の2年間（平成30年、令和元年）の平均

値23,900人の６割の14,340人を目標としました。

　令和4年度単年度事業「文の京ミューズネット施

設入館料助成」をのべ16,398人が利用したこともあ

り、目標を大きく超える実績となりました。

　令和5年度は参加者数をコロナ禍前の８割の水準

に戻すことを目標とします。全国藩校サミットや文

の京ミューズネット加入施設周遊デジタルスタンプ

ラリーなどの新規事業に取り組み、周知活動にも力

を入れ、文化事業への参加者を増やします。

R5

　各事業の参加者数合計を成果指標としています。

令和5年度は参加者数をコロナ禍前の８割の水準に

戻すことを目標とし、達成できました。

　単年度事業の「全国藩校サミット文京大会」及び

企画展等各種記念事業では、区民に江戸時代の文化

や教育にふれる機会を提供し、多くの参加者があり

ました。区内障害者施設で制作された絵画等を展示

した「Bunkyo Brut」には昨年開催時（462人）の

約２倍となる959人の観覧者が訪れました。

　定例事業である文化祭や伝統芸能の発表会を開催

するとともに、かるた関係の展示や体験イベントを

開催して区の文化資源であるかるたの区民への定着

及び若年層の文化事業への参加を促します。障害者

の芸術活動発表の場である「Bunkyo Brut」も開催

３年目を迎え、グッズの販売等内容をさらに充実さ

せていきます。
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　地域活動センターにおいて、幅広い年代の区民が参加する各種イベントや様々な教室を開催し、生きがいづ

くりや区民間の交流の支援、地域のさらなる活性化を目指します。

令和8年度に向けた目標（P）

　各地域の特色を生かしながら、住民の相互交流を促進し、地域活動を担う人材発掘につながる講座を実施し

ていきます。

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　新型コロナウイルス感染拡大以降、実施回数を縮

減していましたが、令和4年度は感染対策を徹底し

ながら昨年度実績の2倍を上回る講座を実施し、区

民間の交流を進めることができました。

　アフターコロナを見据え、実施回数をさらに増や

すとともに、時事に即した事業を実施し、幅広い層

の参加を促進していきます。

ウ　学びを通じた交流・仲間づくりの推進

１－②－ウ　ふれあいサロン

事業概要

R5

　令和5年度は昨年度実績を上回る講座を実施する

ことができました。また、社会福祉協議会と連携

し、新たな内容の講座を行うことができました。

　事業内容について検討を行い、地域活動を担う人

材発掘につながる講座を充実していくとともに、

様々な世代の参加を促進していきます。
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令和8年度

目標（P） 39 45 45 45 45

（３）分野別基本方針③　学びの循環による地域づくり
ア　地域の学びを促進する人材育成の推進

１－③－ア　人材育成のための講座

事業概要

　区や（公益）文京アカデミー等と協働して事業を行う人材を育成するため、「文の京生涯学習司」、「文の

京地域文化インタープリター」「文京アカデミアサポーター」の３つの養成講座を実施します。

指標：受講者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　区内大学、及び文京文京アカデミアサポーターの

会の協力を得て、「文の京生涯学習司養成講座（隔

年）」「サポーター養成講座」を実施し、地域人材

の掘り起こしと新たな認定者の確保に繋がりまし

た。また、講座運営には一定の人数を確保する必要

があり、途中で参加を取り止める受講者も想定し、

かつ講座運営が可能な人数の受講としたため、実績

が目標を上回りました。

　講座の継続のほか、生涯学習団体等と積極的な情

報交換を行い、人材の育成・確保に努めます。

R5

　区内大学との協働により「文の京地域文化イン

タープリター養成講座」について、幅広い年代の受

講を見込み午前中の開催へと変更し実施しました。

思惑と異なり定員には至りませんでしたが、受講者

全員の12名が新たに認定されました。

文京アカデミアサポーターの会の協力を得て「サ

ポーター養成講座」を実施し、受講を修了した16名

が新規会員となり、その後のアカデミア講座に従事

しました。

　文の京生涯学習司養成講座の実施にあたり、魅力

的かつ実践的なメニュー等を協議・選定することに

より、幅広い年代の地域人材の掘り起こしと、新た

な認定者による生涯学習の活性に繋げます。

実績（D） 41 28
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１－③－ア　学習支援者スキルアップ講座

事業概要

目標（P） 50 70 70 70 70

　（公財）文京アカデミーと協働して事業を行う「文京アカデミアサポーター」「文の京生涯学習司」「文の

京地域文化インタープリター」などの生涯学習支援者を対象としたスキルアップ講座を実施し、より多角的な

活動が行える技能等を学習する機会を提供します。

指標：受講者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　より生涯学習支援活動に欠かせなくなりつつある

パソコン講座など、支援者のニーズを踏まえた講座

や、支援者の企画運営する講座を実施し、効果的な

スキルアップに繋げました。

　活動に必要なスキルを学ぶほか、関心の高い事象

に関して情報共有を図ることで、充実した学習機会

を提供します。

R5

　情報モラルとインターネットの安全な使い方、傾

聴やコミニケーションスキル向上を目的とした講座

を実施し、ＩＣＴを使用した情報収集、知見の蓄積

の支援、幅広い企画提案力向上に繋げました。

　新たな主体との協働にも注力し、講座内容の充実

を図ることで、潜在的な企画提案希望者の掘り起こ

しや、モチベーションの向上を図ります。

実績（D） 46 48

イ　人材活用の仕組みの構築

１－③－イ　区民プロデュース講座

事業概要

目標（P） 202 300 300 300 300

　区民の学習成果を活かし、地域に根差した生涯学習を推進するため、個人・ＮＰＯ等の団体が企画する講座

を公募して実施します。

指標：受講者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　文の京生涯学習司によるきめ細かい相談体制によ

り、地域の人材から広く提案され、特色ある講座の

開講に繋がりました。その一方で、コロナ禍から目

標・実績ともに影響を受ける結果となりました。

　相談体制を継続するとともに、新たな提案の創出

に向けて、周知を行う範囲とアプローチの手法につ

いて検討していきます。

R5

　生涯学習相談にて、事前相談や申込書の書き方レ

クチャーを継続したとともに、企画選定委員会にお

いては、社会のトレンドも意識した講座を選定しま

した。

　区や区民の持つポテンシャルを活かした講座や、

継続性のある学習活動の入口となる講座の実施とな

るよう、区民視点での講座選定や、多角的な視点か

らのコーディネートに取り組みます。

実績（D） 186 230
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１－③－イ　各種講座・展示会の企画への起用

事業概要

目標（P） 30 30 30 30 30

　文の京地域文化インタープリターや文の京生涯学習司等の活躍を支援し、区の文化事業に活かしていく事業

（企画展等）を展開していきます。

指標：生涯学習支援者企画講座開催数（件）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　アカデミア講座の選定のほか、イベント・公開講

座の開催等、生涯学習支援者の協力を得て、多様な

ニーズに対し区民目線から質の高い学習機会を提供

できました。

　生涯学習支援者との連携を密にした積極的な意見

交換により、活動の活性と講座の充実に向け、継続

的に支援していきます。

R5

　アカデミア講座の提案、特別公開講座の企画、受

託による実施など、幅広い領域のコーディネートに

より、区民と生涯学習を結びつける大きな要素とな

りました。

　各種人材養成講座を継続し、新たな認定者を確保

するとともに、区民の学びの促進につながるよう、

各団体の主体性を尊重しつつ、その専門的な知見を

活かした活動機会を提供していきます。

実績（D） 30 37

ウ　地域の資源を活かして学びを深める取組の推進

１－③－ウ　大学連携による各種事業

事業概要

目標（P） 1,231 1,300 1,400 1,500 1,500

　区民のニーズにあった生涯学習機会を提供するため、大学と連携した事業を展開します。

指標：受講者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　高度かつ専門的な学習機会提供のため、アカデミ

ア講座、学長講演会、資格取得キャリアアップ講座

等、人材、キャンパスを活用した講座を実施しまし

た。また、オンライン・オンデマンドにより実施も

しましたが、定員に満たなかったことが多かったた

め、継続的に内容や日時のほか、タイトルや導入文

にも工夫を重ねます。

　多くの方へ学習機会の提供が叶うよう、大学と連

携した広報や、担当者とのコミュニケーションに努

めます。

R5

　アカデミア講座、学長講演会、資格取得キャリア

アップ講座等を継続したほか、大学との意見交換や

情報の共有を通し、新たな講座メニューの提供に繋

がりました。

　大学の主体性を尊重しつつ、課題や認識の共有を

図るとともに、双方の長所を活かし、一層充実した

企画提案が叶う体制・環境の醸成に努めます。

実績（D） 974 1,059
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１－③－ウ　文京お届け講座

事業概要

目標（P） 18 19 19 20 20

　区民の自主的な学習活動を支援するとともに、区の職員が地域の団体の要望に応じて講師として職務に関す

る話をすることで、職員の意識改革と住民との協働関係の醸成を図ります。

指標：実施講座数（件）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　一年を通して18件の講座申込があり、計455名の

方が参加しました。これにより、区民の自主的な学

習活動を支援し、区の施策等に対する理解を深める

ことができました。

　新型コロナウイルス感染症の影響で、対面での講

座を控える団体も多く、いくつかの講座はZoomで

実施しました。引き続き、区民の要望を正確に捉

え、学習活動の支援を行います。

R5

　令和5年度は24件の講座申込があり、計693名の

方がお届け講座を受講しました。また、オリジナル

講座の申込が多かったことからも、区民の要望に応

えることができました。

　引き続き、区民要望に応えつつ、自主的な学習活

動を支援していくとともに、申込みの簡略化に向

け、申込方法の電子化に取り組んでいきます。

実績（D） 18 24

１－③－ウ　「文京学」講座

事業概要

目標（P） 120 120 120 120 120

　文京アカデミア講座、文京いきいきアカデミア講座の中で地域に関する講座を実施し 、文京区の歴史・文

化・自然を学び、地域文化を考えるための学習機会を提供します。

指標：受講者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　生涯学習支援者等の協力を得て、幅広い分野の人

材による、地域に関する講座を提供しました。引き

続き、講座内容の充実を図っていく必要がありま

す。

　地域に関する情報や人材の深掘りにより、新たな

切り口からの講座が実施できるよう、文の京生涯学

習司等との連携をより強めます。

R5

　前年度に引き続き、文京区の歴史や魅力など、文

の京に特化した講座を実施したほか、いきいきアカ

デミアにおいても区ゆかりの人物の紹介や区内博物

館等の見学を実施しました。

　アカデミア講座、いきいきアカデミア講座共に、

区政全般から生活に密着した区の施策に関する講座

の実施により、区民の生涯学習活動の振興と、区政

への理解が深まるよう努めます。

実績（D） 110 149
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第４章 スポーツ分野の点検・評価 

１．スポーツ分野の評価                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文京区アカデミー推進協議会委員（学識経験者） 

スポーツ分科会座長 青木 和浩 

基本方針①「だれもがスポーツを身近に感じる機会の拡充」 

区内のスポーツ施設や団体とも連携し、初心者向けスポーツ教室をはじめ数多く事業を実施され

ており、その内容も大変好評である。新規に行われた「Bunkyo Sports Park（BSP）」では、さまざまな

スポーツを体験できるイベントを実施し、スポーツを身近に感じる機会の拡充に積極的に取り組んでい

る点も高く評価できる。今後も実施種目が偏らないように幅広い種目の選定を心掛けていただきた

い。また、スポーツを身近に感じる機会として「見る」という視点を更に充実していくことが期待される。 

基本方針②「いつでも、どこでも、いつまでもスポーツに親しむことができる環境づくり」 

スポーツを親しむことができる環境づくりとして、ハード面とソフト面の両面からアプローチをしている。

特にプロスポーツとの協働、東京2020大会のレガシー継承事業、インクルーシブスポーツ推進事業

の補助、スポーツ指導者の講習をはじめ多様な取り組みを展開している点を高く評価できる。一方、

実施事業の多くが子ども向けという印象もあり、大人や一人でも気軽に参加できる機会を拡充できる

ような工夫が望まれる。スポーツを実施する環境づくりとして、近年の異常気象に伴う熱中症や運動

施設の事故などにも対応し、より一層の安全性の確保に努めていただきたい。 

基本方針③「スポーツの力を活用した地域づくり分野別目標」 

区内で様々なスポーツ事業を活用し、スポーツを通じた仲間づくりと地域づくりを目指している。親

子向けのスポーツ教室、愛の手帳保有者を対象としたスポーツ・レクリエーション活動をはじめ、区内

学生やスポーツボランティアなど、多様な人々の交流を促進している。さらに、東京2020大会におけ

るレガシーの継承事業など、区内のスポーツ資源を活用している点を高く評価したい。今後はこれら

の事業が単なるイベント行事に終わることなく、より多くの区民が参加できる環境づくりを目指していた

だきたい。地域のコミュニティを醸成するためには、区内の様々な団体が協働して、地域づくりをされ

ることを期待したい。 

分野の総評 

文京区は、プロスポーツをはじめ、様々なスポーツ団体、教育機関が存在し「する・見る・支えるス

ポーツ」の環境が整っている。ポストコロナとなり、スポーツ教室をはじめとしたスポーツにかかわる数

多くの事業が展開しており、素晴らしい取り組みが行われている点を高く評価したい。今後はこれまで

スポーツに関心の少ない区民にも目を向けてもらうよう「見る」というスポーツへの入口の部分の重要

性も踏まえ、より多くの区民がスポーツにかかわれることを目指していただきたい。現在のスポーツを

取り巻く環境は常に変化しており、多様性や安全性、スポーツ・イングレリティの配慮も重要である。ま

た、「支える」人々が、より活躍できるよう環境の整備を期待したい。東京2020レガシー事業の継承な

ど、他の区市町村にはない「文京区らしさ」を前面に出した事業を展開することを期待したい。 
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２．主要事業一覧 

分野別基本方針①だれもがスポーツを身近に感じる機会の拡充 アカデミー推進計画 総合戦略 

ア スポーツの楽しさを知る機会の創出 

25 初心者向けスポーツ教室 ○  

26 スポーツ交流ひろばの充実 ○  

27 Bunkyo Sports Park   

イ ユニバーサルスポーツの普及振興 

28 ニュースポーツ教室・大会 ○  

29 障害者スポーツ体験教室 ○ ○ 

30 Bunkyo Sports Park【再掲】   

ウ スポーツ観戦の場と機会の拡充 

31 地域のスポーツ団体等との連携による事業展開 ○  

エ スポーツボランティア等の活動支援 

32 スポーツボランティアの養成 ○ ○ 

分野別基本方針➁いつでも、どこでも、いつまでもスポーツに親しむことができ

る環境づくり 
アカデミー推進計画 総合戦略 

ア 気軽にスポーツを楽しめる環境の整備 

33 スポーツ交流ひろばの充実【再掲】 ○  

34 まるごと子育て応援未就学児童の遊び場開放事業 ○  

イ スポーツに関する情報の発信と相談体制の整備 

35 スポーツ交流ひろば通信の発行 ○  

36 スポーツボランティア情報の提供 ○  

ウ スポーツを楽しむ人を増やす事業の展開 

37 地域スポーツ団体の支援・育成 ○  

38 個人利用のためのスポーツ施設の開放と指導員によるアドバイス ○  

39 スポーツの日事業 ○  

エ スポーツ指導者等の育成と確保、技術の強化 

40 スポーツ指導者の育成 ○  

オ 心身の健康づくり 

41 小・中学生向けスポーツ教室  ○  

42 親子向けスポーツ教室 ○  

43 スポーツ交流ひろばの充実【再掲】 ○  

分野別基本方針③スポーツの力を活用した地域づくり アカデミー推進計画 総合戦略 

ア スポーツを通じた仲間づくりと地域づくり 

44 親子向けスポーツ教室【再掲】 ○  

45 スポ・レクひろば ○  

イ プロスポーツ団体等との連携・協働 

46 地域のスポーツ団体等との連携による事業展開【再掲】 ○  

47 Bunkyo Sports Park【再掲】   

ウ 東京2020大会におけるレガシーの継承と活用 

48 障害者スポーツ体験教室 ○ ○ 

49 Bunkyo Sports Park【再掲】   
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エ 人材・組織（町会・地域クラブ）との連携・協働 

50 地域スポーツ団体の支援・育成【再掲】 ○  

51 スポーツ指導者地域派遣 ○  

52 Bunkyo Sports Park【再掲】   

オ スポーツの魅力を体感する機会の充実 

53 初心者向けスポーツ教室【再掲】 ○  

54 小・中学生向けスポーツ教室【再掲】  ○  

※総合戦略の欄は、「文の京」総合戦略（令和２年度～令和５年度）に掲載されている事業。 
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３．分野別基本方針に対する事業を通じた達成状況 

（1）分野別基本方針① だれもがスポーツを身近に感じる機会の拡充 

指標 現状値 目標値 

スポーツ実施率【スポーツをする】 
54.9％ 

（令和元年度） 
60.0％ 

スポーツ観戦率【スポーツを見る】 

23.7％ 

（直接観戦） 

（令和元年度） 

30.0％ 

スポーツボランティアの参加率【スポーツを支える】 
10.7％ 

（令和元年度） 
20.0％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アカデミー推進協議会の意見】 

◎Bunkyo Sports Parkは親子で様々なスポーツを体験できて良かったが、大人にとってもやってみたい

競技があったので、大人向けの教室も開催したら良いのではないか。 

◎ボランティアの総数は減っているが、潜在的にやりたい人が参加しやすいメニューが提供できれば、多く

の人が参加するのではないか。 

◎まずは「見る」機会を増やすことが重要で、観戦機会の拡充である。次に「する」が重要でスポーツ以外

のイベントにあわせて体験機会を設けると有効であると思う。 

◎ｅスポーツは障害のある方も取り組むことができ、「する」につながる可能性もあるなど、取組を推進する

検討をすべきではないか。 

【分野別基本方針①だれもがスポーツを身近に感じる機会の拡充の状況】 

だれもがスポーツを身近に感じる機会の拡充では、スポーツの楽しさを知る機会の創出のため、初心

者向けスポーツ教室（令和５年度実績延べ401人）や区立小・中学校を活用したスポーツ交流ひろば事

業（令和５年度実績交流ひろば延べ24,589人、プール一般開放延べ331人）を実施しました。また、さま

ざまなスポーツを体験できるスポーツイベント「Bunkyo Sports Park（BSP）」を新たに開催しました。BSPで

は、メジャーなスポーツに加え、車いすバスケットボール等のパラスポーツ体験ブースの設置、スケートボ

ードやチアのパフォーマンス等を行い、延べ8,394人の参加がありました。 

ユニバーサルスポーツの普及振興を図るため、障害の有無や年齢等に関わらず、誰もが気軽に参加

できるボッチャ大会を開催するとともに、デフサッカー等の体験フェスティバル等を行い、認知度を高める

ことができました。 

区内に拠点をもつトヨタヴェルブリッツ、アルバルク東京との協働によりラグビーW杯及びバスケットボー

ルW杯のパブリックビューイング、読売巨人軍との協力によるホームゲーム観戦イベント等、令和５年度は

15件の連携事業を実施しました。 

これらの事業ではスポーツボランティアを活用し、スポーツを支える人材の養成を図っています。令和

５年度の参加者数は延べ82人と前年度に比べ減少しましたが、参加事業数は18件から23件に増加しま

した。今後、ボランティア研修会を実施し、さらに啓発に努めます。 

これらの取り組みにより、「する」「見る」「支える」スポーツの機会を提供することができました。今後、事

業周知をさらに図り、だれもがスポーツを身近に感じることができる機会を拡充していきます。 
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（２）分野別基本方針➁ いつでも、どこでも、いつまでもスポーツに親しむことができる環境づくり 

指標 現状値 目標値 

「スポーツ活動を支える環境を整備すること」への満足度 
36.3% 

（令和元年度） 
45.0% 

 

指標 現状値 目標値 
令和４年度 

実績値 

令和５年度 

実績値 

スポーツ指導者（スポーツ推進委員・ 

スポーツリーダー）派遣の実績件数 

120 件 

（令和元年度） 
135 件 85 件 84 件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アカデミー推進協議会の意見】 

◎はじめる段階では一人でも、多くのスポーツは一人でするものではなく、そこにコミュニティが生まれるこ

とで続けやすくなると思うので、一人で参加できるスポーツ交流ひろばは良い事業であり、地域のためにも

なる取組である。 

◎学生時代にやった団体スポーツの中には、大人になってやる機会が少ない競技もあるため、個人で参

加できる機会づくりに取り組んでほしい。 

◎スポーツボランティアは環境づくりのために重要だと思うが、持続可能性を踏まえるとそれだけに頼るの

は無理があり、一定の責任も伴うため、何かしらの対価を検討すべきと考える。 

【分野別基本方針➁ いつでも、どこでも、いつまでもスポーツに親しむことができる環境づくりの状況】 

いつでも、どこでも、いつまでもスポーツに親しむことができる環境づくりでは、スポーツを楽しむ人を増や

す事業の展開のため、インクルーシブスポーツ推進事業等を行う団体に対し、経費の一部補助を行いま

した。令和５年度は10団体からの申請があり、14事業で補助制度が活用され、地域スポーツ団体の支

援・育成を図りました。また、スポーツセンター、総合体育館、江戸川橋体育館において、卓球やバドミント

ン、バスケットボール、バレーボール等、様々な種目の一般開放を行っています。一般開放ではそれぞれ

指導員が配置されており、多くの区民にスポーツをする機会を提供することができました。（令和５年度実

績延べ21,683人） 

スポーツ指導者の育成と確保、技術の強化では、スポーツ推進委員、スポーツリーダー、スポーツ交

流ひろば指導員等のスポーツ指導者を対象に、上級救命講習やパラスポーツについての講習を実施

し、指導員の知識と技術向上を図っています。 

心身の健康づくりでは、読売巨人軍やトヨタアルバルク東京といった協定団体等との協働により、小・中

学生および親子を対象とした各種スポーツ教室を年間を通して開催し、多くの参加がありました。実施後

のアンケートでも参加者から高い評価をいただいています。 

今後、事業内容をさらに工夫する等、いつでも、どこでも、いつまでもスポーツに親しむことができる環境

づくりを展開していきます。 
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（３）分野別基本方針③ スポーツの力を活用した地域づくり 

指標 現状値 目標値 
令和４年度 

実績値 

令和５年度 

実績値 

スポーツ団体等との連携事

業数 

20 件 

（令和元年度） 
23 件 10 件 15 件 

関係団体（パラスポーツ団体

含む）との連携事業数 

5 件 

（令和元年度） 
７件 5 件 5 件 

 

指標 現状値 目標値 

事業参加者の満足度 - 80％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【分野別基本方針③ スポーツの力を活用した地域づくりの状況】 

スポーツの力を活用した地域づくりでは、スポーツを通じた仲間づくりと地域づくりとして、親子向けのス

ポーツ教室を開催するとともに、愛の手帳保有者を対象としたスポーツ・レクリエーション活動（スポ・レク

ひろば）や幼児・小学生を対象としたレクリエーション活動（この指とまれクラブ）を年間を通して実施しまし

た。令和５年度、スポ・レクひろばには延べ395人、この指とまれクラブには延べ486人が参加し、楽しみ

ながら体を動かし、仲間づくりとスポーツをする場を提供しました。これらの事業には、区内専門学校の学

生とスポーツボランティアが参加し、多様な人々の交流を促進することができました。 

東京2020大会におけるレガシーの継承と活用としては、引き続き、花の五大まつり等にボッチャブース

を設置し、多くの区民にパラスポーツを体験していただきました。また、東京2020大会で文京スポーツセ

ンターがハンドボール競技の公式練習会場として使用されたことから始まった、区内小・中学校での出前

授業を継続実施し、令和５年度、７校769人の児童・生徒が日本ハンドボール協会講師の指導のもと、ハ

ンドボールを体験しました。 

今後も、これらの取り組みを継続し、スポーツの力を活用した地域づくりを進めていきます。 

【アカデミー推進協議会の意見】 

◎部活動の地域移行については、区の競技団体だけで実現は難しく、競技によっては学校外のクラブに

所属しなければできないものもあるため、各種スポーツ団体と協力して大きな視野で取り組むことで、実現

可能性もあがるのではないか。 

◎地域づくりの面では、スポーツレクリエーションに参加するだけでなく、参加者の交流を図ることも大事で

ある。 

◎部活動の地域移行では、学校と区が連携することで代替が可能になると思う。また、より地域で子ども

を育てる形へと変化していくことから、その指導やイベントを運営する側に運動能力の高い人が多くなると

考えられるため、機会を捉えてコミュニケーション能力の大切さを理解する取組が必要がある。 



２.スポーツ（№25～49）

４．主要事業の成果に対する評価

（１）分野別基本方針①　だれもがスポーツを身近に感じる機会の拡充
ア　スポーツの楽しさを知る機会の創出

２－①－ア　初心者向けスポーツ教室

事業概要

　区民の健康の維持・増進及びスポーツを続けるきっかけづくりの機会として、区民が気軽にスポーツを体験

できる各種初心者向けスポーツ教室を開催します。

指標：参加者数（人）

実績（D） 371 401

目標（P） 371 380 390 400 408

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　個人で簡単に始めることができないスポーツにつ

いて、初心者でも気軽に体験できる機会を作ること

ができました。

種目：アーチェリー、合気道、弓道

　初心者向けスポーツ教室を受講した後も、引き続

きスポーツを継続できるよう、実施団体等と継続方

法等について協議します。

R5

　初めての競技に挑戦するきっかけづくりとし

て、一人では中々始めることができない３種目

について初心者向け教室を実施し、たくさんの

方のお申込み、ご参加をいただくことができま

した。

種目：アーチェリー、合気道、弓道

　始めたスポーツを定着させる取り組みの展開、新

しいスポーツを始める機会の提供に引き続き取り組

んでまいります。

38



２－①－ア　スポーツ交流ひろばの充実

事業概要

実績（D） 23,878 24,920

目標（P） 23,878 24,474 25,070 25,666 26,265

　区立小・中学校の体育館や校庭を活用し、地域の指導員の指導のもと曜日や種目を設定し、区民の身近なス

ポーツ活動の場として開放します。

指標：参加者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

２－①－ア　Bunkyo Sports Park

事業概要

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　区立小・中学校18校にて実施しました。参加者数

については、徐々にですが、コロナ禍前の水準に戻

りつつあります。

　スポーツ交流ひろばに加えて、コロナ禍で中止と

していたプール一般開放の再開について、関係機関

と検討していきます。

R5

　スポーツ交流ひろばは、区立小・中学校18校で実

施しました。延べ参加者数は、徐々に増えてきてい

ます。

　プール一般開放は、４年振りの再開となり、区立

中学校１校で４日間実施しました。特に土日に利用

者が多く、混雑回避のため、入場制限を行いまし

た。

　スポーツ交流ひろばの競技によっては、参加者数

が減少しているところもあり、参加者増に向けた広

報活動等が必要と考えます。

　プール一般開放については、実施校数、実施日数

の増に向けて運営方法の検討が必要です。

実績（D） 8,394

目標（P） 8,674 8,954 9,233

　メジャーなスポーツに加えパラスポーツやアーバンスポーツなどの様々なスポーツや運動を体験できる場の

提供として、区民のスポーツ振興を図るとともに、多様性への理解を促進することを目的に、各種スポーツ体

験ブース、ステージイベントを実施します。

指標：参加者延べ人数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R5

　地域のスポーツ団体や大学等と協力してブース運

営やステージイベントを行い、新規事業でありなが

ら、延べ8,000人以上の来場がありました。事前申

込不要、対象者を「どなたでも」とすることで、よ

りインクルーシブ要素のあるイベントにすることが

できました。

　誰もが安心してスポーツに触れることができる要

素を取り入れ、スポーツ分野におけるSDGs及びイ

ンクルーシブ概念を普及するほか、デジタル技術を

活用した競技体験等によるスポーツ分野でのDXの

推進等を図っていきます。
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イ　ユニバーサルスポーツの普及振興

２－①－イ　ニュースポーツ教室・大会

事業概要

　障害の有無や年齢に関わらず一緒に楽しむことができるドッヂビーやボッチャ等の各種ニュースポーツ教室

や大会を実施します。

指標：参加者数（人）

実績（D） 243 227

目標（P） 243 249 255 261 267

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　コロナ禍でも、スポーツ推進委員を中心に区内大

学・専門学校の生徒やスポーツボランティアといっ

た地域の資源と協力し、感染拡大防止対策を講じた

上で、規模を縮小しながら実施しました。

　パラスポーツのボッチャを一つのきっかけとし

て、可能性があれば他にも新たな種目による教室事

業等を実施し、区民に広くニュースポーツに触れる

機会を提供していきます。

R5

　スポーツ推進委員を中心に区内大学・専門学校の

生徒やスポーツボランティアといった地域の資源と

協力し、コロナ禍以前の規模で実施しました。当初

の参加者は目標値を超えていましたが、当日の参加

率が低い結果となりました。

　ボッチャ以外の種目についても検討し、令和6年

度中に、区民に広くニュースポーツに触れる機会を

提供していきます。
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２－①－イ　障害者スポーツ体験教室

事業概要

実績（D） 1,069 2,332

目標（P） 1,069 1,100 1,120 1,150 1,175

　障害のある方が気軽にスポーツ活動に参加できる機会とし、様々な障害者スポーツの種目を体験できる教室

を開催します。

指標：参加者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

２－①－イ　Bunkyo Sports Park【再掲】

事業概要

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　東京2020大会の終了後も、ボッチャやブラインド

サッカー等パラスポーツを知る教室事業や体験会を

行い、広く区民に参加いただきました。

　また、障害のある方でも気軽に参加できるよう内

容を工夫した上で、区民誰もが安心して一緒に参加

できるイベントを実施しました。

　まつり等の場で継続的にパラスポーツに触れ、楽

しいと思える機会を区民に提供することにより、パ

ラスポーツの認知度を高めます。

　年齢、性別、体力、障害の有無に左右されること

なく、誰でも参加できるインクルーシブ要素を取り

入れたスポーツ事業を、今後展開します。

R5

　ユニバーサルスポーツフェスタや、花の五大まつ

りでのボッチャ体験ブースの設置等により、より多

くのパラスポーツを体験できる機会を提供し、パラ

スポーツの認知度を高めることができました。

　障害のある方でも安心して応募・参加してもらえ

るよう、手話通訳者などの協力を得て分かりやすい

運営方法を工夫します。

　また、誰もが参加できる参加者目線でのインク

ルーシブスポーツ事業を実施します。

実績（D） 8,394

目標（P） 8,674 8,954 9,233

　メジャーなスポーツに加えパラスポーツやアーバンスポーツなどの様々なスポーツや運動を体験できる場の

提供として、区民のスポーツ振興を図るとともに、多様性への理解を促進することを目的に、各種スポーツ体

験ブース、ステージイベントを実施します。

指標：参加者延べ人数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R5

　地域のスポーツ団体や大学等と協力してブース運

営やステージイベントを行い、新規事業でありなが

ら、延べ8,000人以上の来場がありました。事前申

込不要、対象者を「どなたでも」とすることで、よ

りインクルーシブ要素のあるイベントにすることが

できました。

　誰もが安心してスポーツに触れることができる要

素を取り入れ、スポーツ分野におけるSDGs及びイ

ンクルーシブ概念を普及するほか、デジタル技術を

活用した競技体験等によるスポーツ分野でのDXの

推進等を図っていきます。
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ウ　スポーツ観戦の場と機会の拡充

２－①ーウ　地域のスポーツ団体等との連携による事業展開

事業概要

　区内に拠点をもつスポーツ団体等との協力・連携により、スポーツ体験教室や大会等を実施します。

指標：連携事業数（件）

実績（D） 10 15

目標（P） 10 15 18 21 23

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　サッカーW杯ではJFAと共同でパブリックビュー

イングを主催し、区一丸となって大会を盛り上げま

した。その他、読売巨人軍やアルバルク東京、東京

ユナイテッドFCといった関係団体との協働事業も実

施し、多くの区民が参加しました。

　関係団体との協働を広く発信し、連携を強化しな

がら事業を実施し、区民にとって魅力的で参加しや

すいスポーツ事業を計画・実施していきます。

R5

　ラグビーW杯及びFIBAW杯ではトヨタヴェルブ

リッツやアルバルク東京との協力・連携によりパブ

リックビューイングを主催し、区一丸となって大会

を盛り上げました。その他、読売巨人軍や東京ユナ

イテッドFCといった関係団体との協働事業も実施

し、多くの区民が参加しました。

　関係団体と連携を強化しながら事業を実施し、事

業の発信力を高め、より多くの区民に参加してもら

えるスポーツ事業を計画・実施していきます。
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エ　スポーツボランティア等の活動支援

２－①－エ　スポーツボランティアの養成

事業概要

実績（D） 18 23

目標（P） 18 18 19 19 20

　地域の生涯スポーツ・レクリエーションの振興を推進するため、「支えるスポーツ」の担い手として、ス

ポーツボランティアを登録・養成・派遣します。

指標：派遣実績数（単位）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　スポーツボランティアの登録者数が増え、活動回

数も前年度の倍になりました。健常者も障害者も一

緒に活動できる機会も増やすことができました。

　特別な能力が必要なく誰もができるのがスポーツ

ボランティアであり、養成するには多様なボラン

ティアととも従事、交流するOJTが一番です。その

ため、1回当たりの従事者の受け入れ数増加を図り

ます。

R5

　健常者も障害者も一緒に活動できる機会を増やす

ことができました。ただし、活動回数は増えました

が、応募するボランティアに偏りがありました。

　再度、ボランティア登録者数を増やし、受け入れ

数も増やすために、周知を図ります。
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（２）分野別基本方針②　いつでも、どこでも、いつまでもスポーツに親しむことができる環境
づくり
ア　気軽にスポーツを楽しめる環境の整備

２－②－ア　スポーツ交流ひろばの充実【再掲】

事業概要

実績（D） 23,878 24,920

目標（P） 23,878 24,474 25,070 25,666 26,265

　区立小・中学校の体育館や校庭を活用し、地域の指導員の指導のもと曜日や種目を設定し、区民の身近なス

ポーツ活動の場として開放します。

指標：参加者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　区立小・中学校18校にて実施しました。参加者数

については、徐々にですが、コロナ禍前の水準に戻

りつつあります。

　スポーツ交流ひろばに加えて、コロナ禍で中止と

していたプール一般開放の再開について、関係機関

と検討していきます。

R5

　スポーツ交流ひろばは、区立小・中学校18校で実

施しました。延べ参加者数は、徐々に増えてきてい

ます。

　プール一般開放は、４年振りの再開となり、区立

中学校１校で４日間実施しました。特に土日に利用

者が多く、混雑回避のため、入場制限を行いまし

た。

　スポーツ交流ひろばの競技によっては、参加者数

が減少しているところもあり、参加者増に向けた広

報活動等が必要と考えます。

　プール一般開放については、実施校数、実施日数

の増に向けて運営方法の検討が必要です。
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２－②－ア　まるごと子育て応援未就学児童の遊び場開放事業

事業概要

実績（D） 4,561 4,340

目標（P） 4,561 4,675 4,789 4,903 5,017

　子どもが外で自由に遊ぶ場所が不足している現状をふまえ、屋外スポーツ施設（六義公園運動場及び後楽公

園少年野球場）を活用し、未就学児童を対象に外遊びの機会を提供します。（あおぞらすくすく広場、親子す

くすく教室、園児すくすくプログラム）

指標：参加者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

イ　スポーツに関する情報の発信と相談体制の整備

２－②ーイ　スポーツ交流ひろば通信の発行

事業概要

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　屋外スポーツ施設について、空きの多い時間帯を

有効活用しながら、未就学児童の外遊びの機会を提

供することができました。

　引き続き、自由に遊ぶ場所が不足している未就学

児童を対象に外遊びの機会を提供していきます。

R5

　屋外スポーツ施設（後楽公園少年野球場、六義公

園運動場）において、未就学児童へ外遊びの機会の

提供、親子向けスポーツ教室を実施しました。

　引き続き、未就学児童に対する外遊びの機会の提

供を行ってまいります。

実績（D） 12 12

目標（P） 12 12 12 12 12

　スポーツ交流ひろばの指導者に向けて、スポーツ振興に関する情報等を発信します。

指標：通信の発行回数（回）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　「スポーツ交流ひろば通信」を通じて、必要な情

報等を区、区立小中学校及び連絡指導員が共有する

ことで、円滑な事業運営ができました。

　引き続き、地域スポーツを普及・振興するため、

地域スポーツ情報を提供していきます。

R5

　「スポーツ交流ひろば通信」を通じて、必要な情

報等を区、区立小中学校及び連絡指導員が共有する

ことで、円滑な事業運営ができました。

　引き続き、地域スポーツを普及・振興するため、

地域スポーツ情報を提供していきます。
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２－②ーイ　スポーツボランティア情報の提供

事業概要

実績（D） 18 23

目標（P） 18 18 19 19 20

　スポーツボランティア参加イベントの募集や活動状況の報告、参加者の声等、スポーツボランティアに関す

る情報を広く発信します。

指標：スポーツボランティア協力事業件数（件）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

ウ　スポーツを楽しむ人を増やす事業の展開

２－②－ウ　地域スポーツ団体の支援・育成

事業概要

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　ホームページ等の発信にとどまらず、各種イベン

ト等でスポーツボランティアの情報を発信しまし

た。区主催の各種事業に、ボランティアとして多く

の方に参加していただくことができました。

　定量的な評価のみならず、ボランティア従事内容

を充実させたり、障害のある人も一緒に活動できる

機会を増やすなど、定性的な指標も取り組んでいき

ます。

R5

　区主催の各種事業に令和４年度よりも多くの方に

参加していただくことができました。

　ボランティア従事内容は充実していますが、応募

者が偏り減少傾向がありますので、情報発信方法を

工夫し、登録者数を増やしていきます。

実績（D） 11 10

目標（P） 11 20 20 20 20

　地域・生涯スポーツの普及・発展のため、各種区民大会や教室事業等の開催を委託し、自主的なスポーツ活

動を行う団体を育成します。

指標：インクルーシブ推進事業補助金申請件数（件）※令和4年度のみ「REスタート補助金」

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　REスタート補助金の申請件数が11件ありまし

た。各スポーツ事業の再興へ貢献しました。

　補助金の趣旨や申請方法等、周知活動に力を入れ

目標以上の申請となるよう取り組みます。

R5

　インクルーシブスポーツ推進事業等補助金につい

て、10団体からの申請があり、14事業で制度が活用

されました。年齢、性別、障害の有無を問わず誰も

が参加できるインクルーシブ要素を含んだ事業を増

やすきっかけづくりとなりました。

　多くの団体が補助制度を活用できるよう、制度の

趣旨や申請方法等、周知活動に力を入れます。
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２－②－ウ　個人利用のためのスポーツ施設の開放と指導員によるアドバイス

事業概要

実績（D） 22,994 21,683

目標（P） 22,994 23,568 24,142 24,716 25,293

　卓球、バドミントン、バスケットボール、バレーボール、ビーチボール、合気道、弓道、アーチェリー、柔

道、剣道、ミニテニスなどの種目について、指導員を配置し、個人向けにスポーツ施設を開放します。

指標：３体育館の一般開放参加者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

２－②－ウ　スポーツの日事業

事業概要

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　スポーツセンター、総合体育館及び江戸川橋体育

館で実施し、多くの区民等にスポーツする機会の場

を提供することができました。

　指導員を配置するとともに、地域の身近なスポー

ツ施設として、多くの区民に利用してもらえる機会

を創出していきます。

R5

　スポーツセンター、総合体育館及び江戸川橋体育

館で様々な競技の一般公開を実施し、多くの区民の

方にスポーツする機会を提供することができまし

た。

　地域の身近なスポーツ施設として、よりたくさん

の区民の方にスポーツをする機会を創出していきま

す。

実績（D） 4,212 2,952

目標（P） 4,212 4,317 4,422 4,527 4,633

　子どもから高齢者まで幅広い年齢層の区民が、スポーツの楽しさを知り自らの健康の維持・増進を図るきっ

かけをつくるため、スポーツの日事業を開催します。

指標：事業の合計延べ参加者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

実施日：令和４年10月10日（木・祝）９時～17時

会場：区内スポーツ施設（８か所）

令和４年度は雨天の影響もあり、参加者数に影響が

出ました。

　より多くの区民に、スポーツを身近に感じたり楽

しさを知ってもらうための機会を創出していきま

す。

R5

実施日：令和５年10月9日（月・祝）午前9時から午

後5時まで

会場：区内スポーツ施設等（８箇所）

令和５年度も雨天のため、屋外の事業が中止となっ

た影響が大きく、想定していた参加者を大きく下回

る結果となりました。

　令和５年度までは、区立スポーツ施設等の指定管

理者による「スポーツの日事業」として実施してき

ましたが、令和６年度以降は、「Bunkyo Sports

Park」を実施します。
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エ　スポーツ指導者等の育成と確保、技術の強化

２－②－エ　スポーツ指導者の育成

事業概要

実績（D） 62 60

目標（P） 62 64 66 68 69

　スポーツ指導者の資質向上を図るため、スポーツ推進委員、スポーツリーダー、スポーツ交流ひろばの指導

員等を対象に各種研修会を実施します。

指標：各種指導者講習会、実技研修等参加者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　スポーツ推進委員の自主性も尊重しながら普通救

命講習、ボッチャ研修、筑波大学山田教授を招いた

講演会等、各種研修を実施し、スポーツ推進委員、

スポーツ交流ひろばの指導員等の指導・育成スキル

の向上に寄与することができました。

　任期の途中から委嘱されるスポーツ推進委員もい

るため、すぐに周りの委員と同様な活動ができるよ

う研修等の充実を図る必要があります。

R5

　スポーツ推進委員が企画に携わり、上級救命講習

やパラスポーツに関する講習会を実施しました。参

加したボランティアやスポーツ交流ひろばの指導員

等の知識や障害者理解を深めることに繋がりまし

た。

　指導者講習会についての周知に力を入れ、参加者

の増加を目指します。また、スポーツ推進委員、ボ

ランティア、スポーツ交流ひろば指導員等の交流を

図っていきます。
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オ　心身の健康づくり

２－②－オ　小・中学生向けスポーツ教室

事業概要

実績（D） 158 117

目標（P） 158 162 166 170 174

　子どもたちの心身の健全な育成とジュニアスポーツの振興を図るため、ローラースポーツ等をはじめとした

各種スポーツ教室を開催します。

指標：参加者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

２－②－オ　親子向けスポーツ教室

事業概要

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　文京区ローラースポーツ連盟、文京区少年サッ

カー連盟・JFAと協働でジュニア向けスポーツ教室

を実施しました。初心者も楽しめる教室とし、ス

ポーツをはじめるきっかけづくりとなりました。

　協働団体と連携・相談を密にし、その他競技のス

ポーツ教室が実施できないか検討します。

R5

　令和4年度同様、募集人数を上回る応募がありま

したが、事業近くになり体調不良等でのキャンセル

により参加者が減少しました。初心者にも楽しむこ

とができ、満足度の高い教室となりました。

　ジュニアローラースポーツ教室は、1日の教室を2

回開催することにより定員を増やし、より多くの

ニーズに応えられるようにします。また、事前キャ

ンセルの対応としては、繰り上げ当選等を検討しま

す。

実績（D） 522 715

目標（P） 522 535 548 561 575

　親子や参加者同士のスポーツ活動を通じ、次代を担う子どもたちを健全に育成するとともに、スポーツに親

しみをもつきっかけづくりの機会とするため、親子スポーツ教室を開催する。

指標：参加者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　ジャイアンツアカデミーやトヨタヴェルブリッツ

等、計６の協働団体と親子教室を実施し、参加者ア

ンケートでは9割以上から肯定的な評価を得られま

した。

　新型コロナウイルス感染症に鑑み、参加者を制限

した事業もあり、落選者が多数となってしまいまし

た。多くの方が参加できるよう、事業を計画してい

ていきます。

R5

　ジャイアンツアカデミーやトヨタヴェルブリッツ

等、計６の協働団体と親子及び家族向け事業を実施

し、参加者アンケートでは9割以上から肯定的な評

価を得られました。

　コロナ禍前の規模で事業を実施し、多くの方に参

加していただきました。より多くの方が参加できる

よう企画、計画をしていきます。
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２－②－オ　スポーツ交流ひろばの充実【再掲】

事業概要

実績（D） 23,878 24,920

目標（P） 23,878 24,474 25,070 25,666 26,265

　区立小・中学校の体育館や校庭を活用し、地域の指導員の指導のもと曜日や種目を設定し、区民の身近なス

ポーツ活動の場として開放します。

指標：参加者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

（３）分野別基本方針③　スポーツの力を活用した地域づくり
ア　スポーツを通じた仲間づくりと地域づくり
２－③－ア　親子向けスポーツ教室【再掲】

事業概要

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　区立小・中学校18校にて実施しました。参加者数

については、徐々にですが、コロナ禍前の水準に戻

りつつあります。

　スポーツ交流ひろばに加えて、コロナ禍で中止と

していたプール一般開放の再開について、関係機関

と検討していきます。

R5

　スポーツ交流ひろばは、区立小・中学校18校で実

施しました。延べ参加者数は、徐々に増えてきてい

ます。

　プール一般開放は、４年振りの再開となり、区立

中学校１校で４日間実施しました。特に土日に利用

者が多く、混雑回避のため、入場制限を行いまし

た。

　スポーツ交流ひろばの競技によっては、参加者数

が減少しているところもあり、参加者増に向けた広

報活動等が必要と考えます。

　プール一般開放については、実施校数、実施日数

の増に向けて運営方法の検討が必要です。

実績（D） 522 715

目標（P） 522 535 548 561 575

　親子や参加者同士のスポーツ活動を通じ、次代を担う子どもたちを健全に育成するとともに、スポーツに親

しみをもつきっかけづくりの機会とするため、親子スポーツ教室を開催する。

指標：参加者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　ジャイアンツアカデミーやトヨタヴェルブリッツ

等、計６の協働団体と親子教室を実施し、参加者ア

ンケートでは9割以上から肯定的な評価を得られま

した。

　新型コロナウイルス感染症に鑑み、参加者を制限

した事業もあり、落選者が多数となってしまいまし

た。多くの方が参加できるよう、事業を計画してい

きます。

R5

　ジャイアンツアカデミーやトヨタヴェルブリッツ

等、計６の協働団体と親子及び家族向け事業を実施

し、参加者アンケートでは9割以上から肯定的な評

価を得られました。

　コロナ禍前の規模で事業を実施し、多くの方に参

加していただきました。より多くの方が参加できる

よう企画、計画をしていきます。
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２－③－ア　スポ・レクひろば

事業概要

実績（D） 245 395

目標（P） 245 251 257 263 270

　知的障害のある方を主な対象に各種スポーツ・レクリエーション活動を行い、楽しみながら体を動かすこと

を通じて、仲間づくりの機会とスポーツへのきっかけづくりの場を提供します。

指標：参加者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　令和3年度は4回の開催であったが、令和4年度は

一度も中止することがなく全12回実施できました。

また、リゾート＆スポーツ専門学校の学生がボラン

ティアとして運営に加わり、参加者と交流を深めま

した。

　令和4年度は4区合同レクリエーションがリモート

形式での交流でとどまりました。今後は対面での交

流を図り、参加者が様々な人と交流できる機会を設

けていきます。

R5

　スタッフやボランティアの学生及び他区の参加者

との交流により、参加者の積極的な社会参画に繋げ

ることができました。また、ボランティアの学生の

知見が広がることで、障害者スポーツを支える人材

育成に寄与することができました。

　対象者の拡大を図るとともに、令和4年度から継

続での参加者については、安心して参加してもらえ

るよう、環境の変化を十分に考慮した運営を心がけ

ます。
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イ　プロスポーツ団体等との連携・協働

２－③－イ　地域のスポーツ団体等との連携による事業展開【再掲】

事業概要

実績（D） 10 15

目標（P） 10 15 18 21 23

　区内に拠点をもつスポーツ団体等との協力・連携により、スポーツ体験教室や大会等を実施します。

指標：連携事業数（件）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

２－③－イ　Bunkyo Sports Park【再掲】

事業概要

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　サッカーW杯ではJFAと共同でパブリックビュー

イングを主催し、区一丸となって大会を盛り上げま

した。その他、読売巨人軍やアルバルク東京、東京

ユナイテッドFCといった関係団体との協働事業も実

施し、多くの区民が参加しました。

　関係団体との協働を広く発信し、連携を強化しな

がら事業を実施し、区民にとって魅力的で参加しや

すいスポーツ事業を計画・実施していきます。

R5

　ラグビーW杯及びFIBAW杯ではトヨタヴェルブ

リッツやアルバルク東京との協力・連携によりパブ

リックビューイングを主催し、区一丸となって大会

を盛り上げました。その他、読売巨人軍や東京ユナ

イテッドFCといった関係団体との協働事業も実施

し、多くの区民が参加しました。

　関係団体と連携を強化しながら事業を実施し、事

業の発信力を高め、より多くの区民に参加してもら

えるスポーツ事業を計画・実施していきます。

実績（D） 8,394

目標（P） 8,674 8,954 9,233

　メジャーなスポーツに加えパラスポーツやアーバンスポーツなどの様々なスポーツや運動を体験できる場の

提供として、区民のスポーツ振興を図るとともに、多様性への理解を促進することを目的に、各種スポーツ体

験ブース、ステージイベントを実施します。

指標：参加者延べ人数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R5

　地域のスポーツ団体や大学等と協力してブース運

営やステージイベントを行い、新規事業でありなが

ら、延べ8,000人以上の来場がありました。事前申

込不要、対象者を「どなたでも」とすることで、よ

りインクルーシブ要素のあるイベントにすることが

できました。

　誰もが安心してスポーツに触れることができる要

素を取り入れ、スポーツ分野におけるSDGs及びイ

ンクルーシブ概念を普及するほか、デジタル技術を

活用した競技体験等によるスポーツ分野でのDXの

推進等を図っていきます。
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ウ　東京2020大会におけるレガシーの継承と活用

２－③－ウ　障害者スポーツ体験教室

事業概要

　障害のある方が気軽にスポーツ活動に参加できる機会とし、様々な障害者スポーツの種目を体験できる教室

を開催します。

指標：参加者数（人）

実績（D） 1,069 2,332

目標（P） 1,069 1,100 1,120 1,150 1,175

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

２－③－ウ　Bunkyo Sports Park【再掲】

事業概要

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　東京2020大会の終了後も、ボッチャやブラインド

サッカー等パラスポーツを知る教室事業や体験会を

行い、多くの区民に参加いただきました。

　また、障害のある方でも気軽に参加できるよう内

容を工夫した上で、区民誰もが安心して一緒に参加

できるイベントを実施しました。

　まつり等の場で継続的にパラスポーツに触れ、楽

しいと思える機会を区民に提供することにより、パ

ラスポーツの認知度を高めます。

　年齢、性別、体力、障害の有無に左右されること

なく、誰でも参加できるインクルーシブ要素を取り

入れたスポーツ 事業を、今後展開します。

R5

　ユニバーサルスポーツフェスタや、花の五大まつ

りでのボッチャ体験ブースの設置等により、より多

くのパラスポーツを体験できる機会を提供し、パラ

スポーツの認知度を高めることができました。

　障害のある方でも安心して応募・参加してもらえ

るよう、手話通訳者などの協力を得て分かりやすい

運営方法を工夫します。

　また、誰もが参加できる参加者目線でのインク

ルーシブスポーツ事業を実施します。

実績（D） 8,394

目標（P） 8,674 8,954 9,233

　メジャーなスポーツに加えパラスポーツやアーバンスポーツなどの様々なスポーツや運動を体験できる場の

提供として、区民のスポーツ振興を図るとともに、多様性への理解を促進することを目的に、各種スポーツ体

験ブース、ステージイベントを実施します。

指標：参加者延べ人数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R5

　地域のスポーツ団体や大学等と協力してブース運

営やステージイベントを行い、新規事業でありなが

ら、延べ8,000人以上の来場がありました。事前申

込不要、対象者を「どなたでも」とすることで、よ

りインクルーシブ要素のあるイベントにすることが

できました。

　誰もが安心してスポーツに触れることができる要

素を取り入れ、スポーツ分野におけるSDGs及びイ

ンクルーシブ概念を普及するほか、デジタル技術を

活用した競技体験等によるスポーツ分野でのDXの

推進等を図っていきます。
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エ　人材・組織（町会・地域クラブ）との連携・協働

２－③－エ　地域スポーツ団体の支援・育成【再掲】

事業概要

　地域・生涯スポーツの普及・発展のため、各種区民大会や教室事業等の開催を委託し、自主的なスポーツ活

動を行う団体を育成します。

指標：インクルーシブ推進事業補助金申請件数（件）※令和4年度のみ「REスタート補助金」

実績（D） 11 10

目標（P） 11 20 20 20 20

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

２－③－エ　スポーツ指導者地域派遣

事業概要

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　REスタート補助金の申請件数が11件ありまし

た。各スポーツ事業の再建へ貢献しました。

　REスタート補助金の反省を踏まえて、周知活動に

力を入れ目標以上の申請となるよう取り組みます。

R5

　インクルーシブスポーツ推進事業等補助金につい

て、10団体からの申請があり、14事業で制度が活用

されました。年齢、性別、障害の有無を問わず誰も

が参加できるインクルーシブ要素を含んだ事業を増

やすきっかけづくりとなりました。

　多くの団体が補助制度を活用できるよう、制度の

趣旨や申請方法等、周知活動に力を入れます。

実績（D） 85 84

目標（P） 85 100 115 125 135

　区民の自主的なスポーツ・レクリエーション活動を促進するため、区内スポーツ団体やＰＴＡ等の地域に対

し、スポーツ指導者を派遣し、支援します。

指標：派遣者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　コロナウイルス感染症が終息しつつあり、地域の

クラブが活動を再開し始めました。それに伴い申請

件数が増加し、クラブ活動の補助を行いました。

　申請があった種目に偏りがあるため、その他の種

目の申請も増加するよう周知に取り組みます。

R5

　令和4年度よりスポーツ指導者の派遣人数は減少

していますが、派遣の件数は増加（令和4年度38

件、令和5年度52件）しており、多くの団体の利用

がありました。

　派遣人数については減少しているため、より多く

の団体利用があるよう周知に取り組みます。
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２－③－エ　Bunkyo Sports Park【再掲】

事業概要

実績（D） 8,394

目標（P） 8,674 8,954 9,233

　メジャーなスポーツに加えパラスポーツやアーバンスポーツなどの様々なスポーツや運動を体験できる場の

提供として、区民のスポーツ振興を図るとともに、多様性への理解を促進することを目的に、各種スポーツ体

験ブース、ステージイベントを実施します。

指標：参加者延べ人数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

オ　スポーツの魅力を体感する機会の充実

２－③－オ　初心者向けスポーツ教室【再掲】

事業概要

　区民の健康の維持・増進及びスポーツを続けるきっかけづくりの機会として、気軽にスポーツを体験できる

各種初心者向けスポーツ教室を開催します。

指標：参加者数（人）

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R5

　地域のスポーツ団体や大学等と協力してブース運

営やステージイベントを行い、新規事業でありなが

ら、延べ8,000人以上の来場がありました。事前申

込不要、対象者を「どなたでも」とすることで、よ

りインクルーシブ要素のあるイベントにすることが

できました。

　誰もが安心してスポーツに触れることができる要

素を取り入れ、スポーツ分野におけるSDGs及びイ

ンクルーシブ概念を普及するほか、デジタル技術を

活用した競技体験等によるスポーツ分野でのDXの

推進等を図っていきます。

実績（D） 371 401

目標（P） 371 380 390 400 408

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　個人で簡単に始めることができないスポーツにつ

いて、初心者でも気軽に体験できる機会を作ること

ができました。

種目：アーチェリー、合気道、弓道

　初心者向けスポーツ教室を受講した後も、引き続

きスポーツを継続できるよう、実施団体等と継続方

法等について協議します。

R5

　初めての競技に挑戦するきっかけづくりとして、

一人では中々始めることができない３種目について

初心者向け教室を実施し、たくさんの方のお申込

み、ご参加をいただくことができました。

種目：アーチェリー、合気道、弓道

　始めたスポーツを定着させる取り組みの展開、新

しいスポーツを始める機会の提供に引き続き取り組

んでまいります。
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２－③－オ　小・中学生向けスポーツ教室【再掲】

事業概要

実績（D） 158 117

目標（P） 158 162 166 170 174

　子どもたちの心身の健全な育成とジュニアスポーツの振興を図るため、水泳、ローラースポーツ等をはじめ

とした各種スポーツ教室を開催します。

指標：参加者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　文京区ローラースポーツ連盟、文京区少年サッ

カー連盟・JFAと協働でジュニア向けスポーツ教室

を実施しました。初心者も楽しめる教室とし、ス

ポーツをはじめるきっかけづくりとなりました。

　協働団体と連携・相談を密にし、その他競技のス

ポーツ教室が実施できないか検討します。

R5

　令和4年度同様、募集人数を上回る応募がありま

したが、事業近くになり体調不良等でのキャンセル

により参加者が減少しました。初心者にも楽しむこ

とができ、満足度の高い教室となりました。

　ジュニアローラースポーツ教室は、1日の教室を2

回開催することにより定員を増やし、より多くの

ニーズに応えられるようにします。また、事前キャ

ンセルの対応としては、繰り上げ当選等を検討しま

す。
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第５章 文化芸術分野の点検・評価 

１．文化芸術分野の評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文京区アカデミー推進協議会委員（学識経験者） 

文化芸術分科会座長 垣内 恵美子 

本稿では、文化芸術事業の分野別に評価及び課題について総括する。   

基本方針①だれもが、いつでも、どこでも文化芸術を鑑賞できる環境づくり【みる（鑑賞・観覧等）】

では、参加者数等未達の事業もあるものの、多様な内容、工夫を凝らした事業実施で、概ね良好な

実績を上げた。一方、障害者対応や多言語化等、既に取り組んでいる施策や事例についても言及し

たほうが良いとする意見、学校での出前コンサートの開催回数の増加や、コロナ禍で始まったデジタル

配信の継続、参加体験型事業の取り組み等の強化が望まれるといった意見が出された。 

基本方針②だれもが文化芸術活動を楽しむことができる機会の創出【する（活動・参加等）】につ

いては、概ね目標値を達成した。課題としては、芸術活動の経験値を上げること、発表の機会が少な

いことが取り上げられた。参加者の固定化、高齢化による参加者の減少という悪循環を断ち切るため

には、新規参加者の勧誘方法を検討する必要がある。その際、新規性のある文化芸術分野も取り入

れる等、これまで興味のなかった層の関心を掘り起こし、参加につなげるという視点が重要であるとの

意見もあった。 

基本方針③文化芸術を支える人材の育成支援の充実【ささえる（普及・継承・指導等）】でも、概

ね目標値を達成し、参加者、関係者の満足度も高い。将来を担う人材及び鑑賞者の育成の重要性

については異論ないものの、実践については、成果とあわせて課題も見えた。０歳からの参加は今後

重要性が増すと思われ、実際に成果が実感されているが、部活動の地域移行については、文化施

設及び芸術団体との連携の必要性が指摘された。区では、教育委員会のプロジェクトチームにアカデ

ミー推進部も委員として参加し、多様な関係機関と議論を進めているとの報告があった。人材育成に

は一定の資金投下の必要があり、区としても必要な事業について引き続き予算確保に努めるとのこと

だが、各団体の協力により新規事業の予算計上が可能になった前例もあり、関係者との緊密な連携

が求められる。 

基本方針④地域の資源を活かしたまちづくりの推進では、コロナ５類移行後でもあり、ほぼすべての

事業で目標を上回る成果がみられた。区内の豊富な地域資源と多様な文化団体の連携・協力の重

要性はいうまでもないが、金沢市や盛岡市等他市との連携事業も進めてほしいとの意見があった。 

以上、令和5年度は、多彩で工夫を凝らした多くの事業が実施され、概ね良好な成果を上げたと評

価できる。その上で、方法論に関しては、前年に引き続き、目標値の設定の在り方、特に定性的な部

分の評価をどう行うかについて工夫を望む声があった。また、アカデミー推進計画には他部局の事業

も含まれており、これらの点検評価の在り方について、今後検討が必要かもしれない。 

また、コロナ禍の影響の一つとして、経済格差や意識の大きな変化がみられる今日、特に子どもの

体験格差にならないような取り組みも極めて重要であり、過去の成功事例（例えば昨年度実施の文の

京ミュージアムネットワーク入館料助成キャンペーン等）の検証とこれらを踏まえた新規事業も望まれ

る。 
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２．主要事業一覧 

分野別基本方針①だれもが、いつでも、どこでも文化芸術を鑑賞できる環境づく

り【みる（鑑賞・観覧等）】  
アカデミー推進計画 総合戦略 

ア だれもが文化芸術を身近に鑑賞できる機会の充実 

55 文化・芸術に親しむ発表会、大会等の実施 ○ ○ 

56 事業提携楽団によるコンサート 〇 ○ 

イ 多様な手法による文化芸術の鑑賞機会の提供 

57 小・中学生のための出前コンサート 〇 ○ 

58 文の京コミュニティコンサート 〇 ○ 

59 朗読コンテスト ○ ○ 

60 シビックコンサート ○ ○ 

61 夜能動画配信事業 ○ ○ 

ウ 活動につながる契機としての鑑賞機会の提供 

62 文化・芸術に親しむ発表会、大会等の実施【再掲】 〇 ○ 

分野別基本方針➁だれもが文化芸術活動を楽しむことができる機会の創出【す

る（活動・参加等）】  
アカデミー推進計画 総合戦略 

ア 文化芸術活動を楽しむことのできる機会の充実 

63 かるたの街文京を発信！【再掲】 ○ ○ 

64 記念日イベント ○  

65 朗読コンテスト【再掲】 ○ ○ 

イ 市民団体等の活動に対する支援の充実 

66 社会教育関係団体登録制度による活動支援【再掲】 〇  

ウ 文化芸術活動の場の提供 

67 舞台芸術創造事業（大ホール） 〇 ○ 

68 舞台芸術創造事業（小ホール） ○ ○ 

分野別基本方針③文化芸術を支える人材の育成支援の充実【ささえる（普及・

継承・指導等）】 
アカデミー推進計画 総合戦略 

ア 次代を担う層が文化芸術への関心をもつきっかけとなる機会の充実 

69 親子向けコンサート 〇 ○ 

70 観客参加型公演 〇  

71 かるたの街文京を発信！【再掲】 ○ ○ 

イ 文化芸術を支え、継承し、伝える担い手の育成 

72 子ども俳句大会 〇  

73 楽器演奏指導 ○  

74 文京ふるさと歴史館収蔵品展 ○ ○ 

75 文化・芸術に親しむ発表会、大会等の実施【再掲】 ○ ○ 

76 I don't know（能）…NO（能）problem!〜みんなで親しむ「能（Noh）プロジ

ェクト〜 

○ ○ 

ウ 多様な主体との連携・協力による文化資源の継承 

77 文化・芸術に親しむ発表会、大会等の実施【再掲】 〇 ○ 

78 かるたの街文京を発信！ ○ ○ 

79 吹奏楽アンサンブルコンテスト ○ ○ 
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分野別基本方針④地域の資源を活かしたまちづくりの推進 アカデミー推進計画 総合戦略 

ア 文化資源を活用した事業の推進 

80 「文の京文化発信プロジェクト」 ○  

イ 特色ある文化資源の魅力の確認や再発見とその発信 

81 文の京ミュージアムネットワーク ○ ○ 

82 文京ふるさと歴史館特別展 ○ ○ 

83 森鷗外記念館特別展・コレクション企画 ○  

84 文の京ゆかりの文化人顕彰事業 ○ ○ 

ウ 地域団体や他分野の団体等、多様な主体と連携したまちづくりの推進 

85 文京ふるさと歴史館友の会の支援 ○  

86 「文の京文化発信プロジェクト」【再掲】 ○  

※総合戦略の欄は、「文の京」総合戦略（令和２年度～令和５年度）に掲載されている事業。 
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３．分野別基本方針に対する事業を通じた達成状況 

（1）分野別基本方針① だれもが、いつでも、どこでも文化芸術を鑑賞できる環境づくり【みる（鑑

賞・観覧等）】  

指標 現状値 目標値 

１年間に文化芸術を鑑賞した人の割合 
81.2％ 

（令和元年度） 
83.0％ 

 

指標 現状値 目標値 
令和４年度 

実績値 

令和５年度 

実績値 

文化事業への参

加者・来場者数 

22,595 人 

（令和元年度） 
25,000 人 29,990 人 20,556 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【分野別基本方針①だれもが、いつでも、どこでも文化芸術を鑑賞できる環境づくり【みる（鑑賞・観覧

等）】の状況】 

だれもが文化芸術を身近に鑑賞できる機会の充実では、文化・芸術に親しむ発表会、大会等を開催し

ました。令和5年度の参加者数は目標としたコロナ禍前の８割に達しました。単年度事業の「全国藩校サ

ミット文京大会」では全国から藩校関係者や旧藩主が集まって講演やトークセッションを行い、企画展等

の各種記念事業とあわせて区民に江戸時代の文化や教育にふれる機会を提供し、多くの参加者があり

ました。また事業提携楽団によるコンサートでは、全ての公演を実施することができ、目標値に近い実績

を残すことができましたが、目標達成に向けさらなる積極的な事業周知が必要と考えます。 

多様な手法による文化芸術の鑑賞機会の提供では、小・中学生のための出前コンサートを開催し、プ

ロのアーティストによる生演奏に触れる機会を提供することができ、児童や生徒のほか、担当教諭からも

高い評価を得ました。文の京コミュニティコンサートでは、身近な施設でプロのアーティストの演奏を、気軽

に楽しむ機会を提供でき、特に関連事業の当日に近隣施設で行ったコンサートには多くの来場者がありま

した。また能動画配信事業では、人気声優による朗読も好評で、「夜能～語り部たちの夜～」及び作家・

クリエーターのいとうせいこう氏がナビゲーターを務める「能楽紀行」等の計４番組を提供し、774人の応

募がありました。全体の２割近く（136人）が40歳未満の申込者で、若年層の参加が目立ちました。ほか

に、「朗読コンテスト」は跡見学園女子大学との連携により平成24年度から年1回開催していますが、令

和5年度は友好交流都市協定締結から５周年を迎える盛岡市ゆかりの宮沢賢治の作品を課題に開催し

ました。出場者16人及び観覧者126人の参加があり、コンテストの様子は文京CATVで収録・放映されま

した。 

活動につながる契機としての鑑賞機会の提供では、文京区秋の文化祭、各種つどい・大会事業、企画

展等の展示や能楽及びかるた関連事業等を実施し、のべ20,556人が参加しました。前段でも述べたと

おり、令和５年度は参加者数をコロナ禍前の８割水準に戻す年次目標を、達成できました。 

これからも、性別、年齢、障害の有無や国籍等に関わらず、だれもが、いつでも、どこでも文化芸術を

鑑賞できる環境づくりを推進します。 
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（２）分野別基本方針➁ だれもが文化芸術活動を楽しむことができる機会の創出【する（活動・

参加等）】  

指標 現状値 目標値 

１年間に文化芸術活動をした人の割合 
32.4％ 

（令和元年度） 
40.0％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アカデミー推進協議会の意見】 

◎障害のある方への対応や多言語化など、取り組んでいる施策等についても記載すべきではないか。 

◎区ではいろいろな事業を実施しているが、子どもにとっては見るだけの事業よりも参加体験型の事業の

方が関心を持ちやすいので、そのような事業の実施により、積極的な参加を促せると思う。 

◎体験格差が能力格差へとつながらないよう、家庭の経済状況等に関わらず、子どもたちが平等に体験

できる機会を提供してほしい。 

◎指標だけで評価することは難しいが、多種多様なコンテンツを用意している点から、概ね良好な実績だ

と評価できる。 

【分野別基本方針➁ だれもが文化芸術活動を楽しむことができる機会の創出【する（活動・参加等）】の

状況】 

文化芸術を楽しむことのできる機会の充実では、「かるたの街文京を発信！」として文京区にゆかりの

ある小倉百人一首かるたの魅力を発信しました。トップ選手の対戦試合「名人vsクイーンドリームマッチ」

を開催して動画で生配信したほか、大学対抗戦「文の京アゼリア・カップ」を実施し14大学から16組の参

加がありました。ほかに、小中学校への講師派遣も実施しました。また、森鷗外記念館の「記念日イベン

ト」では、前年度の森鷗外没後100年記念事業開催により周知がなされたため、前年度同様に多くの来

館者が訪れました。 

市民団体等の活動に対する支援の充実では、社会教育関係団体登録制度による活動支援を行い、

関連施設への登録団体名簿の配架やホームページの更新により、最新情報を周知することで、区民に

対し活動への参加を促すことができました。また実績報告書の提出を依頼し、団体の活動内容を把握す

ることができました。引き続き、区民の自主的な活動促進を図ります。 

文化芸術活動の場の提供では、舞台芸術創造事業において優れた舞台芸術や芸能、文化を習得す

る機会を提供し、大ホールを利用した事業では歌劇「椿姫」の公演を行い、小ホールを利用した事業で

はワークショップの区内街歩きを通して、物語の題材を発掘し、それを基に作成した台本をスクラップブッ

ク形式でひとつにまとめ、参加者自身が演じる手法で公演を開催し、地域特性を盛り込んだストーリーで

好評を得ました。 

これらの取組により、だれもが気軽にそれぞれの興味や関心、求めるレベルに応じた、文化芸術活動を

行うことのできる環境づくりを推進していきます。 
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（３）分野別基本方針③ 文化芸術を支える人材の育成支援の充実【ささえる（普及・継承・指導

等）】 

指標 現状値 目標値 
令和４年度 

実績値 

令和５年度 

実績値 

若年層（20 歳未満）の文

化祭・各種つどい・大会へ

の出品及び出演者数 

- 

（令和元年度） 
200 人 228 人 219 人 

区文化事業への若年層

（20 歳未満）の参加者

数 

- 

（令和元年度） 
1,500 人 1,006 人 1,995 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【分野別基本方針③ 文化芸術を支える人材の育成支援の充実【ささえる（普及・継承・指導等）】の状

況】 

次代を担う層が文化芸術への関心をもつきっかけとなる機会の充実では、親子向けコンサートにおい

て、アンサンブルによる生の音楽を楽しんでもらうほか、楽器の面白さが伝わるプログラムで高評価を得ま

した。ほかにも、子どもたちの情操教育の一環として、オーケストラやオペラ歌手による生のクラシック音楽

に触れる機会を提供し、多くの親子連れが楽しみました。また観客参加型公演としては、事業提携を結

ぶ太鼓芸能集団鼓童の協力により、ワークショップや太鼓演奏体験を行うとともに、迫力ある太鼓演奏公

演を鑑賞しました。これら好評な事業の実施を引き続き計画していきます。 

文化芸術を支え、継承し、伝える担い手の育成では、文京ふるさと歴史館収蔵品展において、「天気」

という親しみやすいテーマをもとに館蔵資料を紹介し、子ども向けの説明書を作成するなどの工夫により、

入館者数が2,485人となりました。文京区の文化について多くの人が興味を持ち、活動に参加するきっか

けとなった成果が得られました。また、子どもを対象とした能楽関係事業の「I don't know（能）…NO（能）

problem!〜みんなで親しむ能（Noh）プロジェクト〜」では、前半は映像を用いたわかりやすい解説と舞台鑑

賞、後半は器楽・装束体験や舞台見学等のバックステージツアーと質疑応答を行い、参加者から好評を

得ました。このほか、楽器演奏指導では、シエナ・ウインド・オーケストラ団員による吹奏楽部員対象の演

奏指導を、全ての区立中学校において３回ずつ実施し、プロの指導が受けられる貴重な機会を提供し、

顧問教員や生徒から高い評価を得ました。 

多様な主体との連携・協力による文化資源の継承では、吹奏楽アンサンブルコンテストの中学生、高 

【アカデミー推進協議会の意見】 

◎大人になっても楽器を演奏している人は少ないため、再び演奏してもらえるよう取り組んでいるが、参加

を促すために重要なのはハードルを下げることだと思うので、区民オペラは参加しやすい良い企画である。 

◎参加者集めが難しいと思われがちな参加型の事業は、豊富なメニューを用意できているが、伝統文化

に限られているように見えるため、別の着眼点で新たな施策を取り入れると良いと思う。 

◎文化芸術分野は、発表の機会が少ないように感じる一方で、各種大会では参加者の固定化と高齢化

が進み、参加者集めに苦労しており、この状況を打破する取組を検討する必要がある。 
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（４）分野別基本方針④ 地域の資源を活かしたまちづくりの推進 

指標 現状値 目標値 

文京ふるさと歴史館と森鷗外記念館の区民認知度 - 70.0％ 

文京ふるさと歴史館と森鷗外記念館来館者の展示に 

関する満足度 

82.3％ 

（令和３年度） 
90.0％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アカデミー推進協議会の意見】 

◎文化芸術団体にとって、将来を担う人材の育成は重要であり、乳幼児期から参加できる事業は、興味

関心を持ってもらう契機として成果が出ているとの認識である。 

◎最近の部活動制限により、将来的に吹奏楽部がなくなることを懸念しており、専門家による指導は重要

と考えている。区における部活動の地域移行への対応とも絡むことだが、関係機関による最善の取組を

求めたい。 

◎親子での能体験は楽しかったが、当選倍率を知り、落選者への体験機会等の提供が大切であり必要

だと感じた。 

◎文化芸術における人材育成は、とても重要で一定の資金も要するため予算計上へと繋げ、人に対する

投資を継続して実施してほしい。 

【分野別基本方針④ 地域の資源を活かしたまちづくりの推進の状況】 

文化資源を活用した事業の推進では、文の京文化発信プロジェクトにおいて、盛岡市友好都市提携5

周年を記念して各種事業を実施しました。啄木学級ではロバート キャンベル氏を講師に迎え、270人の

参加がありました。また全国藩校サミット文京大会の記念事業として行われ、3,500人の集客があった「時

代まつり」の行列にミスさんさ踊りを派遣しました。「盛岡さんさ踊り体験ワークショップ」では２回のワークシ

ョップを開催し、希望者２２人が「都市交流フェスタ」の舞台で踊りを披露しました。また盛岡市主催「盛岡

文士劇」東京公演を共催しました。 

特色ある文化資源の魅力の確認や再発見とその発信では、文京ふるさと歴史館の特別展で、藩校サ

ミットにテーマを合わせて湯島聖堂に関する展示を行いました。文京区が学問のまちであるということを広

く知っていただくことができました。また、森鷗外記念館特別展・コレクション展においても、「鷗外の食」「千

駄木の鴎外と漱石」など、新たな切り口で鷗外を紹介し、多くの入館者が来館し、アンケートの満足度は

99％となりました。今後も文京区ならではの視点で地域の資源を紹介していきます。 

地域団体や他分野の団体等、多様な主体と連携したまちづくりの推進では、文京ふるさと歴史館友の

会と相互に協力を行いました。区の事業（史跡めぐり）において友の会がガイドをつとめ、また、まち案内を

希望する一般団体に友の会を紹介しました。文京区の交流自治体が主催した区内ツアーには、友の会

がガイドとして協力しました。今後とも安定した活動ができるよう支援を行います。 

校生部門に多くの応募があり、抽選となりましたが、小学生部門は他の行事との競合により参加がなかっ

たことから、目標値に達しませんでした。出場団体からは、２時間のプロによる事前レッスンと本演奏への

講評を聞くことができ、高い評価を得ています。今後は小学生部門も参加できるよう日程設定の再考を行

います。 
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【アカデミー推進協議会の意見】 

◎博物館等でのコミュニティコンサートは、展示等の鑑賞者が演奏に触れる機会の創出であり、区の観光

資源を活かした他分野に触れる機会の提供として、その裾野拡大の取組を継続してほしい。 

◎区の地域資源は豊富にあり、それらを活用した大変興味深い様々な企画を行っているので、今後も続

けていってほしい。 



3.文化芸術（№50～81）

４．主要事業の成果に対する評価

（１）分野別基本方針①　だれもが、いつでも、どこでも文化芸術を鑑賞できる環境づくり【みる
（鑑賞・観覧等）】
ア　だれもが文化芸術を身近に鑑賞できる機会の充実

３－①－ア　文化・芸術に親しむ発表会、大会等の実施

事業概要

　文京区秋の文化祭（華道展、茶会、書道展、絵画展）、各種つどい・大会事業（民謡、謡曲、吟剣詩舞道、

合唱、日本舞踊、三曲、民踊）、企画展等の展示や能楽及びかるた関係事業等を実施します。

指標：事業参加者数の合計（人）

実績（D） 29,990 20,556

目標（P） 14,340 19,120 23,900 23,900 25,000

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　各事業の参加者数の合計を成果指標としていま

す。コロナ禍で再開できない事業もありましたが、

コロナ禍前の2年間（平成30年、令和元年）の平均

値23,900人の６割の14,340人を目標としました。

　令和4年度単年度事業「文の京ミューズネット施

設入館料助成」をのべ16,398人が利用したこともあ

り、目標を大きく超える実績となりました。

　令和5年度は参加者数をコロナ禍前の８割の水準

に戻すことを目標とします。全国藩校サミットや文

の京ミューズネット加入施設周遊デジタルスタンプ

ラリーなどの新規事業に取り組み、周知活動にも力

を入れ、文化事業への参加者を増やします。

R5

　各事業の参加者数合計を成果指標としています。

令和5年度は参加者数をコロナ禍前の８割の水準に

戻すことを目標とし、達成できました。

　単年度事業の「全国藩校サミット文京大会」及び

企画展等各種記念事業では、区民に江戸時代の文化

や教育にふれる機会を提供し、多くの参加者があり

ました。区内障害者施設で制作された絵画等を展示

した「Bunkyo Brut」には昨年開催時（462人）の

約２倍となる959人の観覧者が訪れました。

　定例事業である文化祭や伝統芸能の発表会を開催

するとともに、かるた関係の展示や体験イベントを

開催して区の文化資源であるかるたの区民への定着

及び若年層の文化事業への参加を促します。障害者

の芸術活動発表の場である「Bunkyo Brut」も開催

３年目を迎え、グッズの販売等内容をさらに充実さ

せていきます。
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３－①－ア　事業提携楽団によるコンサート

事業概要

実績（D） 988 5,739

目標（P） 1,386 6,179 6,179 6,179 6,179

　区及び（公財）文京アカデミーと事業提携を結ぶ、東京フィルハーモニー交響楽団及びシエナ・ウインド・

オーケストラの協力により文化・芸術の振興を図ります。

指標：来場者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　令和４年度は年度の途中までシビックホールが休

館していたため、シエナ・ウインド・オーケストラ

によるコンサートのみ開催しました。新型コロナウ

イルスによる入場制限はなくなったが、休館により

シリーズ公演が休止したことが影響し目標値に届か

なかったと考えます。

　令和5年度、東京フィルハーモニー交響楽団によ

るシリーズ公演を再開し、ホール休館前に行ってい

たすべてのシリーズ公演を開催します。より多くの

方々に鑑賞いただけるよう効果的な宣伝活動を行

い、文化・芸術の振興を図ります。

R5

　令和5年度は、ホールの改修工事を経て、すべて

の公演を実施することができました。

　また、新型コロナウイルスの５類移行に伴い、昨

年度に比べ目標値に近い実績を残すことができまし

た。特に、響きの森クラシック・シリーズはセット

券の販売が順調で、固定客が戻ってきたものと考え

ます。ただし、指標の目標値に達していないことか

らさらなる積極的な事業周知が必要と考えます。

　シエナ・ウインド・オーケストラの公演は、「わ

が青春のポピュラーミュージック」というターゲッ

トを中高年に絞った公演としていますが、令和５年

度は目標値に達していないことから、ターゲットに

見合う広告を打ち、多くの方々に鑑賞いただけるよ

う、今まで以上に効果的な宣伝活動を行って行くと

ともにプログラムを工夫し、幅広い世代の方々に鑑

賞していただけるよう努めてまいります。
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イ　多様な手法による文化芸術の鑑賞機会の提供

３－①－イ　小・中学生のための出前コンサート

事業概要

実績（D） 4 4

目標（P） 4 4 4 4 4

　子どもたちが身近に文化芸術に触れる機会を提供するため、区及び（公財）文京アカデミーが事業提携する

団体による区立小中学校への出前コンサートを行います。

指標：実施した回数（回）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

３－①－イ　文の京コミュニティコンサート

事業概要

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　アーティスト及び開催校の理解・協力により新型

コロナウイルス感染対策を講じた上で、区立の小・

中学校各２校で予定通り開催しました。プロのアー

ティストによる生演奏を初めて鑑賞する児童・生徒

もあり、担当教諭から高い評価を得られました。

　より深い興味・関心を持っていただけるよう、児

童・生徒の感想や学校の要望に応じた演奏曲の選定

や児童・生徒が参加するプログラムを取り入れてい

きます。

R5

　令和５年度においても、区立の小・中学校各２校

で予定通り開催しました。プロのアーティストによ

る生演奏に触れる機会を提供することができ、児

童・生徒のほか、担当教諭からも高い評価を得られ

ました。

　引き続き、より深い興味・関心を持っていただけ

るよう、児童・生徒の感想や学校の要望に応じた演

奏曲の選定や児童・生徒が参加するプログラムを取

り入れていきます。

実績（D） 2 2

目標（P） 2 2 2 2 2

　文京ミューズネット等、区内文化施設において、施設の雰囲気や特長を活かしたミニ・コンサートを行い、

音楽等を気軽に楽しむ機会を提供します。

指標：実施した回数（回）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　アーティスト及び森鴎外記念館など実施会場の理

解・協力により、新型コロナウイルス感染対策を講

じた上で予定通り開催しました。区民にとって身近

な施設においてプロのアーティストの演奏を気軽に

楽しむ機会を提供することができました。

　来場者アンケート等を参考に、出演者の協力を得

ながら演奏曲や演出等を見直し、より魅力的な内容

としていきます。

R5

　令和5年度は、傳通院及び東洋文庫ミュージアム

にて実施しました。

　区民にとって身近な施設においてプロのアーティ

ストの演奏を、気軽に楽しむ機会を提供することが

できました。特に傳通院の公演では全国藩校サミッ

ト文京大会の記念事業として行われた「時代まつ

り」当日に行ったことから多くの方に足を運んでも

らいました。

　引き続き、ミューズネット加盟施設を中心により

身近な施設で開催できるよう努めてまいります。ま

た、来場者アンケート等を参考に、施設の意向も確

認しながら演奏曲や演出等を検討し、より魅力的な

内容としていきます。

　また、会場のキャパシティーによる入場者制限に

ついて検討していきます。
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３－①－イ　朗読コンテスト

事業概要

実績（D） 113 171

目標（P） 200 200 200 200 200

　文化人顕彰事業の一環として行うもので、文京ゆかりの作家の作品を課題作として、朗読コンテストを行い

ます。跡見学園女子大学との大学連携により実施します。

指標：観覧者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

３－①－イ　シビックコンサート

事業概要

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　平成24年度から年1回開催しています。令和4年度

は森鷗外没後100年記念事業として鷗外の作品を課

題としました。

本選：11月13日　出場者：17人　観覧者：113人

会場：跡見学園女子大学ブロッサムホール　CATV

収録・放映　観覧者席の間を空ける等の感染症対策

を行いました。

　会場観覧者数について目標値に近づくよう、主管

の跡見学園女子大学と詳細に打ち合わせを行うなか

で、会場観覧者募集方法、期間、周知先について工

夫します。

R5

　令和5年度は岩手県盛岡市友好都市提携5周年とし

て盛岡市ゆかりの宮沢賢治の作品を課題としまし

た。

本選：11月5日　出場者：16人　観覧者：126人

会場：跡見学園女子大学ブロッサムホール　CATV

収録・放映

　感染症対策の行動制限緩和もあり、昨年度と比べ

て観覧者数が増加しました。引き続き、主管の跡見

学園女子大学と詳細に打ち合わせを行い、さらなる

観覧者の増加を目指します。

実績（D） 0 12

目標（P） 0 12 12 12 12

　クラッシック・ポップス・ジャズなどの名曲を、管弦楽アンサンブルや声楽にのせて区内の大学及び専門学

校生等がお届けするランチタイムコンサートを実施します。

指標：実施した回数（回）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　令和４年度は、区民ひろばが使用不可のため事業

を休止しました。令和５年度の事業再開に向け、お

茶の水女子大学、東邦音楽大学、尚美ﾐｭｰｼﾞｯｸｶﾚｯｼﾞ

専門学校と出演月、演目等について調整しました。

　区内の音楽系大学・専門学校等と協力し、毎月1

回、ランチタイムコンサートを再開します。

R5

　ホール改修工事を経て事業を再開しました。オー

プンスペースでの無料コンサートであるため、区役

所を訪れた方に気軽に音楽を触れてもらうことがで

きました。再開以降徐々に来場者が増えて、多くの

方に鑑賞していただくことができました。

　また、区内の大学及び専門学校生等が、観客の前

で演奏する機会の提供をすることができました。

　令和６年度も引き続き、区内の音楽系大学・専門

学校等と協力し、毎月1回、ランチタイムコンサー

トを開催してまいります。
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３－①－イ　夜能動画配信事業

事業概要

実績（D） 4 4

目標（P） 4 4 4 4 4

　公益社団法人宝生会による有料動画配信を利用し、区民が能楽動画を観賞できるようにすることで、コロナ

禍における文化施策の一つとして、自宅等にいながらも宝生流の能楽を観賞し、区の有する貴重な文化資源に

触れる機会を創出します。

指標：実施回数（回）
令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　4番組に876人の応募があり、全員に視聴権を贈呈

しました。

　コロナ禍においても大勢の方に芸術鑑賞の機会を

提供することができました。

　場所や時間の制約を受けずに伝統芸能を鑑賞でき

る動画視聴権の贈呈事業は、従来の愛好家層以外に

も伝統芸能に親しむ人を増やす効果が期待できま

す。コロナ禍以降も継続し、番組を提供していきま

す。

R5

　人気声優による朗読も好評の「夜能～語り部たち

の夜～」及び作家・クリエーターのいとうせいこう

氏がナビゲーターを務める「能楽紀行」等の計４番

組を提供し、774人の応募がありました。

　全体の２割近く（136人）が40歳未満の申込者

で、若年層の参加が目立ちました。

　今後も初心者にもわかりやすい内容の番組を中心

に、動画を提供していきます。
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ウ　活動につながる契機としての鑑賞機会の提供

３－①－ウ　文化・芸術に親しむ発表会、大会等の実施【再掲】

事業概要

実績（D） 29,990 20,556

目標（P） 14,340 19,120 23,900 23,900 25,000

　文京区秋の文化祭（華道展、茶会、書道展、絵画展）、各種つどい・大会事業（民謡、謡曲、吟剣詩舞道、

合唱、日本舞踊、三曲、民踊）、企画展等の展示や能楽及びかるた関係事業等を実施します。

指標：事業参加者数の合計（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　各事業の参加者数の合計を成果指標としていま

す。コロナ禍で再開できない事業もありましたが、

コロナ禍前の2年間（平成30年、令和元年）の平均

値23,900人の６割の14,340人を目標としました。

　令和4年度単年度事業「文の京ミューズネット施

設入館料助成」をのべ16,398人が利用したこともあ

り、目標を大きく超える実績となりました。

　令和5年度は参加者数をコロナ禍前の８割の水準

に戻すことを目標とします。全国藩校サミットや文

の京ミューズネット加入施設周遊デジタルスタンプ

ラリーなどの新規事業に取り組み、周知活動にも力

を入れ、文化事業への参加者を増やします。

R5

　各事業の参加者数合計を成果指標としています。

令和5年度は参加者数をコロナ禍前の８割の水準に

戻すことを目標とし、達成できました。

　単年度事業の「全国藩校サミット文京大会」及び

企画展等各種記念事業では、区民に江戸時代の文化

や教育にふれる機会を提供し、多くの参加者があり

ました。区内障害者施設で制作された絵画等を展示

した「Bunkyo Brut」には昨年開催時（462人）の

約２倍となる959人の観覧者が訪れました。

　定例事業である文化祭や伝統芸能の発表会を開催

するとともに、かるた関係の展示や体験イベントを

開催して区の文化資源であるかるたの区民への定着

及び若年層の文化事業への参加を促します。障害者

の芸術活動発表の場である「Bunkyo Brut」も開催

３年目を迎え、グッズの販売等内容をさらに充実さ

せていきます。
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（２）分野別基本方針➁　だれもが文化芸術活動を楽しむことができる機会の創出【する（活
動・参加等）】
ア　文化芸術活動を楽しむことのできる機会の充実

３－②－ア　かるたの街文京を発信！【再掲】

事業概要

R5

　大学対抗戦「文の京アゼリア・カップ」を創設

し、14大学から16組の参加がありました。

　競技かるたトップ選手の２人が戦う名人vsクイー

ンドリームマッチは初年度の2.3倍である412人の申

し込みがあり、来場者のアンケート（回答者122

人、回答率84.7％）では93％が「とてもよかった」

「よかった」と回答しました。

　小中学校への講師派遣は令和4年度の３校から５

校に増加しました。

　かるた関係の展示や体験イベントの開催、講師派

遣の対象施設拡大等を実施し、引き続き競技かるた

という区の文化資源の区民への定着及び若年層の文

化事業への参加を促していきます。

　また大学生大会「文の京アゼリアカップ」をより

発展させるよう周知方法・大会内容等を検討しま

す。

　文京区にゆかりある小倉百人一首かるたの魅力を発信するため、講演会や体験イベント、かるた教室等を実

施します。

令和8年度に向けた目標（P）

　事業の新設やPRの強化を行うことで実績を増加させ、競技かるたが区の文化資源として内外に認知されるこ

と、区内に競技かるたに親しむ人が増えることを目標とします。

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　競技かるた最上位の対決「名人・クイーンドリー

ムマッチ」を開催し、動画配信も行って、内外に

「かるたの街文京」をPRしました。

　競技者を増やす事業として、学校への講師派遣や

かるた教室の開催（共催）を実施しました。

　4年度に実施した「名人・クイーンドリームマッ

チ」を継続して開催するとともに、大学生大会も新

設して、区と競技かるたとのつながりをさらに発信

していきます。

　また学校への講師派遣数を増加させ、競技かるた

に触れるこどもの数を増やすように努めます。

実績（D） 971 800

令和8年度

目標（P） 400 400 400 400 400

３－②－ア　記念日イベント

事業概要

　森鷗外に関する記念日に講演会、イベント、来館者サービスを行い鷗外に関して親しみを持てる取り組みを

行います。

指標：記念日入館者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　令和４年度は森鷗外没後100年記念年であったた

め鷗外忌（鴎外の命日7月9日492人）、誕生記念

（1月19日479人）は区民観覧無料などを実施し、7

事業全ての集客は例年の2倍以上となりました。

　無料入館以外にイベントや講演会を開催し幅広い

層の誘客を目指し計画します。人数は曜日によって

も変動するため充実した内容を立案し多角的に広報

します。

R5

　前年の鷗外没後100年記念で周知されたためか、

令和5年度の鴎外忌も前年に届く来館数となりまし

た。鷗外忌（鴎外の命日7月9日500人）、誕生記念

（1月19日300人）。

　幅広い層への記念日周知を目指し、広報媒体の工

夫で誘客を計画します。
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３－②－ア　朗読コンテスト【再掲】

事業概要

実績（D） 113 171

目標（P） 200 200 200 200 200

　文化人顕彰事業の一環として行うもので、文京ゆかりの作家の作品を課題作として、朗読コンテストを行い

ます。跡見学園女子大学との大学連携により実施します。

指標：観覧者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

イ　市民団体等の活動に対する支援の充実

３－②－イ　社会教育関係団体登録制度による活動支援【再掲】

事業概要

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　平成24年度から年1回開催しています。令和4年度

は森鷗外没後100年記念事業として鷗外の作品を課

題としました。

本選：11月13日　出場者：17人　観覧者：113人

会場：跡見学園女子大学ブロッサムホール　CATV

収録・放映　観覧者席の間を空ける等の感染症対策

を行いました。

　会場観覧者数について目標値に近づくよう、主管

の跡見学園女子大学と詳細に打ち合わせを行うなか

で、会場観覧者募集方法、期間、周知先について工

夫します。

R5

　令和5年度は岩手県盛岡市友好都市提携5周年とし

て盛岡市ゆかりの宮沢賢治の作品を課題としまし

た。

本選：11月5日　出場者：16人　観覧者：126人

会場：跡見学園女子大学ブロッサムホール　CATV

収録・放映

　感染症対策の行動制限緩和もあり、昨年度と比べ

て観覧者数が増加しました。引き続き、主管の跡見

学園女子大学と詳細に打ち合わせを行い、さらなる

観覧者の増加を目指します。

R5

　関連施設への登録団体名簿の配架や、ホームペー

ジの更新で、最新情報を周知することで、区民へ活

動への参加を促すことができました。

　また、実績報告書の提出を依頼し、団体の活動内

容を把握をすることができました。

　登録団体名簿やホームページの更新に加え、団体

から実績報告書を提出していただき、活動内容を正

確に把握していきます。引き続き、区民の自主的な

活動促進を図ります。

　区民の自主的な文化・スポーツ・学習活動を促進するため、一定の要件を満たす団体を社会教育関係団体と

して登録し、施設の優先利用や利用料金の減免などを行い、その活動を支援します。

令和8年度に向けた目標（P）

　区民の自主的な文化・スポーツ・学習活動を支援するため、登録団体名簿を周知します。また、団体の活動

内容を正確に把握するため、令和7年度の更新に向けて、登録団体へ広く周知します。

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　登録団体名簿の関連施設への配架及びホームペー

ジへの掲載により、登録団体を広く周知し、区民の

自主的な活動の促進につながりました。

　また、3年に一度の更新を実施し、活動している

団体をより正確に把握することができました。

　引続き、区民の自主的な活動の促進のため、登録

団体名簿を更新し、関連施設への配架、ホームペー

ジへ掲載します。また、団体の活動内容を正確に把

握するため、活動実績の提出を求めるとともに、区

民への周知を図ります。
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実績（D） 47 114

令和8年度

目標（P） 59 112 112 112 112

ウ　文化芸術活動の場の提供

３－②－ウ　舞台芸術創造事業（大ホール）

事業概要

　区民を対象にオペラ等の公演を目標とする講習会を実施し、優れた舞台芸術や芸能、文化を習得する機会を

提供します。

指標：参加者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

３－②－ウ　舞台芸術創造事業（小ホール）

事業概要

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　令和４年度は、新型コロナウイルス感染拡大によ

り中止となった令和２年度の参加者による「ラ・ボ

エーム」の再演を計画し、無事開催することができ

ました。アンケートから、参加者は２年越しで公演

を実現することができ大きな満足を得たことがわか

りました。

　令和５年度からは、より多くの区民が参加できる

よう通常の形での開催を予定しています。参加者の

募集について、区報および（公財）文京アカデミー

広報紙、ホームページ等を活用し、広く周知を図り

ます。

R5

　令和５年度は、歌劇「椿姫」の公演を行いまし

た。

　様々な媒体で参加募集の宣伝を行い、参加者数の

目標値を達することができ、多くの区民の方に芸術

に触れる機会を提供することができました。

　令和６年度の公演が「トゥーランドット」に決ま

り、引き続き多くの区民が参加できるように様々な

媒体で宣伝を行ってまいります。

実績（D） 7 14

目標（P） 15 15 15 15 15

　区民を対象に演劇等の舞台技術を学ぶ機会を提供し、活動を通じて優れた舞台芸術や芸能、文化を習得する

機会を提供します。

指標：参加者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　令和4年度は、5カ月のワークショップを通して、

参加者のエピソードを舞台化し、参加者自身が演じ

る形での公演を開催しました。公演後、参加者から

「自らのエピソードを自らが演じたことで大きな満

足感が得られた。」との声が寄せられました。

　令和５年度の区民演劇については、参加者がさら

にモチベーションを高められるよう、ワークショッ

プの講師と協議の上、内容を工夫していきます。

R5

　令和5年度は、ワークショップの区内の街歩きを

通して、物語となる題材を発掘し、それを基に作成

したそれぞれの台本を、スクラップブック形式でひ

とつにして、参加者自身が演じる手法で公演を開催

しました。地域の特性を盛り込んだストーリーで好

評を得ることができました。

　応募者数は22人で、オーディションにより15人に

絞りました。なお、うち１名はワークショップ開催

前に辞退されました。

　令和6年度も引き続き、参加者がさらにモチベー

ションを高められるよう、ワークショップの講師と

協議の上、内容を工夫していきます。
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（３）分野別基本方針③　文化芸術を支える人材の育成支援の充実【ささえる（普及・継承・指
導等）】
ア　次代を担う層が文化芸術への関心をもつきっかけとなる機会の充実

３－③－ア　親子向けコンサート

事業概要

実績（D） 509 1,026

目標（P） 495 1,029 1,029 1,029 1,029

　幼少期から保護者等と一緒に生の音楽等に触れる機会を提供します。

指標：来場者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　令和4年度は、年度途中までシビックホールが休

館のため、「フルーツの国のおんがくパーティー

♪」のみ開催した。（公財）文京アカデミーの自主

制作による公演であり、観客のアンケートでも高い

評価を得られました。

　令和5年度については、「フルーツの国のおんが

くパーティー♪」に加え、「東京フィル　親子で楽

しむはじめてのオーケストラ」を開催します。宣伝

活動を積極的に行い、多くの親子に生の音楽に触れ

る機会を提供します。

R5

　「フルーツの国のおんがくパーティー♪」は、フ

ルート、クラリネット、パーカッションのアンサン

ブルによる生の音楽を楽しんでいただくほか、楽器

の面白さが伝わるプログラムで高評価を得ました。

　「親子で楽しむはじめてのオーケストラ」は、子

どもたちの情操教育の一環として、オーケストラや

オペラ歌手による演奏で生のクラシック音楽に触れ

る機会を提供し、多くの親子連れに楽しんでもらえ

ました。

　令和５年度の実績数は、あと一歩目標値に達する

ことができなかったため、今後も積極的かつ効果的

な広報活動を行い、より多くの親子に生の音楽に触

れる機会を提供します。
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３－③－ア　観客参加型公演

事業概要

実績（D） 291 281

目標（P） 284 284 284 284 284

　区及び（公財）文京アカデミーと事業提携を結ぶ、太鼓芸能集団鼓童の協力により、観客参加型の交流公演

とワークショップを実施します。

指標：来場者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　公演前に「親子で楽しむ太鼓ワークショップ」を

開催し、17人の親子が参加しました。例年、公演の

中でも「太鼓演奏体験」を行ってきましたが、令和

４年度は新型コロナウイルスの影響により「太鼓演

奏体験」の実施は見送りました。リニューアルした

小ホールにて、多くの親子が鼓童の公演を鑑賞しま

した。

　社会状況を見ながら出演者と協力し、観客が実際

に太鼓を演奏する機会を提供できるようワーク

ショップおよび太鼓演奏体験の実施を計画します。

R5

　公演前に「親子で楽しむ太鼓ワークショップ」を

開催し、15組30人の親子が参加しました。

　また、公演は281人が迫力ある太鼓演奏を鑑賞し

ました。令和5年度は公演の中でも実施する「太鼓

演奏体験」を再開することができ、抽選で選ばれた

方が実際に太鼓演奏を体験することができました。

　令和6年度も引き続き、観客が実際に太鼓を演奏

する機会を提供できるようワークショップおよび太

鼓演奏体験の実施を計画します。
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３－③－ア　かるたの街文京を発信！【再掲】

事業概要

R5

　大学対抗戦「文の京アゼリア・カップ」を創設

し、14大学から16組の参加がありました。

　競技かるたトップ選手の２人が戦う名人vsクイー

ンドリームマッチは初年度の2.3倍である412人の申

し込みがあり、来場者のアンケート（回答者122

人、回答率84.7％）では93％が「とてもよかった」

「よかった」と回答しました。

　小中学校への講師派遣は令和4年度の３校から５

校に増加しました。

　かるた関係の展示や体験イベントの開催、講師派

遣の対象施設拡大等を実施し、引き続き競技かるた

という区の文化資源の区民への定着及び若年層の文

化事業への参加を促していきます。

　また大学生大会「文の京アゼリアカップ」をより

発展させるよう周知方法・大会内容等を検討しま

す。

　文京区にゆかりある小倉百人一首かるたの魅力を発信するため、講演会や体験イベント、かるた教室等を実

施します。

令和8年度に向けた目標（P）

　事業の新設やPRの強化を行うことで実績を増加させ、競技かるたが区の文化資源として内外に認知されるこ

と、区内に競技かるたに親しむ人が増えることを目標とします。

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　競技かるた最上位の対決「名人・クイーンドリー

ムマッチ」を開催し、動画配信も行って、内外に

「かるたの街文京」をPRしました。

競技者を増やす事業として、学校への講師派遣やか

るた教室の開催（共催）を実施しました。

　4年度に実施した「名人・クイーンドリームマッ

チ」を継続して開催するとともに、大学生大会も新

設して、区と競技かるたとのつながりをさらに発信

していきます。

　また学校への講師派遣数を増加させ、競技かるた

に触れるこどもの数を増やすように努めます。
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実績（D） 818 776

令和8年度

目標（P） 730 900 1,000 1,000 1,200

イ　文化芸術を支え、継承し、伝える担い手の育成

３－③－イ　子ども俳句大会

事業概要

　区内中学校在学生を対象に、日本の伝統的文化のひとつである俳句を通じて自然や四季、日本語の美しさ、

俳句の楽しさを体験します。

指標：応募数（句）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　全入選句（特選10句・入選20句）について（公

財）文京アカデミーのホームページ及び歌壇・俳壇

作品集に掲載したとともに、特選に選ばれた10句

は、財団広報誌スクエア及び区報ぶんきょうにも掲

載しました。

　応募作品数増につなげるには学校の協力が不可欠

であることから、事業趣旨への理解や投句への協力

について丁寧に説明し、協力を求めます。

R5

　区内中学校に直接的に周知し、区立の中学生他、

区内中学生より日々の暮らしの中での出来事からス

ケールの大きい作品など、中学生の視線ならではの

力作が寄せられました。特選１０句・入選20句につ

いて財団ホームページ及び歌壇・俳壇作品集に掲載

したとともに、特選に選ばれた１０句は、財団広報

誌スクエア及び区報ぶんきょうにも掲載しました。

　より深い興味・関心を持っていただけるよう、学

校の要望等に応じ、時期や題とすることで、より魅

力的な内容としていきます。
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３－③－イ　楽器演奏指導

事業概要

実績（D） 29 30

目標（P） 30 30 30 30 30

　区立中学校吹奏楽部員の演奏技術向上及び文化芸術への関心を高めるため、事業提携を結ぶシエナ・ウィン

ド・オーケストラ団員による楽器演奏指導を行います。

指標：実施回数（回）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　全ての区立中学校においてシエナ・ウインド・

オーケストラ団員による吹奏楽部部員を対象とした

個別演奏指導を実施しましたが、受講予定生徒の都

合により１回中止となりました。その他について

は、新型コロナウイルス感染対策を講じた上で実施

し、顧問教員や生徒から高い評価を得ました。

　引き続き、区立中学校吹奏楽部およびシエナ・ウ

インド・オーケストラの協力を得て、事業を継続し

ます。

R5

　全ての区立中学校において3回ずつシエナ・ウイ

ンド・オーケストラ団員による吹奏楽部部員を対象

とした演奏指導を実施しました。プロからの指導が

受けられる貴重な機会を提供し、顧問教員や生徒か

ら高い評価を得ました。

　引き続き、区立中学校吹奏楽部およびシエナ・ウ

インド・オーケストラの協力を得て、事業を継続し

ます。
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３－③－イ　文京ふるさと歴史館収蔵品展

事業概要

実績（D） 79 87

目標（P） 79 80 80 80 80

　文京区の歴史や文化に関することをテーマに設定し、資料収集、調査研究した成果を多角的に掘り下げた館

蔵資料を中心とした収蔵品展を開催します。

指標：アンケートの満足回答の割合（％）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　アンケート項目は「テーマ設定＝良い」「わかり

やすさ＝わかりやすい」を選択した割合の平均値で

す。館蔵の寄贈資料をもとに、区内に住んだ精神病

学者とその交友関係を描いた「杉田直樹と仲間たち

文三・潤一郎・茂吉」を開催しました。

会期　2月11日～3月19日

入館者数　1,537人

　テーマとなる人物を知らなくても興味深い展示で

あったという感想が多く、地域に魅力を感じる人が

多かったという成果が得られました。

　今後とも、館蔵資料の研究成果をもとに、地域の

魅力を様々な形で紹介していきます。展示内容に興

味を覚えて満足を感じる回答の割合が多くなるよ

う、引き続き資料を研究し展示を行います。

R5

　アンケート項目は「テーマ設定＝良い」「わかり

やすさ＝わかりやすい」を選択した割合の平均値で

す。館蔵資料をもとに、天気＝空模様というテーマ

に即した錦絵、書籍、民具等を展示した「はれ　あ

め　くもり　ぶんきょうの空模様」を開催しまし

た。

会期　2月10日～3月17日

入館者数　2,485人

　天気という親しみやすいテーマでの資料紹介によ

り、来館者の満足度が高かったという成果が得られ

ました。

　今後とも、館蔵資料の研究成果をもとに、地域の

魅力を様々な形で紹介していきます。多様なテーマ

を設定し展示することで、いっそう来館者の満足度

が高くなるように事業を継続していきます。
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３－③－イ　文化・芸術に親しむ発表会、大会等の実施【再掲】

事業概要

実績（D） 29,990 20,556

目標（P） 14,340 19,120 23,900 23,900 25,000

　文京区秋の文化祭（華道展、茶会、書道展、絵画展）、各種つどい・大会事業（民謡、謡曲、吟剣詩舞道、

合唱、日本舞踊、三曲、民踊）、企画展等の展示や能楽及びかるた関係事業等を実施します。

指標：事業参加者数の合計（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　各事業の参加者数の合計を成果指標としていま

す。コロナ禍で再開できない事業もありましたが、

コロナ禍前の2年間（平成30年、令和元年）の平均

値23,900人の６割の14,340人を目標としました。

　令和4年度単年度事業「文の京ミューズネット施

設入館料助成」をのべ16,398人が利用したこともあ

り、目標を大きく超える実績となりました。

　令和5年度は参加者数をコロナ禍前の８割の水準

に戻すことを目標とします。全国藩校サミットや文

の京ミューズネット加入施設周遊デジタルスタンプ

アリーなどの新規事業に取り組み、周知活動にも力

を入れ、文化事業への参加者を増やします。

R5

　各事業の参加者数合計を成果指標としています。

令和5年度は参加者数をコロナ禍前の８割の水準に

戻すことを目標とし、達成できました。

　単年度事業の「全国藩校サミット文京大会」及び

企画展等各種記念事業では、区民に江戸時代の文化

や教育にふれる機会を提供し、多くの参加者があり

ました。区内障害者施設で制作された絵画等を展示

した「Bunkyo Brut」には昨年開催時（462人）の

約２倍となる959人の観覧者が訪れました。

　定例事業である文化祭や伝統芸能の発表会を開催

するとともに、かるた関係の展示や体験イベントを

開催して区の文化資源であるかるたの区民への定着

及び若年層の文化事業への参加を促します。障害者

の芸術活動発表の場である「Bunkyo Brut」も開催

３年目を迎え、グッズの販売等内容をさらに充実さ

せていきます。

80



３－③－イ　I don't know（能）…NO（能）problem!〜みんなで親しむ「能（Noh）プロジェクト」〜

事業概要

実績（D） 90 92

目標（P） 80 80 80 80 80

　公益社団法人宝生会と連携し、子どもたちにも興味を持ってもらえるよう、「鑑賞」と「体験」を交えたプ

ログラムで実施します。

指標：アンケートで「おもしろかった」と答えた人の割合（％）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

応募者数　761人

当選者数　189人（倍率4倍）

参加者数　129人

　感染防止の観点から、楽器や着付け体験の内容を

一部変更・中止して開催しましたが、参加者アン

ケートでは高い評価を得ました。

　コロナ禍で変更したプログラムのうち、好評だっ

たものは継続しながら以前と同等の内容で体験会が

実施できるよう検討していきます。

R5

　成果指標であるアンケートには参加者165人中

138人が回答し（回答率84％）、127人が「おもし

ろかった」8人が「まあおもしろかった」と回答し

ました。

　前半は映像を用いたわかりやすい解説の後に舞台

鑑賞、後半は器楽・装束体験や舞台見学等のバック

ステージツアーと質疑応答を行い、参加者から好評

を得ました。

　令和6年度は金沢市友好交流都市提携５周年記念

事業として、加賀宝生にちなんだ内容をとりいれま

す。子どもたちが古くから日本各地で愛好されてき

た能の文化や歴史を実感できるプログラムにしま

す。

令和５年度は土曜日開催で学校行事による当日キャ

ンセルが目立ったため、日曜日の開催とします。
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ウ　多様な主体との連携・協力による文化資源の継承

３－③－ウ　文化・芸術に親しむ発表会、大会等の実施【再掲】

事業概要

実績（D） 29,990 20,556

目標（P） 14,340 19,120 23,900 23,900 25,000

　文京区秋の文化祭（華道展、茶会、書道展、絵画展）、各種つどい・大会事業（民謡、謡曲、吟剣詩舞道、

合唱、日本舞踊、三曲、民踊）、企画展等の展示や能楽及びかるた関係事業等を実施します。

指標：事業参加者数の合計（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　各事業の参加者数の合計を成果指標としていま

す。コロナ禍で再開できない事業もありましたが、

コロナ禍前の2年間（平成30年、令和元年）の平均

値23,900人の６割の14,340人を目標としました。

　令和4年度単年度事業「文の京ミューズネット施

設入館料助成」をのべ16,398人が利用したこともあ

り、目標を大きく超える実績となりました。

　令和5年度は参加者数をコロナ禍前の８割の水準

に戻すことを目標とします。全国藩校サミットや文

の京ミューズネット加入施設周遊デジタルスタンプ

ラリーなどの新規事業に取り組み、周知活動にも力

を入れ、文化事業への参加者を増やします。

R5

　各事業の参加者数合計を成果指標としています。

令和5年度は参加者数をコロナ禍前の８割の水準に

戻すことを目標とし、達成できました。

　単年度事業の「全国藩校サミット文京大会」及び

企画展等各種記念事業では、区民に江戸時代の文化

や教育にふれる機会を提供し、多くの参加者があり

ました。区内障害者施設で制作された絵画等を展示

した「Bunkyo Brut」には昨年開催時（462人）の

約２倍となる959人の観覧者が訪れました。

　定例事業である文化祭や伝統芸能の発表会を開催

するとともに、かるた関係の展示や体験イベントを

開催して区の文化資源であるかるたの区民への定着

及び若年層の文化事業への参加を促します。障害者

の芸術活動発表の場である「Bunkyo Brut」も開催

３年目を迎え、グッズの販売等内容をさらに充実さ

せていきます。
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３－③－ウ　かるたの街文京を発信！

事業概要

R5

　大学対抗戦「文の京アゼリア・カップ」を創設

し、14大学から16組の参加がありました。

　競技かるたトップ選手の２人が戦う名人vsクイー

ンドリームマッチは初年度の2.3倍である412人の申

し込みがあり、来場者のアンケート（回答者122

人、回答率84.7％）では93％が「とてもよかった」

「よかった」と回答しました。

　小中学校への講師派遣は令和4年度の３校から５

校に増加しました。

　かるた関係の展示や体験イベントの開催、講師派

遣の対象施設拡大等を実施し、引き続き競技かるた

という区の文化資源の区民への定着及び若年層の文

化事業への参加を促していきます。

　また大学生大会「文の京アゼリアカップ」をより

発展させるよう周知方法・大会内容等を検討しま

す。

　文京区にゆかりある小倉百人一首かるたの魅力を発信するため、講演会や体験イベント、かるた教室等を実

施します。

令和8年度に向けた目標（P）

　事業の新設やPRの強化を行うことで実績を増加させ、競技かるたが区の文化資源として内外に認知されるこ

と、区内に競技かるたに親しむ人が増えることを目標とします。

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　競技かるた最上位の対決「名人・クイーンドリー

ムマッチ」を開催し、動画配信も行って、内外に

「かるたの街文京」をPRしました。

　競技者を増やす事業として、学校への講師派遣や

かるた教室の開催（共催）を実施しました。

　4年度に実施した「名人・クイーンドリームマッ

チ」を継続して開催するとともに、大学生大会も新

設して、区と競技かるたとのつながりをさらに発信

していきます。

　また学校への講師派遣数を増加させ、競技かるた

に触れるこどもの数を増やすように努めます。
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実績（D） 0 23

令和8年度

目標（P） 0 27 27 27 27

３－③－ウ　吹奏楽アンサンブルコンテスト

事業概要

　公募したアンサンブル団体の演奏に、シエナ・ウインド・オーケストラ団員が講評・表彰等を行います。プ

ロの講評を受け、演奏技術向上につなげます。

指標：参加団体数（団体）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　令和4年度は、改修工事に伴うシビックホール休

館のため休止となりました。

　令和５年度に事業を再開します。多くの参加が得

られるよう、チラシ配布に加え、SNS等を活用した

参加団体募集を行います。

R5

　中学生、高校生の部門は多くの応募があり、抽選

となりましたが、小学生の部門は他の行事との競合

があり参加がなかったことから、目標値に達するこ

とができませんでした。

　なお、出場団体は、シエナメンバーによる2時間

の事前レッスンでプロからの直接指導を受けられる

ことに合わせ本番の演奏への講評も聞くことがで

き、出演者から高い評価を得ています。

　小学生の部門の参加がなかったことから、日程の

設定を再考するほか、多様な媒体を使って、広報強

化を図ってまいります。
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（４）分野別基本方針④　地域の資源を活かしたまちづくりの推進
ア　文化資源を活用した事業の推進

３－④－ア　「文の京文化発信プロジェクト」

事業概要

実績（D） 228 1,214

目標（P） 374 498 623 623 623

　文京区らしさを活かした芸術文化の創造・発信と、事業を通じた交流を目的として実施しているプロジェク

ト。演劇、音楽、伝統芸能、美術など様々な分野のイベントを対象としており、全国規模の芸術文化団体や、

全国の自治体との協働（共催）により、特色を活かした創造的な活動とその成果の発信を通じて、文の京・文

京を広くアピールします。

指標：事業参加者数の合計（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　１事業を除き事業を再開しました。

　コロナ禍前の2年間（平成30年、令和元年）の平

均値623人（終了事業の実績を除く）の６割である

374人の参加を目標としましたが、例年500人近い

参加者がある石見神楽公演の中止の影響もあり、達

成率は6割でした。

　令和5年度は参加者数をコロナ禍前の８割の水準

に戻すことを目標とします。

　盛岡市と友好都市提携５周年を迎えるため、両自

治体で互いの文化を発信する事業を開催し、交流を

活発化させます。ミスさんさ派遣委託等の事業を開

催して区民に盛岡市の文化に触れる機会を提供して

いきます。

R5

　盛岡市友好都市提携５周年記念事業を開催したた

め、目標を大きく上回る実績がありました。

　啄木学級ではロバート キャンベル氏を講師に迎

え、270人の参加がありました。また3,500人の集客

があった時代まつりの時代行列にミスさんさ踊りを

派遣しました。盛岡さんさ踊り体験ワークショップ

では２回のワークショップを開催し希望者２２人が

都市交流フェスタの舞台で踊りを披露しました。ま

た盛岡市主催「盛岡文士劇」東京公演を共催しまし

た。

　その他、かなざわ講座の共催や沖縄県うるま市主

催の現代版組踊「肝高の阿麻和利」を後援しまし

た。

　令和6年度は金沢市友好交流都市提携5周年のた

め、金沢市でも盛んな能楽関係の事業やその他の共

催事業を記念事業として充実させた内容で開催して

いきます。
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イ　特色ある文化資源の魅力の確認や再発見とその発信

3－④－イ　文の京ミュージアムネットワーク

事業概要

R5

　例年同様全体会議及び文京ミューズネットマップ

の作成を行いました。

　施設改修工事のため「文京ミューズフェスタ」が

中止となり、代替事業として実施した「文京ミュー

ズネット周遊デジタルカードラリー」には26施設が

参加し、706人の参加がありました。

　また全国藩校サミット文京大会の機運醸成のた

め、3施設から藩校に関連した所蔵品の展示等の協

力を得ました。

　「文京ミューズフェスタ」は一部を委託化して内

容を充実させていきます。

　また、近年増大している海外からの観光客等に周

知できるよう英語版文京ミューズネットマップの活

用方法を検討していきます。

　区内博物館、美術館、庭園等、文化・芸術に関する施設が「文の京ミュージアムネットワーク」（文京

ミューズネット）として連携し、各施設の特色や個性を発信します。

令和8年度に向けた目標（P）

　区の貴重な文化資源として積極的に周知し、連携を深めていきます。

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　例年実施している事業（全体会議、文京ミューズ

ネットマップの作成、ミューズフェスタの開催）の

ほか、単年度事業として入館料助成キャンペーンを

行い、2か月間で16,398件もの利用がありました。

これに伴いミューズネットマップ日本語版も作成し

た35,000部すべてが配布終了するなど、文の京

ミューズネットの認知度が大きく向上したと考えれ

られます。

　R５年度は施設改修工事のためミューズフェスタ

の開催を中止します。代替事業としてミューズ施設

をめぐるデジタルスタンプラリーを実施し、ミュー

ズネットの活動を盛り上げます。
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実績（D） 85 83

令和8年度

目標（P） 85 80 80 80 80

3－④－イ　文京ふるさと歴史館特別展

事業概要

　文京区の歴史や文化に関することをテーマに設定し、資料収集、調査研究した成果を多角的に掘り下げた特

別展を開催します。

指標：アンケートの満足回答の割合（％）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　アンケート項目は「テーマ設定＝良い」「わかり

やすさ＝わかりやすい」を選択した割合の平均値で

す。区内の国名勝及び史跡として文化財指定された

東京大学大学院理学系研究科附属植物園の歴史や文

化を取り上げる「小石川植物園異聞　白山御殿跡い

ま・むかし」を開催しました。

会期　10月29日～12月11日

入館者数　2,344人

　区内の名所である小石川植物園をテーマとして、

縄文時代から現在に至るまでの歴史、植物園を舞台

とした文学作品の紹介など、多角的に展示し、好評

を得ました。

　今後とも、文京区の歴史や文化について様々な視

点から掘り下げた展示を行います。内容に興味を覚

えて満足を感じる回答の割合が多くなるよう、引き

続き資料の研究や展示に尽力します。

R5

　アンケート項目は「テーマ設定＝良い」「わかり

やすさ＝わかりやすい」を選択した割合の平均値で

す。全国藩校サミット文京大会の関連事業として

「湯島の地に聖堂あり　江戸・東京の学び舎と文

京」を開催しました。

会期　10月28日～12月10日

入館者数　2,432人

　区内の名所である湯島聖堂をテーマとしてその歴

史、復興事業に関わった建築学者伊東忠太につい

て、学問所としての紹介など、多角的に展示し、好

評を得ました。

　今後とも、文京区の歴史や文化について紹介し、

来館者の満足度を高めるよう資料の調査研究を継続

します。
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3－④－イ　森鷗外記念館特別展・コレクション企画

事業概要

実績（D） 96 99

目標（P） 80 80 80 80 80

　森鷗外の作品や人生に関することをテーマに、資料収集、調査研究した成果を、特別展及び館蔵品を中心と

したコレクション企画として実施します。

指標：アンケートの満足回答の割合（％）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　展示に関しての満足度調査（満足・やや満足）の

合計は96％（内訳：満足71％、やや満足25％）今

後もさらに充実した展覧会を目指し運営を行いま

す。

　展覧会に対して常に満足いただけるよう、テーマ

や嗜好を変えた企画を充実させます。

R5

　令和5年度よりアンケート項目を「大いに満足、

満足、不満、きわめて不満」の4項目とした。満足

回答合計は99％（内訳：大いに満足51％、満足

48％）。

　引き続き好回答を得られるよう、企画の充実を目

指します。
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3－④－イ　文の京ゆかりの文化人顕彰事業

事業概要

実績（D） 558 639

目標（P） 558 600 600 600 600

　文京区に足跡を残した文化人を顕彰し、多様な文化的資源の継承、発掘及び情報発信を進めます。年度ごと

に生誕没後などの記念の年にあたる文化人を中心に、朗読コンテスト、講演会等の顕彰事業を実施します。

指標：朗読コンテスト（参加及び観覧）、史跡めぐり、講演会応募者数の合計（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

①朗読コンテスト

　跡見学園女子大学と共催し実施しました。没後

100年を迎えた森鷗外の作品を課題作とし、朗読の

応募者256人、観覧応募者は146人でした。

②史跡めぐり

　本郷・西片の樋口一葉が暮らした風景をたどると

いうテーマで55人の応募がありました。

③歴史講演会

　一葉作品にみる明治の出版と挿絵という演題で、

101人の応募がありました。

　また、文化人の業績について紹介するリーフレッ

トを作成配付したことで、より多くの方々に文京区

及びゆかりの文化人を周知し興味を持っていただく

きっかけづくりができました。

　申込受付方法、募集方法、会場の収容人数などを

関係各所と打ち合わせ、応募者増につながる工夫を

行います。

R5

①朗読コンテスト

　跡見学園女子大学と共催し実施しました。宮沢賢

治の作品を課題作としました。朗読の応募者274

人、観覧応募者は171人でした。

②史跡めぐり

　賢治・啄木が暮らした街を巡るというテーマで58

人の応募がありました。

③歴史講演会

　小石川植物園と共催し、私の知っている牧野富太

郎という演題で、136人（会場）の応募がありまし

た。

　また、文化人の業績について紹介するリーフレッ

トを作成配付したことで、より多くの方々に文京区

及びゆかりの文化人を周知し興味を持っていただく

きっかけづくりができました。

　申込受付方法、募集方法、会場の収容人数などを

関係各所と打ち合わせ、応募者増につながる工夫を

行います。
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ウ　地域団体や他分野の団体等、多様な主体と連携したまちづくりの推進

３－④－ウ　文京ふるさと歴史館友の会の支援

事業概要

R5

　月1回の友の会役員会に同席し、情報共有を行い

ました。区の事業（史跡めぐり）への協力を受けま

した。また、まち案内を希望する団体とガイドとの

連絡を行いました。交流自治体主催で文京区内ツ

アーが開催された際には、ガイドとして協力してい

ただきました。感染症による行動制限の緩和の影響

もあり、事業参加者が増となりました。

　情報共有をすることにより、継続して活動支援を

行います。

　文京ふるさと歴史館友の会の自主的な活動を支援し、地域の現状や歴史・文化を知るための学習機会の充実

を図ります。協働による事業の実施や「文京まち案内」ボランティアガイドの活動支援を行います。

令和8年度に向けた目標（P）

　文京ふるさと歴史館友の会の会員が増加し、協働による事業の参加者数も増加させていきます。

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　月1回の友の会役員会に同席し、情報共有を行い

ました。区の事業（史跡めぐり）への協力を受けま

した。また、まち案内を希望する団体とガイドとの

連絡を行いました。会の自主的な運営を支援するこ

とで、会員の増・事業参加者の増につながりまし

た。

　引き続き情報を共有します。また、より長期的に

安定的な運営ができるよう、活動支援を行います。
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実績（D） 228 1,214

令和8年度

目標（P） 374 498 623 623 623

３－④－ウ　「文の京文化発信プロジェクト」【再掲】

事業概要
　文京区らしさを活かした芸術文化の創造・発信と、事業を通じた交流を目的として実施しているプロジェク

ト。演劇、音楽、伝統芸能、美術など様々な分野のイベントを対象としており、全国規模の芸術文化団体や、

全国の自治体との協働（共催）により、特色を活かした創造的な活動とその成果の発信を通じて、文の京・文

京を広くアピールします。

指標：事業参加者数の合計（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　１事業を除き事業を再開しました。

　コロナ禍前の2年間（平成30年、令和元年）の平

均値623人（終了事業の実績を除く）の６割である

374人の参加を目標としましたが、例年500人近い

参加者がある石見神楽公演の中止の影響もあり、達

成率は6割でした。

　令和5年度は参加者数をコロナ禍前の８割の水準

に戻すことを目標とします。

　盛岡市と友好都市提携５周年を迎えるため、両自

治体で互いの文化を発信する事業を開催し、交流を

活発化させます。ミスさんさ派遣委託等の事業を開

催して区民に盛岡市の文化に触れる機会を提供して

いきます。

R5

　盛岡市友好都市提携５周年記念事業を開催したた

め、目標を大きく上回る実績がありました。

　啄木学級ではロバート キャンベル氏を講師に迎

え、270人の参加がありました。また3,500人の集客

があった時代まつりの時代行列にミスさんさ踊りを

派遣しました。盛岡さんさ踊り体験ワークショップ

では２回のワークショップを開催し希望者２２人が

都市交流フェスタの舞台で踊りを披露しました。ま

た盛岡市主催「盛岡文士劇」東京公演を共催しまし

た。

　その他、かなざわ講座の共催や沖縄県うるま市主

　令和6年度は金沢市友好交流都市提携5周年のた

め、金沢市でも盛んな能楽関係の事業やその他の共

催事業を記念事業として充実させた内容で開催して

いきます。

91
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第６章 観光分野の点検・評価 

１．観光分野の評価                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文京区アカデミー推進協議会委員（学識経験者） 

観光分科会座長 山田 徹雄 

観光分野においては、４つの基本方針をもとに事業が展開されている。 

基本方針①「区内まるごと周遊の促進」に関しては、文京区の五大まつり等への振興活力の復興

等への補助を実施し、またマイクロツーリズムの推進のためにガイドツアーを再開した。このことは、区

内の観光資源を深堀し地域の魅力をさらに創出する効果を生み、定量的目標を達成した。 

基本方針②「いつでも、どこでも世界をつなぐ観光情報・魅力の収集・発信・発信」においては、さま

ざまな媒体を通じた情報提供をおこなうとともに、観光ガイドマップ５か国語、グルメマップ３か国語作

成による観光インフラ整備を行うなど積極的な取り組みを行った。とりわけ、文京区観光協会のHP新

規ユーザーは目標値を大幅に上回る成果を達成した。 

基本方針③「つながりから生まれる観光の推進」では、単年度事業としての入館料助成キャンペー

ン実施に伴い、経年事業に波及効果が生じ、文の京ミューズネットの区民認知度が大きく向上した。

国際交流フェスタの対面実施の復活、国内交流自治体と物産展の実施等により、他分野との融合が

円滑に展開されている。 

基本方針④「何度でも訪れたくなるおもてなしの環境整備」に関しては、情報発信の多言語化のほ

か、東京観光デジタルパンフレットギャラリー等への掲載を通じて情報発信力の強化が図られた。ガイ

ドツアーをさらに充実するなど文京区への関心が向上する試みがなされている。 

４つの基本方針の着実な実施により、定量的にはコロナ以前の水準を凌駕する成果を確保してい

る。以下、令和６年度、第１回分科会(観光分野)における議論を踏まえて、課題、展望を記す。 

観光ガイドについては、数の増加と活躍する場の拡張、さらには活動の質的な向上が検討されてい

ることが、質疑を通じて明らかとなった。この着実な実施が地域の魅力をさらに向上させることに貢献

するであろう。 

イベント等において、人の集まる場が、食や物産に偏っていることは、すでに認識されているところで

あるが、その場をいわば入口ととらえ、これを突破口にさまざまな箇所へと誘導する食見を工夫するこ

とが、文京区の魅力をさらに深化させることにつながるであろう。 

住宅街が６割を占める特性から当面、オーバーツーリズムの懸念はないとはいえ、長期的には観

光の弊害も検討項目のひとつとなるであろう。 

伝統的な文化の担い手の高齢化と後継者不足は全国的な現象であるが、文京区においても祭り

の担い手、花の生産者にこの現象が反映されている。次世代の担い手を真剣に検討する時期を迎え

ている。 

上記の課題があるものの、その多くはすでに認識され、検討もなされている。観光分野における４つ

の基本方針は、定量的にも定性的にも地域の観光の魅力を向上するに十分資していると評価でき

る。 
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２．主要事業一覧 

分野別基本方針①区内まるごと周遊の促進 アカデミー推進計画 総合戦略 

ア 観光資源の磨き上げと新たな魅力の創出 

87 観光写真コンクール 〇  

88 花の五大まつり等助成 〇 ○ 

イ マイクロツーリズムの推進による周遊性の向上 

89 観光ガイド事業 〇 ○ 

分野別基本方針➁いつでも、どこでも世界をつなぐ観光情報・魅力の収集・発

信・共有 
アカデミー推進計画 総合戦略 

ア 観光情報の収集・発信力の充実と共有促進 

90 観光インフォメーション ○ ○ 

91 観光ガイドブック、グルメマップの作成・多言語化【再掲】  ○ ○ 

イ 情報発信環境の整備 

92 観光インフォメーション【再掲】 ○ ○ 

93 観光ガイドブック、グルメマップの作成・多言語化  ○ ○ 

分野別基本方針③つながりから生まれる観光の推進 アカデミー推進計画 総合戦略 

ア 他分野（スポーツ、文化芸術等）との融合 

94 文の京ミュージアムネットワーク【再掲】 〇 ○ 

95 文京博覧会（ぶんぱく）【再掲】 〇  

イ 国内外の協定等締結自治体や近隣自治体等との連携・協力 

96 友好都市交流フェスタ【再掲】 〇 ○ 

97 文京博覧会（ぶんぱく）【再掲】 ○  

分野別基本方針④何度でも訪れたくなるおもてなしの環境整備 アカデミー推進計画 総合戦略 

ア 観光客の受入基盤整備 

98 観光ガイドブック、グルメマップの作成・多言語化【再掲】 ○ ○ 

99 文の京ミュージアムネットワーク【再掲】 ○ ○ 

イ 多様な人材の育成・活用 

100 観光ガイド事業【再掲】 ○ ○ 

※総合戦略の欄は、「文の京」総合戦略（令和２年度～令和５年度）に掲載されている事業。 
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３．分野別基本方針に対する事業を通じた達成状況 

（1）分野別基本方針① 区内まるごと周遊の促進 

指標 現状値 目標値 

文京区の他者推奨意向 
84.1％ 

（令和元年度） 
85.0％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アカデミー推進協議会の意見】 

◎人を介して説明された内容は、非常に感銘を受け良い経験となった。区は観光ガイドを増やし、人を介

した交流を深めると良い。 

◎区にはまだ観光資源が眠っていると感じる。観光資源を歴史や芸能体験と結びつけることで、記憶に

残るものになるのではないか。 

◎まつりの街、文京プロジェクトは、子どもに伝統を学ぶ機会を与える非常に良い取組と感じた。 

◎ガイドマップを広く周知する方法として、ホームページに観光案内のガイドマップに飛べる二次元コード

を載せてはどうか。情報のない外国人でもアクセスしたら観光マップに繋がり、音声ガイドも聞けたらいいと

思う。 

【分野別基本方針① 区内まるごと周遊の促進の状況】 

 観光資源の磨き上げと新たな魅力の創出では、文京花の五大まつり等の実施及び復興等に要する経

費助成を行うとともに、まつりを未来に繋いでいくことを目的に、新たに「まつりの街、文京」プロジェクトを開

始し、主に小・中学生向けのワークショップ等を実施しました。引き続き、まつりの振興を図るための経費

助成を行うとともに、将来的な担い手確保に向け、子ども達がまつりを知り、まつりに関わるための取組を

推進します。 

 マイクロツーリズムの推進による周遊性の向上では、文京花の五大まつり等の開催に合わせて様々なガ

イドツアーを実施するとともに、予約ガイドツアーの周知を図ることで、ガイドツアーの参加者数が増加しま

した。引き続き、様々なガイドツアーを実施するとともに、ガイドツアーの周知を行うことで、観光ガイドの育

成を図りつつ、本区の魅力を広く発信していきます。 

 これらの取組を着実に進めることで、本区の多彩な観光資源を継承し、磨き上げるとともに、区内の観

光資源を新たな目線で活用する取組を推進し、地域の魅力創出を図っていきます。 
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（２）分野別基本方針➁ いつでも、どこでも世界をつなぐ観光情報・魅力の収集・発信・共有 

指標 現状値 目標値 
令和４年度 

実績値 

令和５年度 

実績値 

文京区観光協会のホーム

ページの新規ユーザー 

44,115 件 

（令和元年度） 
50,000 件 88,009 件 ※ 82,621 件 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 過去2年以内に新規アクセスしたユーザーの数値であるが、令和3年4月にサイトリニューアルを実施しているため、

令和4年度分の数値については令和3年3月以前の重複ユーザーは除外されていない。 

 

 

【アカデミー推進協議会の意見】 

◎観光写真コンクールは、多くの出品があって盛り上がっており、区の広報としてとても良い取組だと思っ

ているので、作品展示の期間も長く設け、より多くの人に見てもらえると良い。 

◎ＳＮＳでの発信は効果的で、その効果を期待できる発信者は区内に多くいる学生であり、そこと連携でき

ないかと考えている。区の魅力が発信され、学生にとっての区の推しを紹介することも良いのではないか。 

◎ガイドマップは、手に取りやすく多言語で作られており、とても評価できる。 

◎イベント毎に作成する会場配布のパンフレットを、ＩＴ技術を活用して区で翻訳し多言語化して発信する

取組はできないか。 

◎お祭りのパンフレットを他課が実施するイベント会場で横断的に置かせてもらうなどの連携ができると良

いと思う。 

【分野別基本方針➁ いつでも、どこでも世界をつなぐ観光情報・魅力の収集・発信・共有の状況】 

観光情報の収集・発信力の充実と共有促進では、昨年度と比較し観光インフォメーションでの案内件

数（相談件数）はやや減少していますが、増加している来所者に対して、SNSも活用しながら広く本区の観

光情報の発信を行いました。引き続き、本区の観光に関する情報収集を行うとともに、様々な媒体を通じ

て観光客への適切な情報提供を行うことで、本区への関心や来訪意欲を高め、観光振興を図ります。 

情報発信環境の整備では、5年ぶりに観光ガイドマップの全面リニューアルを行い、新たに「観光ガイド

ブック」を作成しました。また、観光ガイドブック及びグルメマップの多言語化を推進するとともに、東京観

光デジタルパンフレットギャラリー等への掲載を行い、Web上での閲覧環境を整えました。引き続き、観光

ガイドブック等の多言語化・Web化を推進し利便性の向上を図るとともに、観光ガイドブック等を活用し魅

力の発信に取り組みます。 

いつでも、どこでも世界をつなぐ観光情報・魅力の収集・発信・共有の指標である文京区観光協会のホ

ームページの新規ユーザーは82,621件で、令和8年度目標の50,000件を上回りました。 

これらの取組を着実に進めることで、だれもが、いつでも、どこでも手軽に必要な情報を入手できる環境

を整えるとともに、区民等が本区の観光資源等に関する情報を共有し、自発的な発信を促す取組を推

進し、観光情報の発信力の充実を図っていきます。 
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（３）分野別基本方針③ つながりから生まれる観光の推進 

指標 現状値 目標値 
令和４年度 

実績値 

令和５年度 

実績値 

協定等締結自治体

との連携実績 

57 件 

（令和元年度） 
70 件 88 件 106 件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アカデミー推進協議会の意見】 

◎イベントで人の集まる場所を見ると、食や物産等に偏っており、そこに力を入れるべきと考える。別の目

的で足を運んだとしても、区を知る良い機会である。 

◎東京ドームのイベントで区に来訪中の沢山の人に対して、その人達が次に区内の観光名所等を訪れて

くれるような広報ができると良い。 

◎国際交流フェスタ改め、都市交流フェスタとしたイベントの来場者数が前年に比べ増えているが、その

要因はキッチンカーの出店に加え、時世に合わせ対象を広げたことや体験等を取り入れるなど大きく変化

させたことによる。 

【分野別基本方針③ つながりから生まれる観光の推進の状況】 

他分野（スポーツ、文化芸術等）との融合では、文の京ミュージアムネットワークにおいて、例年同様全

体会議及び文京ミューズネットマップの作成を行いました。施設改修工事のため「文京ミューズフェスタ」

が中止となり、代替事業として実施した「文京ミューズネット周遊デジタルカードラリー」には26施設が参加

し、706人の参加がありました。また、全国藩校サミット文京大会の機運醸成のため、3施設から藩校に関

連した所蔵品の展示等の協力を得ました。「文京ミューズフェスタ」は一部を委託化して内容を充実させ

るとともに、近年増大している海外からの観光客等に周知できるよう英語版文京ミューズネットマップの活

用方法を検討していきます。 

国内外の協定等締結自治体や近隣自治体等との連携・協力では、都市交流フェスタにおいて、礫川

公園でのキッチンカー出店や、道路を一部規制しトラックステージを設置するなど、事業内容の大幅なリ

ニューアルに伴い、前回より来場者が約3,500人増加しました。また、交流自治体のご当地キャラクター

とのふれあいや国内外の文化体験などを通じて、交流自治体の認知度向上や異文化交流の機会とする

ことができました。開催期間の見直しなど、より参加者の方が楽しみながら文化体験等ができるイベントと

なるよう、内容の充実を図ります。引き続き、区内団体との協働により住民間の交流促進につながる出展

を検討し、本区の魅力を再発見・再確認できる機会としていきます。 

つながりから生まれる観光の推進の指標である協定等締結自治体との連携実績は106件で、令和8年

度の目標値である70件を上回りました。 

これらの取組を着実に進めることで、文化芸術など、他分野との関係性を深めるとともに、協定等締結

自治体等との交流を促進し、様々な形での連携・協力による新しい「文の京」の観光を推進していきま

す。 
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（４）分野別基本方針④ 何度でも訪れたくなるおもてなしの環境整備 

指標 現状値 目標値 

「だれもが観光に訪れたくなるま

ちを支える仕組みをつくること」

への満足度 

区民：38.9％ 

事業参加者：76.0％ 

（令和元年度） 

区民：50.0％ 

事業参加者：81.0％ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アカデミー推進協議会の意見】 

◎花の五大まつりにおいて、何れも花木の寿命が近づいているが、生産者も年々減っており、次代に繋げ

ていくことに懸念があるため、区の踏み込んだ対応を希望する。 

◎ここでも外国人の活用が大事で、そのためには大学との連携が重要だと思う。ガイド制度を大学と連携

して周知すると良いのではないか。 

◎ガイドマップの冊子は全てが網羅され魅力的だが、ページ数も費用も多く掛かっている。京都では地域

ごとに１枚もののガイドマップがあり、手軽で便利なため、区も作成方法を検討すべきである。 

◎観光の視点から見ると、学生は区では考え付かないようなアイデアを持っていることは確かであり、大学

との連携は必要な手段のひとつと考える。 

【分野別基本方針④ 何度でも訪れたくなるおもてなしの環境整備の状況】 

観光客の受入基盤整備では、5年ぶりに観光ガイドマップの全面リニューアルを行い、新たに「観光ガイ

ドブック」を作成しました。また、観光ガイドブック及びグルメマップの多言語化を推進するとともに、東京観

光デジタルパンフレットギャラリー等への掲載を行い、Web上での閲覧環境を整えました。引き続き、観光

ガイドブック等の多言語化・Web化を推進し利便性の向上を図るとともに、観光ガイドブック等を活用し魅

力の発信に取り組みます。 

多様な人材の育成・活用では、文京花の五大まつり等の開催に合わせて様々なガイドツアーを実施す

るとともに、予約ガイドツアーの周知を図ることで、ガイドツアーの参加者数が増加しました。引き続き、

様々なガイドツアーを実施するとともに、ガイドツアーの周知を行うことで、観光ガイドの育成を図りつつ、本

区の魅力を広く発信していきます。 

これらの取組を着実に進めることで、だれもが安心して区内観光を楽しみながら、区民や訪れる方が本

区に愛着を感じ、何度でも訪れたくなるための環境づくりを推進していきます。 



4.観光（№82～95）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

４．主要事業の成果に対する評価

（１）分野別基本方針①　区内まるごと周遊の促進
ア　観光資源の磨き上げと新たな魅力の創出

4－①－ア　観光写真コンクール

事業概要

　文京区観光協会において区内の名所・旧跡などの歴史文化遺産や花の五大まつりなどの風物詩、現代のまち

の表情を広く紹介する観光写真コンクールを実施します。

指標：観光写真コンクールの応募者数（人）/写真展の来場者数（人）

実績（D） 161/575 151/673

目標（P） 170/530 175/540 180/550 185/560 190/570

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　令和4年度で第60回を迎え、区民を中心にたくさ

んの応募がありました。特にジュニア部門では、新

たにジュニア向け写真教室を実施することで、参加

者の増加につなげることができました。

　新たな参加者の増加につながる取り組みを検討す

るとともに、観光PRポスターをはじめ様々な機会

で受賞作品を使用することで、観光PRへ繋げてい

きます。

R5

　ジュニア向け写真教室の継続実施もあり、ジュニ

ア部門では昨年度を上回る応募がありました。ま

た、写真展や区ホームページなど様々な媒体で受賞

作品を活用し、魅力の発信を図りました。

　ジュニア向け写真教室の継続実施や受賞者作品の

更なる活用を検討することで、観光写真コンクール

を通じた観光PRを図ります。

　文京花の五大まつり、朝顔・ほおずき市、根津･千駄木下町まつりのＰＲ及び実施に要する経費等の補助を行

い、まつりの振興と発展を図ります。

指標：文京花の五大まつり等の来場者数（万人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

4－①－ア　花の五大まつり等助成

事業概要

実績（D） 150 165

目標（P） 150 165 165 165 165

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　文京花の五大まつり等の実施及び復興等に要する

経費への補助を行うことで、まつりの振興及び地域

活力の復興を図ることができました。

　引き続き、文京花の五大まつり等の振興及び地域

活力の復興等へつながる経費等への補助を行うとと

もに、積極的な情報発信を行い、まつりへの誘客を

促進することで、まつりの振興及び発展を図りま

す。

R5

　文京花の五大まつり等の実施及び復興等に要する

経費助成を行うとともに、まつりを未来に繋いでい

くことを目的に、新たに「まつりの街、文京」プロ

ジェクトを開始し、主に小・中学生向けのワーク

ショップ等を実施しました。

　引き続き、まつりの振興を図るための経費助成を

行うとともに、将来的な担い手確保に向け、子ども

達がまつりを知り、まつりに関わるための取組を推

進します。
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　区民を中心としたボランティアの観光ガイドを育成するとともに、まちあるきコースの開発や案内を行いま

す。

指標：観光ガイドツアーの参加者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

イ　マイクロツーリズムの推進による周遊性の向上

4－①－イ　観光ガイド事業

事業概要

実績（D） 323 747

目標（P） 300 350 400 450 500

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　新型コロナウイルス感染症の影響で中止していた

ガイドツアーを令和3年度より段階的に再開し、令

和4年度には予約ガイドツアーを再開しました。ま

た、3年ぶりに新規ガイドの募集を行い、新たに8名

の新規ガイドを登録しました。

　引き続き、様々なガイドツアーを実施するととも

に、ガイドツアーの周知を行うことで、観光ガイド

の育成を図りつつ、本区の魅力を広く発信していき

ます。

R5

　文京花の五大まつり等の開催に合わせて様々なガ

イドツアーを実施するとともに、予約ガイドツアー

の周知を図ることで、ガイドツアーの参加者数が増

加しました。

　引き続き、様々なガイドツアーを実施するととも

に、ガイドツアーの周知を行うことで、観光ガイド

の育成を図りつつ、本区の魅力を広く発信していき

ます。

　シビックセンター1階で、文京区の観光に関する情報収集・提供や案内を行います。

指標：観光インフォメーションでの案内件数（件）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

（２）分野別基本方針②　いつでも、どこでも世界をつなぐ観光情報・魅力の収集・発信・共有
ア　観光情報の収集・発信力の充実と共有促進

4－②－ア　観光インフォメーション

事業概要

実績（D） 1,650 1,627

目標（P） 1,650 1,850 1,850 1,850 1,850

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　国内外の観光客数の回復もあり、来所人数や相談

件数が増加傾向にある観光インフォメーションにお

いて、広く本区の観光情報の発信を行いました。

　引き続き、本区の観光に関する情報収集を行うと

ともに、様々な媒体を通じて観光客への適切な情報

提供を行うことで、本区への関心や来訪意欲を高

め、観光振興を図ります。

R5

　昨年度と比較し案内件数（相談件数）はやや減少

していますが、増加している来所者に対して、SNS

も活用しながら広く本区の観光情報の発信を行いま

した。

　引き続き、本区の観光に関する情報収集を行うと

ともに、様々な媒体を通じて観光客への適切な情報

提供を行うことで、本区への関心や来訪意欲を高

め、観光振興を図ります。
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　区内観光施設や名所・旧跡等を掲載した「観光ガイドブック」及び区内飲食店を紹介する「グルメマップ」

を作成します。また、両マップの多言語化及びWEB化を推進します。

指標：観光ガイドブックの作成部数（部）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

4－②－ア　観光ガイドブック、グルメマップの作成・多言語化【再掲】

事業概要

実績（D） 58,000 53,500

目標（P） 60,000 70,000 70,000 70,000 70,000

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　観光ガイドマップを５か国語、グルメマップを３

か国語で作成するなど、インバウンド需要も見据え

た多言語化を推進しました。また、東京観光デジタ

ルパンフレットギャラリー等への掲載を行い、Web

上でもパンフレットが閲覧できるよう取り組みまし

た。

　引き続き、観光ガイドマップ等の多言語化・Web

化を推進し、利便性の向上を図るとともに、観光ガ

イドマップのリニューアルを行うなど、情報発信力

の強化に取り組みます。

R5

　5年ぶりに観光ガイドマップの全面リニューアル

を行い、新たに「観光ガイドブック」を作成しまし

た。また、観光ガイドブック及びグルメマップの多

言語化を推進するとともに、東京観光デジタルパン

フレットギャラリー等への掲載を行い、Web上での

閲覧環境を整えました。

　引き続き、観光ガイドブック等の多言語化・Web

化を推進し利便性の向上を図るとともに、観光ガイ

ドブック等を活用し魅力の発信に取り組みます。

　シビックセンター1階で、文京区の観光に関する情報収集・提供や案内を行います。

指標：観光インフォメーションでの案内件数（件）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

イ　情報発信環境の整備

4－②－イ　観光インフォメーション【再掲】

事業概要

実績（D） 1,650 1,627

目標（P） 1,650 1,850 1,850 1,850 1,850

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　国内外の観光客数の回復もあり、来所人数や相談

件数が増加傾向にある観光インフォメーションにお

いて、広く本区の観光情報の発信を行いました。

　引き続き、本区の観光に関する情報収集を行うと

ともに、様々な媒体を通じて観光客への適切な情報

提供を行うことで、本区への関心や来訪意欲を高

め、観光振興を図ります。

R5

　昨年度と比較し案内件数（相談件数）はやや減少

していますが、増加している来所者に対して、SNS

も活用しながら広く本区の観光情報の発信を行いま

した。

　引き続き、本区の観光に関する情報収集を行うと

ともに、様々な媒体を通じて観光客への適切な情報

提供を行うことで、本区への関心や来訪意欲を高

め、観光振興を図ります。
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　区内観光施設や名所・旧跡等を掲載した「観光ガイドブック」及び区内飲食店を紹介する「グルメマップ」

を作成します。また、両マップの多言語化及びWEB化を推進します。

指標：観光ガイドブックの作成部数（部）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

4－②－イ　観光ガイドブック、グルメマップの作成・多言語化

事業概要

実績（D） 58,000 53,500

目標（P） 60,000 70,000 70,000 70,000 70,000

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　観光ガイドマップを５か国語、グルメマップを３

か国語で作成するなど、インバウンド需要も見据え

た多言語化を推進しました。また、東京観光デジタ

ルパンフレットギャラリー等への掲載を行い、Web

上でもパンフレットが閲覧できるよう取り組みまし

た。

　引き続き、観光ガイドマップ等の多言語化・Web

化を推進し、利便性の向上を図るとともに、観光ガ

イドマップのリニューアルを行うなど、情報発信力

の強化に取り組みます。

R5

　5年ぶりに観光ガイドマップの全面リニューアル

を行い、新たに「観光ガイドブック」を作成しまし

た。また、観光ガイドブック及びグルメマップの多

言語化を推進するとともに、東京観光デジタルパン

フレットギャラリー等への掲載を行い、Web上での

閲覧環境を整えました。

　引き続き、観光ガイドブック等の多言語化・Web

化を推進し利便性の向上を図るとともに、観光ガイ

ドブック等を活用し魅力の発信に取り組みます。
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　区内博物館、美術館、庭園等、文化・芸術に関する施設が「文の京ミュージアムネットワーク」（文京

ミューズネット）として連携し、各施設の特色や個性を発信します。

令和8年度に向けた目標（P）

　区と施設及び施設間の連携を深め、区の貴重な文化資源として積極的に周知していきます。

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　例年実施している事業（全体会議、文京ミューズ

ネットマップの作成、ミューズフェスタの開催）の

ほか、単年度事業として入館料助成キャンペーンを

行い、2か月間で16,398件もの利用がありました。

これに伴いミューズネットマップ日本語版も作成し

た35,000部すべてが配布終了するなど、文の京

ミューズネットの認知度が大きく向上したと考えれ

られます。

　令和５年度は施設改修工事のためミューズフェス

タの開催を中止します。代替事業としてミューズ施

設をめぐるデジタルスタンプラリーを実施し、

ミューズネットの活動を盛り上げます。

（３）分野別基本方針③　つながりから生まれる観光の推進
ア　他分野（スポーツ、文化芸術等）との融合

4－③－ア　文の京ミュージアムネットワーク【再掲】

事業概要

R5

　例年同様全体会議及び文京ミューズネットマップ

の作成を行いました。

　施設改修工事のため「文京ミューズフェスタ」が

中止となり、代替事業として実施した「文京ミュー

ズネット周遊デジタルカードラリー」には26施設が

参加し、706人の参加がありました。

　また全国藩校サミット文京大会の機運醸成のた

め、3施設から藩校に関連した所蔵品の展示等の協

力を得ました。

　「文京ミューズフェスタ」は一部を委託化して内

容を充実させていきます。

　また、近年増大している海外からの観光客等に周

知できるよう英語版文京ミューズネットマップの活

用方法を検討していきます。
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4－③－ア　文京博覧会（ぶんぱく）【再掲】

事業概要

　区内産業・商業・消費者団体などによる展示・実演・販売を行います。区内大学の産学連携または地域連携

事業も紹介します。

指標：文京博覧会（ぶんぱく）への来場者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

実績（D） 8,507 10,625

令和8年度

目標（P） 8,000 9,000 10,000 11,000 12,000

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　区内企業・産業団体・区内大学などによる展示・

実演・研究発表・販売などを行い、区内産業等につ

いて広く区内外に情報発信を行いました。

　区内産業や伝統工芸等を文京区内外により広く

知ってもらうため、積極的な情報発信を行っていく

必要があります。

R5

　コロナ禍以前と同規模で開催し、区内企業・産業

団体・区内大学などによる展示・実演・研究発表・

販売などを行い、区内産業等について文京区内外に

広く情報発信をすることができました。

　開催内容の充実を図るとともに、各種SNSを活用

した効果的な情報発信を行うことで、区内産業や伝

統工芸等の更なる認知度向上を目指します。

　外国人と日本人が日本や世界各国の様々な文化体験を通じて、国際交流、国内交流のそれぞれの魅力を体験

するイベントを実施します。

指標：都市交流フェスタの来場者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

イ　国内外の協定等締結自治体や近隣自治体等との連携・協力

４－③－イ　都市交流フェスタ【再掲】

事業概要

実績（D） 1,300 4,785

目標（P） 1,300 1,350 1,400 1,450 1,500

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　４年振りに対面での国際交流フェスタを実施し、

前回（令和元年度）より来場者数が200人増加しま

した。また、国内交流自治体の物産展を実施する等

国内の魅力発信も併せて行いました。

　国際交流のみならず、国内交流の魅力発信を充実

させ、双方の文化に触れてもらうイベントへと規模

を拡大します。そのため、より誘客でき、かつ、交

流自治体の認知度向上へつながる出展を検討し、内

容の充実を図ります。

R5

　礫川公園でのキッチンカー出店や、道路を一部規

制しトラックステージを設置するなど、事業内容の

大幅なリニューアルに伴い、前回より来場者が約

3,500人増加しました。また、交流自治体のご当地

キャラクターとのふれあいや国内外の文化体験など

を通じて、交流自治体の認知度向上や異文化交流の

機会とすることができました。

　開催期間の見直しなど、より参加者の方が楽しみ

ながら文化体験等ができるイベントとなるよう、内

容の充実を図ります。引き続き、区内団体との協働

により住民間の交流促進につながる出展を検討し、

本区の魅力を再発見・再確認できる機会とします。
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　区内産業・商業・消費者団体などによる展示・実演・販売を行います。区内大学の産学連携または地域連携

事業も紹介します。

指標：文京博覧会（ぶんぱく）への来場者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

4－③－イ　文京博覧会（ぶんぱく）【再掲】

事業概要

実績（D） 8,507 10,625

目標（P） 8,000 9,000 10,000 11,000 12,000

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　区内企業・産業団体・区内大学などによる展示・

実演・研究発表・販売などを行い、区内産業等につ

いて広く区内外に情報発信を行いました。

　区内産業や伝統工芸等を文京区内外により広く

知ってもらうため、積極的な情報発信を行っていく

必要があります。

R5

　コロナ禍以前と同規模で開催し、区内企業・産業

団体・区内大学などによる展示・実演・研究発表・

販売などを行い、区内産業等について文京区内外に

広く情報発信をすることができました。

　開催内容の充実を図るとともに、各種SNSを活用

した効果的な情報発信を行うことで、区内産業や伝

統工芸等の更なる認知度向上を目指します。

　区内観光施設や名所・旧跡等を掲載した「観光ガイドブック」及び区内飲食店を紹介する「グルメマップ」

を作成します。また、両マップの多言語化及びWEB化を推進します。

指標：観光ガイドブックの作成部数（部）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

（４）分野別基本方針④　何度でも訪れたくなるおもてなしの環境整備
ア　観光客の受入基盤整備

4－④－ア　観光ガイドブック、グルメマップの作成・多言語化【再掲】

事業概要

実績（D） 58,000 53,500

目標（P） 60,000 70,000 70,000 70,000 70,000

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　観光ガイドマップを５か国語、グルメマップを３

か国語で作成するなど、インバウンド需要も見据え

た多言語化を推進しました。また、東京観光デジタ

ルパンフレットギャラリー等への掲載を行い、Web

上でもパンフレットが閲覧できるよう取り組みまし

た。

　引き続き、観光ガイドマップ等の多言語化・Web

化を推進し、利便性の向上を図るとともに、観光ガ

イドマップのリニューアルを行うなど、情報発信力

の強化に取り組みます。

R5

　5年ぶりに観光ガイドマップの全面リニューアル

を行い、新たに「観光ガイドブック」を作成しまし

た。また、観光ガイドブック及びグルメマップの多

言語化を推進するとともに、東京観光デジタルパン

フレットギャラリー等への掲載を行い、Web上での

閲覧環境を整えました。

　引き続き、観光ガイドブック等の多言語化・Web

化を推進し利便性の向上を図るとともに、観光ガイ

ドブック等を活用し魅力の発信に取り組みます。
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　区内博物館、美術館、庭園等、文化・芸術に関する施設が「文の京ミュージアムネットワーク」（文京

ミューズネット）として連携し、各施設の特色や個性を発信します。

令和8年度に向けた目標（P）

　区と施設及び施設間の連携を深め、区の貴重な文化資源として積極的に周知していきます。

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　例年実施している事業（全体会議、文京ミューズ

ネットマップの作成、ミューズフェスタの開催）の

ほか、単年度事業として入館料助成キャンペーンを

行い、2か月間で16,398件もの利用がありました。

これに伴いミューズネットマップ日本語版も作成し

た35,000部すべてが配布終了するなど、文の京

ミューズネットの認知度が大きく向上したと考えれ

られます。

　令和５年度は施設改修工事のためミューズフェス

タの開催を中止します。代替事業としてミューズ施

設をめぐるデジタルスタンプラリーを実施し、

ミューズネットの活動を盛り上げます。

4－④－ア　文の京ミュージアムネットワーク【再掲】

事業概要

R5

　例年同様全体会議及び文京ミューズネットマップ

の作成を行いました。

　施設改修工事のため「文京ミューズフェスタ」が

中止となり、代替事業として実施した「文京ミュー

ズネット周遊デジタルカードラリー」には26施設が

参加し、706人の参加がありました。

　また全国藩校サミット文京大会の機運醸成のた

め、3施設から藩校に関連した所蔵品の展示等の協

力を得ました。

　「文京ミューズフェスタ」は一部を委託化して内

容を充実させていきます。

　また、近年増大している海外からの観光客等に周

知できるよう英語版文京ミューズネットマップの活

用方法を検討していきます。
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令和8年度

目標（P） 10 - 10 - 10

イ　多様な人材の育成・活用

4－④－イ　観光ガイド事業【再掲】

事業概要

　区民を中心としたボランティアの観光ガイドを育成するとともに、まちあるきコースの開発や案内を行いま

す。

指標：観光ガイドの新規登録者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　新型コロナウイルス感染症の影響で中止していた

ガイドツアーを令和3年度より段階的に再開し、令

和4年度には予約ガイドツアーを再開しました。ま

た、3年ぶりに新規ガイドの募集を行い、新たに8名

の新規ガイドを登録しました。

　引き続き、様々なガイドツアーを実施するととも

に、ガイドツアーの周知を行うことで、観光ガイド

の育成を図りつつ、本区の魅力を広く発信していき

ます。

R5

　文京花の五大まつり等の開催に合わせて様々なガ

イドツアーを実施するとともに、予約ガイドツアー

の周知を図ることで、ガイドツアーの参加者数が増

加しました。

　引き続き、様々なガイドツアーを実施するととも

に、ガイドツアーの周知を行うことで、観光ガイド

の育成を図りつつ、本区の魅力を広く発信していき

ます。

実績（D） 8 -
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第７章 国内・国際交流分野の点検・評価 

１．国内・国際交流分野の評価                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文京区アカデミー推進協議会委員（学識経験者） 

国内・国際交流分科会座長 山田 徹雄 

国内・国際交流分野においては、３つの基本方針を設定している。 

基本方針①「国内交流自治体との交流促進と相互発展」については、区民が交流自治体を知る

契機となり、文京区の交流自治体の認知度向上を目的に、交流自治体特産品等の購入補助、当選

商品のリニューアル等を実施し、成果を収めた。特に、食めぐりスタンプラリーは、区民の交流自治体

認知度向上に役立っている。分野横断的な企画である文京博覧会における区内各種団体の展示等

は、区内産業情報を区内外へ発信する重要な機会となっている。 

基本方針②「国際理解を育み定着に向けた機会づくり」において、まず指摘すべき項目は、姉妹

都市カイザースラウテルン市との交流である。コロナ下において中断していたホームステイ交流会は、

代替事業としてオンライン交流会を実施し、令和５年度の事業再開により継続が図られている。アカ

デミア講座における国際理解に向けた幅広いテーマの講座運営がなされている。国際交流フェスタ

が４年ぶりの対面で都市交流フェスタとして実施され、特に文化体験コーナーが好評であったと伝え

られている。こういった取り組みは区民の国際理解向上に大いに役立っている。 

基本方針③「外国人が活躍できる環境づくり」において、もっとも重要であるのは、多言語化による

外国人の日常生活支援である。この点、庁内各課の翻訳希望文書の多言語翻訳が着実に進行して

きた。また、やさしい日本語を活用した留学生とのオンライン交流会が、令和５年度は対面により実施

され、そのニーズがあることも確認されている。「外国人のための専門家相談会」の共催を通じて外国

人が活躍する場の提供をも企画されている。 

以上、基本方針について、令和６年度、第１回分科会(国内・国際交流分野)において議論が展開

され、おおむね高い評価を得た。さらに成果をあげるために、いくつかの前向きの方向性、展望が示さ

れた。 

ホームステイは、規模が現状では小さいが、質的な面では、区民の国際理解促進の一助を担って

いる。さらに、ホームステイ事業のフィードバックという観点から訪問者によるOB,OG会を活用すること、

区民と外国人との交流を一層拡充すること等の展望が示された。 

大学数が多いという文京区の事情から外国人が主に単身者であることから、きめ細かなサポートが

必要であることを改めて確認することが必要であり、社会福祉協議会と連携した簡単な日本語教育

サポートを継続、発展させることが望まれる。さらには、今後は外国人の意見を吸い上げていくことも考

えていくという課題もある。外国人に対する災害への援助は、現状では防災フェスタへの参加等の機

会を捉えて行うことがよいのではないかとの意見の一致をみた。言葉の問題に対して、ネットワークとい

った観点から対応していく必要があろう。 
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２．主要事業一覧 

分野別基本方針①国内交流自治体との交流促進と相互発展 アカデミー推進計画 総合戦略 

ア 国内交流自治体の魅力発信とPR の充実 

101 国内交流自治体食材購入費補助事業 〇 ○ 

102 都市交流フェスタ【再掲】 〇 ○ 

イ 国内交流自治体との交流の活性化 

103 交流自治体主催の区民向け事業への協力 〇  

104 区事業における物産展等の出店 ○  

ウ 横断的な交流事業の展開 

105 文京博覧会（ぶんぱく）【再掲】 〇  

106 「文の京文化発信プロジェクト」【再掲】 ○  

分野別基本方針➁国際理解を育み定着に向けた機会づくり アカデミー推進計画 総合戦略 

ア 海外都市との交流の活性化 

107 海外都市との交流の活性化 ○ ○ 

108 ホームステイ生徒交換事業  ○ ○ 

イ 国際理解に向けた情報の収集・発信・共有 

109 生涯学習講座での国際理解推進 〇  

110 都市交流フェスタ ○  

111 国際理解促進事業 ○ ○ 

ウ 横断的な交流事業の展開 

112 国際理解促進事業【再掲】 〇 ○ 

分野別基本方針③外国人が活躍できる環境づくり アカデミー推進計画 総合戦略 

ア 多言語及びやさしい日本語を活用した情報発信の充実 

113 外国人の日常生活支援のための多言語化 〇  

114 国際理解促進事業【再掲】 〇 ○ 

イ 外国人の活躍できる場の提供支援 

115 区内大学、ボランティア団体等との協働・連携 〇  

※総合戦略の欄は、「文の京」総合戦略（令和２年度～令和５年度）に掲載されている事業。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



109 

３．分野別基本方針に対する事業を通じた達成状況 

（1）分野別基本方針① 国内交流自治体との交流促進と相互発展 

指標 現状値 目標値 

国内交流自治体の認知度 
18.5％ 

（令和元年度） 
25.0％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アカデミー推進協議会の意見】 

◎留学生は、自治体の交流活動にとても積極的で、参加するイベントで関係を構築できることを期待して

いる。 

◎食や物産のイベントは、区民等にとても人気が高く、集客面からも取組みやすい事業で、誰にも身近で

自治体同士の交流もとても良い。また交流の促進は、こうした活動を通じ経済面での繋がりを生み、更に

は自治体同士が防災などの行政課題に取り組む関係を築くきっかけにもなり得ることを知った。 

◎区のイベントへの参加は、まちをＰＲする機会であり、また他の自治体との横のつながりを深めるとても貴

重で有意義なものである。 

【分野別基本方針① 国内交流自治体との交流促進と相互発展の状況】 

交流自治体の魅力発信とPRの充実では、都市交流フェスタにおいて、交流自治体のご当地キャラクタ

ーとのふれあい、国内外の文化体験及び交流自治体の物産展等を通じて、交流自治体の認知度向上

や異文化交流の機会とすることができました。引き続き、区内団体等との協働により、住民間の交流促進

につながる出展を検討し、本区及び交流自治体の魅力を再発見・再確認できる機会とします。 

交流自治体との交流の活性化では、各事業と連携し、物産展を開催することで、幅広く区民に交流自

治体の魅力を発信することができました。また、金沢市とともに震災復興を支援する物産展を開催しまし

た。今後も、その地域の観光資源や物産を広くPRすることで、国内の魅力を区民に広く周知し、住民間の

交流を促進します。 

横断的な交流事業の展開では、文京博覧会をコロナ禍以前と同規模で開催し、区内企業・産業団

体・区内大学などによる展示及び実演等を行い、区内産業等について文京区外に広く情報を発信しまし

た。今後は、開催内容の充実を図るとともに、各種SNSを活用した効果的な情報発信を行うことで、区内

産業や伝統工芸等の更なる認知度向上を目指します。 

これらの取組を着実に進めることで、文京区及び国内交流自治体双方の魅力を発信するとともに、有

事の際に備えた関係性構築のために、平時から協定締結等自治体をはじめ、交流自治体との連携を強

化し、より自治体同士の関係を強固にしていきます。 
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（２）分野別基本方針➁ 国際理解を育み定着に向けた機会づくり 

指標 現状値 目標値 

外国人と交流している区民の割合 
25.2％ 

（令和元年度） 
35.0％ 

海外の姉妹都市・友好都市の認知度 
26.1％ 

（令和元年度） 
35.0％ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アカデミー推進協議会の意見】 

◎姉妹都市との交流、ホームステイの受入れと派遣は、区民の国際理解を図る貴重な機会だと思うが、

区内には多くの外国人が住み、大学もたくさんあるため、この環境を活かして区民に異文化体験を提供で

きるのではないか。ホームビジットは比較的容易に体験者を増やせ、外国人にとっても区を身近に感じて

愛着が持てると思う。 

◎留学生にとっての始まりは９月で、多くは半年ごとに入れ替わるため、積極的にＳＮＳでの発信を求める

のであれば、留学生にあわせる柔軟な対応が必要である。 

◎対面での若年層の姉妹都市とのホームステイ交流事業は意味のあるものだが、区民にその成果をどう

効果的に広報し還元するのか。生徒の感じた驚きや感動をＳＮＳ等で発信、また映像化するほか、帰国

後に報告会を行うなどの検討をしてほしい。 

【分野別基本方針➁ 国際理解を育み定着に向けた機会づくりの状況】 

海外都市との交流の活性化では、ホームステイ交換事業を令和元年度から延期していましたが、姉妹

都市・カイザースラウテルン市の生徒の受入れを再開し、3名の生徒が文京区を訪問しました。学生同士

が互いの理解を深め、姉妹都市間の交流ができました。令和6年度は、カイザースラウテルン市へ日本

生徒を派遣します。異国文化を体験する機会を提供することで、参加者の国際理解を促進するとともに、

姉妹都市との友好関係を深めます。 

国際理解に向けた情報の収集・発信・共有では、アカデミア講座において、諸外国の人々や文化につ

いて学び、理解することや、多様な価値観の尊重、外国語によるコミュニケーション能力向上等、世界情

勢も踏まえた講座を実施しました。引き続き、国際的な視野を持ち、多文化共生の意識の普及を図りま

す。 

横断的な交流事業の展開では、区内関係団体等と連携し、姉妹都市等に因んだ文化講座等を開催

しました。令和5年度は、周年の記念事業として、トルコ写真展を開催し、多くの方にご来場いただき、区

民が多様な文化に触れる機会を創出できました。さらに、留学生との交流会を拡充する等住民間の交流

の機会を促進することができました。対面実施のニーズが高いため、講座内容及び開催時間帯等区民ニ

ーズを的確に把握し、参加者増加を図ります。 

区民の国際理解の定着に向けた情報発信や異文化に触れる機会づくりを継続し、一時的な体験で終

わらないように継続性を持たせた事業展開を検討します。 
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（３）分野別基本方針③ 外国人が活躍できる環境づくり 

指標 現状値 目標値 

外国人における文京区への愛着度 
- 

（令和元年度） 
50.0％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アカデミー推進協議会の意見】 

◎外国人の区への来客増に着目し、物産展等のイベントに積極的に参加できるよう呼びかけるとともに、

英語を表記し参画を促すことで、区に対する愛着へ繋がるのではないかと感じた。 

◎外国人が活躍できる環境づくりで重要なことは「日本語」である。在住外国人の増加はその家族の増加

に直結し、その人たちへの日本語教育支援はとても大切な問題で、全国的に対応すべき課題である。 

◎外国人の暮らしやすさを支援して提供するだけでなく、区民と双方が活き活きと活躍できる環境がつく

れたらと考えている。それは一方的に提供するのではなく、外国人同士が支え合える仕組みをつくる支援

も、その一つだと思う。 

【分野別基本方針③ 外国人が活躍できる環境づくりの状況】 

多言語及びやさしい日本語を活用した情報発信の充実では、各課で外国人の日常生活支援のための

多言語化を促進するために、全庁の翻訳希望文書を集約し、令和5年度は16課において、6言語、31文

書を翻訳し、各課で活用をしました。今後は、多言語化の必要性を認識した際に機動的に対応できるよう

に、各課でそれぞれ文書の多言語化を実施します。引き続き各課からのニーズに応じて、必要な支援を

行います。 

また、国際理解促進事業として、やさしい日本語を活用した留学生との交流会を拡充し、基礎編及び

発展編の２回連続講座を開催しました。やさしい日本語を学び、実践するとともに区民と留学生の交流す

る機会を提供することができました。基礎編及び発展編と体系的に学ぶことで、区民の満足度が高まり、

留学生含め参加者の交流が活発になったため、今後も取り組みを継続するとともに、より区民満足度が

高まる内容を検討します。 

外国人の活躍できる場の提供支援では、「外国人のための専門家相談会」を共催しました。昨年度と

比べて相談者が増加し、一定の需要があることが改めて確認できました。引き続き区内在住外国人支援

につながる後援等事業について、情報を積極的に発信していくとともに、関係団体との協働の在り方を検

討していきます。 

これらの取組を着実に進めることで、区内在住・在学外国人が、暮らしやすく、また、地域活動等に参

加しやすい環境を整え、外国人が活躍できる環境づくりを促進します。 



5.国内・国際交流（№96～110）

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　食めぐりスタンプラリー参加店舗が8店舗増加

し、スタンプラリー応募件数も44件増加しました。

また、スタンプラリー当選賞品を協定等締結自治体

の特産品にリニューアルしたことで、区民が交流自

治体を知る契機となり、文京区の交流自治体の認知

度向上につなげることができました。

　引き続き交流自治体、区民及び参加事業者３者に

メリットのある事業になるよう、当選商品の検討及

びスタンプラリーの方法を検討していきます。ま

た、事業の認知度の向上を図るだけではく、協定締

結等自治体の認知度向上にも寄与する周知を行いま

す。

R5

 　参加店舗の業態等により、応募者数は減少して

しまいました。しかし、スタンプラリー当選賞品の

見直し及び当選人数の増加により、冷蔵品等も含め

た幅広い協定等締結自治体の特産品を賞品とするこ

とで、区民の交流自治体の認知度及び魅力度向上に

つなげることができました。

　参加店舗増加のために、申請の受付方法及び周知

方法等の見直しを検討します。また、引き続き事業

の魅力度向上及び交流自治体の認知度向上につなが

るよう、区民が参加しやすく、より集客効果を高め

る方法を検討していきます。

実績（D） 16/254 16/159

４．主要事業の成果に対する評価

（１）分野別基本方針①　国内交流自治体との交流促進と相互発展
ア　国内交流自治体の魅力発信とPR の充実

５－①－ア　国内交流自治体食材購入費補助事業

事業概要
　協定締結自治体と食を通じた交流の活性化を図る事業。区内飲食店が交流自治体の食材を利用し料理等を提

供した場合、食材購入費の一部を補助します。料理提供期間に合わせ、食めぐりスタンプラリーを実施するこ

とで交流自治体の魅力を発信し、区民への周知を図ります。

指標：参加店舗数（件）/食めぐりスタンプラリー応募者数（人）

目標（P） 16/254 16/260 17/270 17/275 18/280

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
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成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　４年振りに対面での国際交流フェスタを実施し、

前回（令和元年度）より来場者数が200人増加しま

した。また、国内交流自治体の物産展を実施する等

国内の魅力発信も併せて行いました。

文化体験コーナーが特に好評であり、文化体験等を

通じた異文化交流の機会とすることができました。

　国際交流のみならず、国内交流の魅力発信を充実

させ、双方の文化に触れてもらうイベントへと規模

を拡大します。そのため、在住・在学外国人をはじ

め新たな参加者を誘客でき、かつ、交流自治体の認

知度向上へつながる出展を検討し、内容の充実を図

ります。

R5

　礫川公園でのキッチンカー出店や、道路を一部規

制しトラックステージを設置するなど、事業内容の

大幅なリニューアルに伴い、前回より来場者が約

3,500人増加しました。また、交流自治体のご当地

キャラクターとのふれあいや国内外の文化体験など

を通じて、交流自治体の認知度向上や異文化交流の

機会とすることができました。

　開催期間の見直しなど、より参加者の方が楽しみ

ながら文化体験等ができるイベントとなるよう、内

容の充実を図ります。引き続き、区内団体との協働

により住民間の交流促進につながる出展を検討し、

本区の魅力を再発見・再確認できる機会とします。

実績（D） 1,300 4,785

目標（P） 1,300 1,350 1,400 1,450 1,500

　外国人と日本人が日本や世界各国の様々な文化体験を通じて、国際交流、国内交流のそれぞれの魅力を体験

するイベントを実施します。

指標：都市交流フェスタの来場者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

５－①－ア　都市交流フェスタ【再掲】

事業概要
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成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　4年度は新型コロナウイルス感染症の影響で、各

自治体と連携した後援等の事業の実施はありません

でした。

　5年度以降、各自治体が事業が活発になることか

ら、徐々に後援等の依頼の増加が見込まれます。依

頼等があった場合は、事業趣旨の精査をし、後援等

する際は、情報発信等に積極的に協力します。

R5

　盛岡市の盛岡文士劇及びモリハチ祭りの共催並び

にうまる市の現代版組踊「肝高の阿麻和利」の後援

をし、文化芸術及び物産展等を通じて交流都市の魅

力を発信しました。

　今後も交流自治体から後援等の依頼があれば、引

き続き事業趣旨を精査し、各自治体と連携し、情報

発信等に協力します。また、共催及び後援等にかか

わらず交流自治体との事業連携を活発化させていき

ます。

実績（D） 0 3

目標（P） 1 3 3 3 3

　くまモンファン感謝祭、上天草フェアの後援、モリハチ祭りの共催などを行い、事業に協力します。

指標：後援・共催事業数（件）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

イ　国内交流自治体との交流の活性化

５－①－イ　交流自治体主催の区民向け事業への協力

事業概要
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成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　各イベントに交流自治体が物産展を出店し、誘客

につなげることができ、併せて区民に国内交流自治

体の魅力を広く発信し、周知することができまし

た。

　物産展の出店を通じ、交流自治体との関係構築に

寄与し、さらなら自治体同士の連携強化につなげる

ことができています。

　今後も交流自治体の参加を促し、その地域の観光

資源や物産を広くPRすることで、国内の魅力を区

民に広く周知し、交流を継続するとともに、より自

治体同士の関係を強固にし、さらに自治体間交流の

促進につなげていきます。

R5

　盛岡文士劇等交流自治体が実施するイベント等に

おていも積極的に物産展を開催しました。各事業と

連携し、物産展を開催することで、幅広く区民に交

流自治体魅力を発信することができました。また、

金沢市とともに物産展を開催し、自治体PRだけで

なく、震災復興を支援する趣旨での事業を展開する

ことができました。

　協定締結等自治体をはじめ、交流自治体との連携

を強化し、より自治体同士の関係を強固にしていき

ます。また、その地域の観光資源や物産を広くPR

することで、国内の魅力を区民に広く周知し、住民

間の交流を促進します。

実績（D） 45 75

目標（P） 45 50 50 50 50

　文京博覧会、花の５大まつり、藩校サミット、時代まつり等への交流自治体物産展の出店により、周知をし

ます。

指標：物産展等の出店日数（日）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

５－①－イ　区事業における物産展等の出店

事業概要
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成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　区内企業・産業団体・区内大学などによる展示・

実演・研究発表・販売などを行い、区内産業等につ

いて広く区内外に情報発信を行うことにより、文京

区内外に広く周知することができました。

　区内産業や伝統工芸等を文京区内外により広く

知ってもらうため、積極的な情報発信を行っていき

ます。

R5

　コロナ禍以前と同規模で開催し、区内企業・産業

団体・区内大学などによる展示・実演・研究発表・

販売などを行い、区内産業等について文京区内外に

広く情報発信をすることができました。

　開催内容の充実を図るとともに、各種SNSを活用

した効果的な情報発信を行うことで、区内産業や伝

統工芸等の更なる認知度向上を目指します。

実績（D） 8,507 10,625

目標（P） 8,000 9,000 10,000 11,000 12,000

　区内産業・商業・消費者団体などによる展示・実演・販売を行います。併せて交流自治体物産展の出店を行

います。

指標：文京博覧会（ぶんぱく）への来場者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

ウ　横断的な交流事業の展開

５－①－ウ　文京博覧会（ぶんぱく）【再掲】

事業概要
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成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　コロナ禍のため一事業は中止を継続しましたが、

他の事業は再開しました。

　コロナ禍前の2年間（平成30年、令和元年）の平

均値623人（終了事業の実績を除く）の６割である

374人の参加を目標としましたが、例年500人近い

参加者がある石見神楽公演の中止の影響もあり、達

成率は6割でした。

　令和5年度は参加者数をコロナ禍前の８割の水準

に戻すことを目標とします。

　盛岡市と友好都市提携５周年を迎えるため、両自

治体で互いの文化を発信する事業を開催し、交流を

活発化させます。ミスさんさ派遣委託等の事業を開

催して区民に盛岡市の文化に触れる機会を提供して

いきます。

R5

　盛岡市友好都市提携５周年記念事業を開催したた

め、目標を大きく上回る実績がありました。

　啄木学級ではロバート キャンベル氏を講師に迎

え、270人の参加がありました。また3,500人の集客

があった時代まつりの時代行列にミスさんさ踊りを

派遣しました。盛岡さんさ踊り体験ワークショップ

では２回のワークショップを開催し希望者２２人が

都市交流フェスタの舞台で踊りを披露しました。ま

た盛岡市主催「盛岡文士劇」東京公演を共催しまし

た。

　その他、かなざわ講座の共催や沖縄県うるま市主

催の現代版組踊「肝高の阿麻和利」を後援しまし

た。

　令和6年度は金沢市友好交流都市提携5周年のた

め、金沢市でも盛んな能楽関係の事業やその他の共

催事業を記念事業として充実させた内容で開催して

いきます。

実績（D） 228 1,214

目標（P） 374 498 623 623 623

　文京区らしさを活かした芸術文化の創造・発信と、事業を通じた交流を目的として実施しているプロジェク

ト。演劇、音楽、伝統芸能、美術など様々な分野のイベントを対象としており、全国規模の芸術文化団体や、

全国の自治体との協働（共催）により、特色を活かした創造的な活動とその成果の発信を通じて、文の京・文

京を広くアピールします。

指標：事業参加者数の合計（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

５－①－ウ　「文の京文化発信プロジェクト」【再掲】

事業概要
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成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　新型コロナウイルス感染の流行以降、海外都市と

の交流は中止しています。新たな交流都市の検討を

するため、英語圏の視察を行う等、円滑な対面での

交流が再開できるように、交流の在り方を検討しま

した。

　姉妹都市等交流自治体とは、対面での交流の再開

の検討を進めるとともに、オンラインを活用したハ

イブリッド型の交流の在り方を検討します。新たな

都市との交流については、自治体だけではなく、教

育機関等との交流等も行い、友好関係を構築しま

す。

R5

　交流が検討されていた大韓民国ソウル特別市松坡

区と、職員の相互派遣を行い、今後の交流の在り方

について前向きに議論が進展しました。その他の都

市とも、オンライン等を活用し、人的交流の再開に

ついて、検討しました。

　松坡区との本格的な交流を開始し、交流事業の在

り方等の検討を進めます。また、令和５・６年で姉

妹都市等の３都市の首長が新任されるため、さらな

る友好関係の構築を目指し、人的交流を活性化させ

ます。

実績（D） 0 2

目標（P） 1 1 2 2 3

　これまで交流のなかった新たな都市も含めて、機会をとらえて積極的に海外都市との交流を行い、友好を深

めるとともに、行政間の交流を区民に広げ、さらに活性化させるよう取り組みます。

指標：訪問団の派遣等交流件数

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

（２）分野別基本方針②　国際理解を育み定着に向けた機会づくり
ア　海外都市との交流の活性化

５－②－ア　海外都市との交流の活性化

事業概要
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成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　交換生徒の受入れは新型コロナウイルス感染症の

影響で延期しましたが、代替事業として、オンライ

ン交流会を実施しました（11人参加）。コロナ禍の

学校生活について意見交換をし、姉妹都市間の交流

を継続することができました。

　ホームステイ生徒の受入れを再開し、対面での交

流事業を実施し、段階的に対面での交流を再開しま

す。また、令和６年度の派遣に向けて、次期交換生

徒の募集をするとともに事業の検討を進めます。

R5

　平成31年度に派遣した生徒が、令和５年度は受入

れ側として、カイザースラウテルン市生徒を迎え入

れました。４年ぶりに対面での事業を実施し、互い

の理解を深め、姉妹都市間の学生同士の交流ができ

ました。派遣後から期間が空いたため、各家庭の事

情等により、区及びカイザースラウテルン市ともに

全家庭の参加とはなりませんでした。

　第20回ホームステイ生徒交換事業の参加者を募集

し、7～8月の約2週間、カイザースラウテルン市へ

日本生徒を派遣します。姉妹都市であるカイザース

ラウテルン市の文化を体験する機会を提供すること

で、参加者の国際理解を促進するとともに、姉妹都

市との友好関係を深めます。

実績（D） 0 3

目標（P） 4 4 4 4 4

　姉妹都市のカイザースラウテルン市と交流の一環として、隔年で中学生、高校生の派遣受け入れを実施して

います。姉妹都市での生活体験を通じて、市民交流を図り、異文化理解を推進します。

指標：参加者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

５－②－ア　ホームステイ生徒交換事業

事業概要
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成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　年間を通じて幅広い分野の講座を提供が叶ったほ

か、アカデミアサポーターの協力により、充実した

講座運営に繋がりました。

　最新の話題を的確に把握するとともに、生涯学習

支援者区内大学と連携を図り、充実した講座内容を

企画します。

R5

　引き続き、諸外国の人々や文化について学び、理

解することや、多様な価値観の尊重、外国語による

コミュニケーション能力向上等、世界情勢も踏まえ

た講座を実施しました。

　引き続き、諸外国の歴史や文化、習慣等を理解す

るほか、外国語によるコミュニケーション能力向上

等、国際的な視野を持ち、多文化共生の意識の普及

を図ります。

実績（D） 485 565

目標（P） 535 550 600 650 650

　アカデミア講座において、語学、外国文化、歴史等をテーマにした各種の講座を開催することで、幅広い国

際理解の機会を提供していきます。

指標：受講者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

イ　国際理解に向けた情報の収集・発信・共有

５－②－イ　生涯学習講座での国際理解推進

事業概要
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成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　４年振りに対面での国際交流フェスタを実施し、

前回（令和元年度）より来場者数が200人増加しま

した。また、国内交流自治体の物産店を実施する等

国内の魅力発信も併せて行いました。

　文化体験コーナーが特に好評であり、文化体験等

を通じた異文化交流の機会とすることができまし

た。

　国際交流のみならず、国内交流の魅力発信を充実

させ、双方の文化に触れてもらうイベントへと規模

を拡大します。そのため、在住・在学外国人をはじ

め新たな参加者を誘客でき、かつ、交流自治体の認

知度向上へつながる出展を検討し、内容の充実を図

ります。

R5

　礫川公園でのキッチンカー出店や、道路を一部規

制しトラックステージを設置するなど、事業内容の

大幅なリニューアルに伴い、前回より来場者が約

3,500人増加しました。また、交流自治体のご当地

キャラクターとのふれあいや国内外の文化体験など

を通じて、交流自治体の認知度向上や異文化交流の

機会とすることができました。

　開催期間の見直しなど、より参加者の方が楽しみ

ながら文化体験等ができるイベントとなるよう、内

容の充実を図ります。引き続き、区内団体との協働

により住民間の交流促進につながる出展を検討し、

本区の魅力を再発見・再確認できる機会とします。

実績（D） 1,300 4,785

目標（P） 1,300 1,350 1,400 1,450 1,500

　外国人と日本人が日本や世界各国の様々な文化体験を通じて、国際交流、国内交流のそれぞれの魅力を体験

するイベントを実施します。

指標：都市交流フェスタの来場者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

５－②－イ　都市交流フェスタ

事業概要
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成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　オンラインを用いた交流会を実施するとともに、

対面での講座を再開することができました。しか

し、交流事業内容及び実施状況によって参加者は年

度によって大きく増減しています。

　参加者アンケートからオンラインの有効性もある

ものの、対面実施のニーズがあることも確認しまし

た。

　対面及びオンラインを活用したハイブリット型の

連携事業を検討するとともに、区民ニーズを的確に

把握し、対象者含めた講座内容の精査等を行い、参

加者増加を図ります。

R5

　トルコ文化講座を新規開設し、区民が多様な文化

に触れる機会を創出しました。周年事業として、ト

ルコ写真展を開催したため、参加者が大幅に増加し

ました（トルコ写真展参加者：1,426人）。また、

留学生との交流会を拡充する等住民間の交流を促進

することができました。

　前年度同様、対面実施のニーズが高いため、講座

内容及び開催時間帯等区民ニーズを的確に把握し、

参加者増加を図ります。また、オンラインを活用し

た講座の実施についても、引き続き検討します。

実績（D） 6/350 6/1,771

目標（P） 6/350 7/370 7/380 8/390 8/400

　姉妹都市・友好都市に因んだ文化講座の開催及びやさしい日本語による交流会、区内関係団体との連携事業

を実施します。

指標：区内関係団体との連携事業数（件）/事業への参加者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

５－②－イ　国際理解促進事業

事業概要
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成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　オンラインを用いた交流会を実施するとともに、

対面での講座を再開することができました。しか

し、交流事業内容及び実施状況によって参加者は年

度によって大きく増減しています。

　参加者アンケートからオンラインの有効性もある

ものの、対面実施のニーズがあることも確認しまし

た。

　対面及びオンラインを活用したハイブリット型の

連携事業を検討するとともに、区民ニーズを的確に

把握し、対象者含めた講座内容の精査等を行い、参

加者増加を図ります。

R5

　トルコ文化講座を新規開設し、区民が多様な文化

に触れる機会を創出しました。周年事業として、ト

ルコ写真展を開催したため、参加者が大幅に増加し

ました（トルコ写真展参加者：1,426人）。また、

留学生との交流会を拡充する等住民間の交流を促進

することができました。

　前年度同様、対面実施のニーズが高いため、講座

内容及び開催時間帯等区民ニーズを的確に把握し、

参加者増加を図ります。また、オンラインを活用し

た講座の実施についても、引き続き検討します。

実績（D） 6/350 6/1,771

目標（P） 6/350 7/370 7/380 8/390 8/400

　姉妹都市・友好都市に因んだ文化講座の開催及びやさしい日本語による交流会、区内関係団体との連携事業

を実施します。

指標：区内関係団体との連携事業数（件）/事業への参加者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

ウ　横断的な交流事業の展開

５－②－ウ　国際理解促進事業【再掲】

事業概要
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成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　やさしい日本語を活用した留学生との交流会を、

Zoomを用いたオンラインでの開催をし、区民と留

学生の交流する機会を提供することができました。

参加者アンケートからオンラインの有効性もあるも

のの、対面実施のニーズがあることも確認しまし

た。

　対面及びオンラインを活用したハイブリット型の

連携事業を検討するとともに、区民ニーズを的確に

把握し、難易度及び対象者を含めた講座内容の精査

等を行い、参加者増加を図ります。

R5

　やさしい日本語を活用した留学生との交流会を拡

充し、基礎編及び発展編の２回連続講座を開催しま

した。やさしい日本語を学び、実践するとともに区

民と留学生の交流する機会を提供することができま

した。

　基礎編及び発展編と体系的に学ぶことで、区民の

満足度が高まり、留学生含め参加者の交流が活発に

なることがアンケートからわかりました。今後も取

り組みを継続します。

実績（D） 31 70

目標（P） 30 30 30 30 30

　やさしい日本語を活用した留学生との交流会を開催

指標：交流会への参加者数（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

５－③－ア　国際理解促進事業【再掲】

事業概要

成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　各課で外国人の日常生活支援のための多言語化を

促進するために、全庁の翻訳希望文書を集約し、令

和４年度は11課において、７言語、30文書を翻訳し

ました。更新を含め、最多の文書を翻訳し、各課で

活用をしました。

　これまで８言語の翻訳をしましたが、多くの文書

の翻訳は英語、中国語、韓国語に留まっています。

今後、各課において多言語化の必要性を認識した際

に機動的に対応できるように、体制を構築します。

R5

　各課で外国人の日常生活支援のための多言語化を

促進するために、全庁の翻訳希望文書を集約し、令

和5年度は16課において、6言語、31文書を翻訳し

ました。更新を含め、最多の文書を翻訳し、各課で

活用をしました。

　多言語化の必要性を認識した際に機動的に対応で

きるように、各課でそれぞれ多言語化を実施しま

す。引き続き各課からのニーズに応じて、必要な支

援を行います。

実績（D） 30 31

目標（P） 30 30 30 30 30

　外国人住民の日常生活に必要な行政文書の多言語化を進め、区窓口での手続きの効率化を図っています。

指標：全庁調査により多言語化した文書数（件）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

（３）分野別基本方針③　外国人が活躍できる環境づくり
ア　多言語及びやさしい日本語を活用した情報発信の充実

５－③－ア　外国人の日常生活支援のための多言語化

事業概要
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成果・評価（D・C） 次年度に向けた取組等（A）

R4

　外国人にとって異国の地で慣れた言語で相談でき

る場所を提供することに一定の需要がありました。

区の手続きの際にチラシを見たり、紹介を受けて

知ったりという案件があり、共催の効果が見られま

した。

　区内在住外国人支援につながる後援等事業につい

て、情報を積極的に発信していくとともに、関係団

体との協働の在り方を検討していきます。

R5

　令和４年度と同様に実施をし、相談者も７組から

９組へと増加し、一定の需要があることが改めて確

認でき、共催の意義をあったと考えられます。

　引き続き区内在住外国人支援につながる後援等事

業について、情報を積極的に発信していくととも

に、関係団体との協働の在り方を検討していきま

す。

実績（D） 1 1

目標（P） 1 2 2 2 3

　「外国人のための専門家相談会」の共催をはじめ、区内の大学や団体の実施する事業を後援等することで、

情報を広く発信していきます。

指標：協働・連携した事業数（件）

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

イ　外国人の活躍できる場の提供支援

５－③－イ　区内大学、ボランティア団体等との協働・連携
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